
薬事・食品衛生審議会薬事分科会

平成23年 度 第2回血液事業部会 議事次第

日時:平成24年 3月6日(火)14:00～ 16:00

場所:厚生労働省専用第15・16会議室(12階)

議 題 :

議題¬ 平 成24年 度の献血の推進に関する計画(案)について

議題2 平 成24年 度の献血の受入れに関する計画(案)の認可について

議題3.血 漿分画製剤の供給のあり方に関する検討会報告書について

議題4 平 成24年 度の血液製剤の安定供給に関する計画(需給計画)(案)について

議題5 そ の他の報告事項
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議題4関 連 :
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その他 :

資 料 5  「 血液製剤の輸出承認について」の一部改正について

資 料 6  「 輸血療法の実施に関する指針」の一部改正について

資 料 フ  「 血液製剤の使用指針」の一部改正について

資 料 8  「 遡及調査ガイドライン」の一部改正について
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平成 24年 度の献血の推進に関する計画 (案)に ついて

・献血者の推移  ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

・諮問書  ・ ・・・・・・・・・・・:・ ・.....・ ・。2
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厚生労働省発薬食0302第55号

平 成 2 4年 3月 2日

薬事 。食品衛生審議会会長

望 月 正 隆  殿

厚生労働大臣  小 宮山

童

平成 24年 度の献血の推進に関する計画を定めることについて、安全な血液

製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 160号 )第 10条

第 3項 において準用する同法第 9条 第4項 の規定に基づき、貴会の意見を求め

ます。

問諮



平成 24年 度の献血の推進に
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平成 24年 度の献血の推進に関する計画

前文

: 本 計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 16

0号 )第 10条 第 1項 の規定に基づき定める平成 24年 度の献血の推進に関する計画で

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針 (平成 2

0年 厚生労働省告示第 326号 )に 基づくものである。         ・

第 1節  平 成 24年 度に献血により確保すべき血液の目標量

・ 平成 24年 度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、全血製剤 0.6ol万 リッ

トル、赤血球製斉J54万 リットル、血 漿 製剤 27万 リットル、血小板製剤 17万 リッ

トルであり、それぞれ 0.002万 リッ トル、54万 リッ トル、27万 リットル、17

万 リッ トルが製造される見込みである。
。 さらに、確保 されるべき原料血 漿 の量の目標を勘案すると、平成 24年 度には、全

血採血による 145万 リットル及び成分採血による63万 リットル (血漿 採血 28万

リッ トル及び血小板採血 35万 リッ トル)の計 208万 リットルの血液を献血により確

保する必要がある。

第 2節  前 節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

前年度までの献血の実施状況 とその評価を踏まえ、平成 24年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

コ 献 血に関する普及啓発活動の実施
。 国は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同 じ。)、 採血事業者等の関係者の

協力を得て、献血により得 られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保 し、そ

の国内自給を推進するとともに、広 く国民に対し、治療に必要な血液製剤の確保が相

互扶助と博愛精神にょる自発的な献血によって支えられていることや、血液製剤の適
正使用が求められていること等を含め、献血や血液製剤について国民に正確な情報を
伝え、その理解と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行 う。

・ 都道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民

の献血への参加を促進するため、地域の実情に応 じ、対象となる年齢層への啓発、献

血推進組織の育成等を行 うことにより、献血人の関心を高めることが必要である。

: ・ 採血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全性に

配慮するとともに、継続 して献血に協力できる環境の整備を行 うことが重要である。

このため、国、都道府県、市町村等の関係者と協力して効果的なキャンペーンを実施

すること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解を促すとともに、献血への協

力を呼びかけることが求められる。
。 国、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対 し、病気や怪我の

ために輸血を受けた患者や、その家族の声を伝えること等により、血液製剤がこれを

必要とする患者への医療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを含め、

献血の正 しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発を実施 し、又はこれに協力

することが必要である。また、少子高齢社会を迎えたことによる血液製剤を必要とす

る患者の増加や献血可能人口の減少、血液製剤の利用実態等について正確な情報を伝

え、献血者等の意見を踏まえつつ、これ らの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努

めることが必要である。さらに、血液製剤の安全性の確保のための取組の一環 として、

感染症の検査を目的とした献血を行わないよう、献血における本人確認や問診の徹底

はもとより、平素から様々な広報手段を用いて、国民に周知徹底する必要がある。
'国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成 22年 1月 27日 に実施 された英国

滞在歴による献血制限の見直 し及び平成 23年 4月 1日 に施行された採血基準の改

正について、国民に対 して十分に広報を行い、献血への協力を求める必要がある。
。 これらを踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を実施する。

① 効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

血液製剤について、国内自給が確保 されることを基本としつつ、将来にわたつて安

定的に供給される体制を維持するため、幼少期も含めた若年層、企業 ・団体、複数回

献血者に対 して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を

実施 し、以下の取組を行 う。

<若 年層を対象 とした対策 >

。 国、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活動を行 うボランティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取 り組む。また、若年

層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な

広報手段を用いて、気軽に日に触れる機会を増やすとともに、実際に献血 しても

らえるよう、学生献血推進ボランティア等の同世代からの働きかけや、献血につ

いての広告に国が作成 した献血推進キャラクターを活用する等、実効性のある取

組が必要である。特に 10代 層への啓発には、採血基準の改正により、男性に限

り400ミ リリットル全血採血が 17歳 から可能 となったこと等について情報を

伝え、献血者の協力を得る。さらに、子が幼少期にある親子に対 し、血液の大切

さや助け合いの心について、親子向けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活

用 して啓発を行 うとともに、親から子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重

要であることから、地域の特性に応 じて採血所に託児体制を確保する等、親子が

献血に触れ合 う機会を設ける。

。 国は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解説 した教材、中学生を対
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象 とした血液への理解を促すポスターを作成 し、都道府県、市町村及び採血事業

者 と協力 して、これ らの教材等を活用 しながら、献血や血液製剤に関する理解を

深めるための普及啓発を行 う。

・ 都道府県及び市町村は、地域の実情に応 じて、若年層の献血への関心を高める

ため、学校等において、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製

剤についての情報提供を行うとともに、献ユ推進活動を行うボランティア組織と

の有機的な連携を確保する。
・ 採血事業者は、その人材や施設を活用 し、若年層へ献血の意義や血液製斉Jにつ

いて分か りやす く説明する 「献血セミナー」や血液センター等での体験学習を積

極的に行い、正 しい知識の普及啓発 と協力の確保を図る。その推進に当たっては、

国と連携するとともに、都道府県、市町村、献血推進活動を行 うボランティア組

織等の協力を得る。

・ 採血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献血推進ボランティアとの更

なる連携を図 り、大学等における献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者に

なろうとする者に対して、多くの国民の献血によって医療が支えられている事実や

血液製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行う。

<50歳 から60歳 代を対象とした対策>

・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献

血者の率が低い傾向にある50歳 から60歳 代の層に対し、血液製剤の利用実態や

献血可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献

血者の増加を図る。また、血小板成分採血にういて、採血基準の改正により、男性

に限り69歳 まで (65歳 から69歳 までの者については、60歳 から64歳 まで

の間に献血の経験がある者に限る。)可 能となったことについて情報を伝え、献血

者の確保を図る。

<企 業等における献血の推進対策>

・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業

や団体を募り、その社会貢献活動の下つとして、企業等における献血の推進を促

す。また、血液センター等における献血推進活動の展開に際し:地 域の実情に即

した方法で企業等との連携強化を図り、企業等における献血の推進を図るための

呼びかけを行う。

<複数回献血者対策>

。 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が

十分に得られるよう、平素から血液センターに登録された献血者に対し、機動的か

つ効率的に呼びかけを行う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得られて

いる複数回献血者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取り組む。

<献 血推進キャンペーン等の実施>

。 国は、献血量を確保 しやすくするとともに、感染症等のリスクを低減させる等

の利点がある400ミ リリットル全血採血及び成分採血の推進及び普及のため、

都道府県及び採血事業者とともに、7月 に 「愛の血液助け合い運動」を、 1月 及

び2月 に 「はたちの献血」キャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応じ

て献血推進キャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広報手段を用い

て献血や血液製剤に関する理解と献血への協力を呼びかけるとともに、献血場所

を確保するため、関係者に必要な協力を求める。
・ 都道府県、市町村及び採血事業者においても、これらの献血推進活動を実施する

こと:が重要である。また、市町村においては、地域における催物の機会等を活用す

る等、積極的に取り組むことが望ましい。

② 献 血運動推進全国大会の開催等
・ 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし

た血液製剤の国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製剤に関する理解と献血
への協力を求めるため、7月 に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力し、

模範となる実績を示した団体又は個人に対し表彰を行 う。     =

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。 国は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織(

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進

する上での課題等について協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催

する。

④ 献 血推進協議会の活用               ｀
・ 都道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求め、血液

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参加者を募つて、献血推進協議会を設置し、定期的

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者、血液事業に関

わる民間組織等と連携 して、都1道府県献血推進計画の策定のはか、献血や血液製

剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を行

うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官公庁t企 業、医療関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ

る献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易



にするよう配慮する等、進んで献血 しやすい環境作 りを推進することが望ましい。

2 献 血者が安心 して献血できる環境の整備

。 採血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快の念を与えないよう、丁寧

な処遇をすることに特に留意 し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩ス

ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報

_  を 保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行 う。
・ 採血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払拭するため、採血の手順や

採血後の過ごし方等について、映像や リー
7レ ット等を活用 した事前説明を十分に行

い、献血者の安全確保を図る。
・ 採血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメージ作りや移動採血車の

外観の見直し等、なお一層のイメージアップを図り、献血者の増加を図る。
・ 国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。

第3節  そ の他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際し、考慮すべき事項

① 血 液検査による健康管理サービスの充実
・ 採血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認してその結果を通知する。また、

低色素により献血ができなかった献血申込者に対して、栄養士による健康相談を

実施し、献血者の増加を図る。
・ 国は、採血事業者によるこれらの取組を支援する。また、献血者の健康管理に

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結

果を健康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、地域における保健

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行う。
・ 都道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上

・ 採血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を行うため、立地条件等を考

慮した採血所の設置、地域の実情に応じた移動採血車による計画的採血等、献血者

の利便性及び安全で安心な献血に配慮した献血受入体制の整備及び充実を図る。
・ 都道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議して移動採血車による採血等の日

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する

ことが重要である。また、採血事業者とともに、献血実施の日時や場所等について、

国民に対して献血への協力が得られるよう、十分な広報を行う必要がある。

③ 血 液製剤の安全性を向上するための対策の推進
・ 国は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者と連携

し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者

の本人確認の徹底等の検査 目的の献血の防止のためめ措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在り方の検討
・ 国は、献血者の健康保護を第一に考慮しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観点から、採血基準の見直しの検討を行う。

⑤ ま れな血液型の血液の確保
・ 採血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。
・ 国は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

⑥ 200ミ リリットル全血採血の在り方について
。 国、都道府県、市町村及び採血事業者は、血液製剤の安全性、製造効率、医療機

関の需要の観点から、献血を推進する上では、400ミ リリットル全血採血を基本

として行 う必要がある。
・ しかしながら、将来の献血基盤の確保という観点からは、若年層の献血推進が非

常に重要であることから、若年層に対しては、学校と連携して 「献血セミナー」を

実施する等、周知啓発の取組を積極的に行うとともに、初回献血を中心に200ミ

リリットル全血採血を推進することが重要である。

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
・ 国、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握し、在庫が不

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案し、

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。

災害時等における献血の確保等
。 国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保されるよう、採血事業

者と連携して必要とされる献血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要

に見合った広域的な献血の確保を行うとともに、製造販売業者等の関係者と連携し、

献血により得られた血液が円滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要で

ある。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制を構築し、広域的な需給

調整等の手順を定め、国、都道府県及び市町村と連携して対応できるよう備えるこ

とにより、災害時における献血の受入れに協力する。
・ 平 成23年 3月の東日本大震災により、東北地方の一部の地域 (岩手県、宮城県、

福島県)で 献血の受入れができない状況となったが、全国の非被災地において被災

地域の需要分をカロえた献血血液を確保することによって、血液製剤を安定的に供給

することができた。今後も、献血血液の確保に支障を来さないよう、継続的に全国

的な献血の推進を図っていくことが重要である。



。 ま た、東 日本大震災の際には、停電や一般電話回線 (携帯回線 を含む。)の 輻較に

より、通信手段の確保が困難となったほか、精油所等の被災や燃料の流通に支障が

生 じたことにより、移動採血車等の燃料の確保も困難となった。このことから、国、

都道府県、市町村及び採血事業者は、災害時等に備えた複数の通信手段の確保や燃

料の確保が確実に行われるよう対策を講ずる必要がある。

4 献 血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価
。 国、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的及び長期的な効果及び

進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れめ実績を確認 し、その評価を次年度の

献血推進計画等の作成に当た り参考とする。また、必要に応 じ、献血推進のための施

策を見直すことが必要である。

。 国は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、献血の推進及び受入れに関

し関係者の協力を求める必要性について献血推進活動を行 うボランティア組織 と認

識を共有 し、必要な措置を講ずる。

・ 採ユ事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、献血の推進に活

用する。
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番号 ご意見 ご意見に対する考え方

ず

脚llll調してます、若者だけでな徘 広t弯 齢層からの献血を呼び力ヽ するべきだ諫 います。そ相 こは献血しやすい環 献mへ のこ理解・こ協力ありがとうごさいます。
現在、日本赤十字社において、献血いただく方にとって、より安全か

つ快適な環境を提供するために平成22年9月に策定した「献血ルー

ム施設整備ガイドライン」により、既存の献血ルームの改修などを計
画的に行っており、併せてお子さんを連れた方でも気軽に献mに ご協
力いただけるよう、献血ルーム内に「キッズスペースJを設置すること
も進めております。また:献血受入に関する広報については、ご意見
を踏まえ、お越しなる献血者の方が必要とする情幸日を出来るだけ詳
細に分かりやすく提供できるように努めてまいります。
また、日本赤十字社において、献血受入(受付.問診.採血等)に係

る各職員の接遇研修等を定期的に行つておりますが、いただいたご
意見を参考にいたしまして、今後よリー層の技術向上に役立ててまい
ります。
今後とも献血への温かいご理解・ご協力をお願いいたします。

献mへ のご理解 こ協力ありがとうこさいます。
御提案は、国民の方々に献血の重要性や意義を御理解いただく観
点から、今後の献血推進の取組を検討する際の参考とさせていただ
きたいと思います。貴重な御意見をありがとうこざいました。

番号 ご意見 ご意見に対する考え方

献血へのご理解・ご協力ありがとうございます。
預血制度は、やむを得ない理由で献血ができない人が不利益を被

る等、lnl理的な問題が生じていたことから、廃止された経緯力`ありま
す。また、日本赤十字社における献血者の表彰制度は、継続的に献
血のご協力をいただいた方々へ感謝の意を表するという趣旨で行つ
ておりますので、引き続き、献血へのご理解とご協力のほどよろしくお
願い申し上げます。

リアルタイムで血液不足(予報)を発信できる方法を考えた方がいいと思います。電力不足のときも日本人は協力的でし
た。災害時にも有効だと思います。

献血へのご理解・ご協力ありがとうございます。
各血液センターで日々の在庫管理に基づいた献血者への呼びかけ
:行つておりますが、御提案は、今後の献血推進の取細を検討する
景の参考とさせていただきたいと思います。貴重な御意見をありがと
,こざいました。
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番号 ご意見 ご意見に対する考え方

1現 在の献m推 進計画は平成24年度の需給予測に対する計画であり、1■来の少子化による献血者不足、高齢化によ
る血液製剤の需要増に対する中長期の需給予測に関連付けられた年度別の具体的な献血推進計画を作成するべきで
ある。中長期的には血液不足をまねくとの日赤の推定もあることから、それに対する各年度の献血推進計画とするべきで
ある。

―層の少子高齢F■会をむかえるにあたつて、村来の献血者数の不
足が懸念されることから、平成22年 度に献血推進に係る中長期的な
目標を掲げた「献血推進2014」 を策定しております。
このたび、平成24年 度の献血推進計画 (案)を策定するにあたって

は、「献血推進2014」 で掲げられた中長期的な施策の方向性も鑑
み、血液事業部会等で審議されたところです。
引き続き、中長期的な計画、毎年度の献血推進計画に基づき、

日々の献血推進に努めてまいりたいと考えております。

離韮[線 」嶋1子牙躊認瑯肥爵
鷺l薔攀勝猜輻 艶景鼈鰤 儒蒙勇♂響li漏楼ぎ轟議鋪彎べきでぁる。

点から、今後の献血推進め取組を検討する際の参考とさせていただ
きたいと思います。

J平 駆23年度に実施された若年層献血意;織調査結果では「輸血用製剤の使い道に対する認知」|ま8割が認知されてい
ないという結果が出ている。血漿分画製斉1についての認知は我々が実施した調査では票に低い。これらのことから、国
民・献血者は血液製剤崎 血用製剤が同意謝 こなっている

蜆 ミ ヽ
から、血液製剤とい繋 葉ではな伸 血用製

削と血漿分画製剤を分けて国民 献血者に情報発信し共有

4ま た同調査で1ま、「血液製剤の海外依存の認知」を調査した結果百面アが認知してぃないとした結果を得たが、回答者
が血液製剤を輸血用製剤と認知していると考えられることから、輸血用製青1は100%国内自給できてぃることと血漿分画
製剤の一部製剤は現在の国内献血制度では製造できないことや、国内に製剤製造技術がない事等から海外製剤を輸入
していることを正し篠 えて回答を求めなければならない。

磁 私な尋罷糧孫鷲意惜 鷺健紀 拿彗層霧 浪 2詈編 、業に対する理解を損ね、結果として間違つた血液事業政策:
正しい情報を発信するという観 点から、今後、改善するべきである。

D口 今″Ш絲千泰[`外国^ω ttllllによつζモ文えられている。従つて、日不人の瓢ll哺爾の向上のためにも外国人が
日本で献血している人数や血液量について公表するべきである。

m液 検査による健康管理サービスは、献血いたださ検盃結果を希
望された方にコレステロールやグリコアルブミン等、7項 目の生化学線
査の結果を通知することによつて、常日頃からの健康管理に役立て
ていただき、健康な献血者の確保を図る施策であり、金銭の代替とす
るサービスにはあたりません。また、稀な血液型を持つ献血者に対
し、緊急的に献血の協力を要請した場合には、その交通に要した実
費の支払いを行うことがあります。
なお、わが国においては、血液法第16条において、有料での採血

等は禁止されておりますので、引き続き、無償の献血にご理解・ご協
力いただけるよう、献血の意義を正しく伝え、献血者が安心して献血
できる環境の整備・充実を継続的に実施してまいります。



平成 24年 度の献工の受入に関する計画 (案)の 認可について

。諮問書  ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・平成 24年 度の献血の受入に関する計画 (案) ・ :・ ・・・

【参考資料】

・平成23年 度献血受入計画 (平成 23年 度4～ 12月 )に おける

取組み状況と平成24年 度献血受入計画の策定について

● ● ● ● ● ●1 2

１

　

　

２



薬事 ・食品衛生審議会会長

望 月  正  隆   殿

厚生労働大臣  小 宮山 洋

書

平成 24年 度の献血の受入れに関する計画を認可することについて、

血液製剤の安定供給の確朱等に関する法律 (昭和 31年 法律第 16

第11条 第 3項の規定に基づき、貴会の意見を求めます。

間諮

厚生労働省発薬食0302第56号

平 成 2 4年 3月 2日

安全な

0号 )

ア
f'タ
ァ`ヤ‐
ハ

血 企 第 10 7号

平成 24年 2月 29日

厚生労働大:臣  小 宮山 洋 子 様

日本赤十字社

理 事  西 本

平成 24年 度献血受入計画について

標記について|ム 「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」(昭和
31年 法律第160号 )第 11条 第1項の規定に基づき提出いたします。



平成24年 度献血受入計画について

平成24年 度献血受入計画については、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関す

る法律」第11条 及び同法律施行規則第4条 に貝Jり、各都道府県と協議し、当該年度に

献血により受け入れる血液の目標量、その目標量を確保するために必要な措置に関する

事項及びその他献血の受入れに関する重要事項について、以下のとおり計画します。

1.平 成 24年 度に献血により受け入れる血液の目標量

平成24年 度に献血により受け入れる血液の目標量については、各都道府県におけ

る過去3年め輸血用血液製剤の需要動向と原料血漿の必要量から安定供給を確保する

ために、全血献血で 145万 リットル、血漿成分献血で28万 リットル、血小板成分

献血で35万 リットルの合計208万 リットルを確保することとします。

なお、都道府県別目標量については、別紙 1の とおりです。

日本赤十字社では、これらの目標量を確保するために、国、地方公共団体等との連

携の下に献血受入れに取り組みます。

2.前 項の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

(1)献 血受入の基本方針

①目標量の確保

平成24年 度に献血により受け入れる血液の目標量を確保するための各都道

府県献血受入施設の稼動数及び目標量については、別紙 2の とおりとし、医療機

関の需要に応じた採血に努め、400mL及 び成分献血を積極的に受入れます。

②献血受入体制の整備

献血者の安全性と利便性に配慮し、立地条件等を考慮した採血所の設置、移動

採血車による計画的採血等、効率的な採血を行うための設備及び体制の整備 ・充

実を継続的に実施します。また、採血所における休憩スペースの十分な確保や地

域の特性に合わせたイメージ作り等の環境整備に努め、一層のイメージアップを

図ります。

③献血者の処遇等の充実

献血者が安心して献血できるように、献血の受入れに当たつては、献血者を丁

寧に処遇し、不快の念を与えることのないよう、職員の教育訓練の充実強化によ

り献血者の処遇向上を図るとともに、献血者の意見・要望を把握し、献血受入体

制の改善に努めます。

また、献血者の個人情報保護や献血者健康被害救済制度についても適正な運用

に努めます。

④初回献血者への対応

初めて献血をする方の献血に対する不安等を払拭するために、献血の手順や献

血後の過ごし方等の映像やリーフレット等を活用した事前説明を十分に行いま

す。また、学校献血会場において、採血後の献血者をケアする者を配置し、採血

副作用の防上に努めます。

⑤検査サービス等の実施

献血者の健康管理に資するため、引き続き希望者に対し生化学検査成績、血球

計数検査成績をお知らせします。

また、ヘ`モグロビン濃度の低値により献血にご協力いただけなかった献血申込

者に対して健康相談等を実施し、献血者の増加を図ります。

(2)献 血者の確保対策

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって

安定的に供給される体制を維持するため幼少期も含めた若年層、企業や団体、複数

回献血者を普及啓発の対象として効果的な活動や重点的な献血者募集を実施する

とともに健康な高年齢層の献血受入れについても積極的に推進します。

また、献血の意義等について、国民が広く理解できるように情報を提供すること

が、献血意識を高めることに繋がることから、血液事業をより理解していただくた

めの各年齢層の広報を継続的に展開し、病気やケガのために輸血を受けだ患者さん

や、そのご家族の声を伝える等により、血液製剤がこれを必要とする患者さんへの

医療に欠くことのできない有限なものであることを含めた献血思想の普及啓発を

図ります。

特に少子高齢化による若年層献血者の減少を踏まえ、若年層を対象とした取組と

して体験学習の継続的な実施等、献血への動機付けとしての活動も積極的に推進し

ます。

なお、各都道府県血液センターにおける主な取組は、別紙3の とおりです。

①若年層を対象とした対策

(ア)若 年層全体に対する対策



若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用                    (ゥ )60歳 以上を対象とした対策

いて、同世代からの働きかけ、病気やケガのために輸血を受けた患者さんや、                       こ のイ

そのご家族の声を伝える等、効果的な広報に努めます。                                   ・

代は、60歳を超えたところで献血者数の割合が急激に減少しており、

その理由として定年退職することにより献血に関する情報に触れる機会が減

(イ)小 学生、中学生を対象とした対策

献血の意義や血液製剤について分かりやすく説明するため、ボ                             す

ることや健康上の問題等が要因として考えられることから、定年退職後も

ランティア組                      引 き続き積極的に献血に協力していただけるよう、情報伝達の方法を工夫する

織の協力を得ながら、学校へ出向いての献血セミナーや血液センター等での体                     な どし
‐
(献血者の増加に努めます。

験学習を積極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図ります。                         70歳 以上の献血が出来なくなつた方についても、個人ボランティアとして

(ウ)高 校生を対象とした対策         . 協力頂き、献血の推進に支援いただけるよう努めます。
「高等学校学習指導要領解説 保 健体育編」に献血に関する内容が盛 り込ま                      ま た、血小板成分献血について、採血基準の改正により、平成 23年 4月 か

れたことから、これまで実施してきた若年層献血はもとより、献血のみならず、                      ら 男性に限り69歳まで可能となったことを伝え、普及啓発に努めます。

赤十字活動全体を含めた命の大切さ等についての献血セミナーを学校へ出向                               “

いて積極的に実施するよう努めます。 ③企業等における献血の推進対策

(工)大 学生を対象とした対策 社会貢献活動の一環として、献血に協賛する企業や団体を募り、地域の実情に
・ 献 血推進活動を行つている学生献血推進ボランティア組織等と更なる連携                     即 した方法で献血の推進を図ります。

を図り、大学生における献血や血液製剤に関する理解、献血体験の促進に努

めます。 ④複数回献血協力者の確保
・ さらに、将来の医療の担い手となる学生等に対して、多くの国民の献血に                     複 数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラブの充実等t重点的な啓発、

よつて医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性への理解                    施 策を行うよう努めます。

を深めてもらうための取組を行つてまいります。 また、複数回献血クラブ会員の中で、適宜献血への協力が期待できる登録者の

(オ)10代 への啓発として、採血基準の改正により、平成 23年 4 月から男性に                    増 加を図るため、特にメールサービスを利用する会員の増加に取り組むとともに

限り400m L全 血採血が 17歳 から可能となったことを伝え、普及啓発に努め                    献 血の普及啓発活動に協力が得られるよう努めます。

ます。

⑤献血推進ヨ[ャンペーン等の実施

②献血者の年齢層に応じた献血推進対策 将来の献血基盤となる10代 ・20代の若年層献血の推進は、血液事業にとって

(ア)20歳 代後半～30歳代の女性を対象とした対策 喫緊の課題であり、広く国民への献血の普及啓発を図るため、通年で実施してい

この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙しいという理由によ                    る LOVE in Actionプロジェクトを基軸とし、複数回献血者確保キャンペーン (4

り献血をする機会が減少しているものと考えられることから、その方々に安心                     ～ 5月 )、愛の血液助け合い運動 (7月 )、いのちと献血俳句コンテスト(7月 ～

して献血していただけるための取組として、地域の特性に応じて献血ルームに                    12月 )、全国学生クリスマスキャンペーン (12月)及 びはたちの献血キャンペー

キッズスペースを整備する等の受入体制を整え、親子が献血にふれあう機会を                  :   ン (1～ 2月 )等 を連動させながら実施し、戦略的な広報を展開します。

設けるよう努めます。

(イ)40歳 ～50歳代を対象とした対策 3.そ の他献血の受入れに関する重要事項

企業や団体の中心的な存在であるこの年代に対して、「血液の使われ方」

及び 「献血可能年齢」等につぃて正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓                  (1)血 液製剤の安全性向上のための対策

発を行い、社会貢献活動の一つとして、地域の実情に員pした方法、     で 企業 ・団体                     国 及び都道府県と連携し健康な献血者の確保に努めます。

等における献血の推進を図ります。 今後も献血者本人確認を徹底するとともに、検査目的献血の防止のための 「安全で

責任のある献血」の普及に努めます。さらに、間診業務の充実強化に努め、安全な



平成24年 度に献血により受け入れる血液の目標量 (日本赤十字社)

献血の受入れを図ります。

(2)ま れな血液型の血液確保

まれな血液型の献血者には、医療機関からの突発的な要請に対応できるよう、

本人の意向を踏まえて予め登録を依頼し、必要時に献血を依頼します。

(3)200m L全 血献血のあり方について

血液製剤の安全性、製造効率、医寮機関の需要の観点から、献血を推進するうえ

で400m L全血献血を基本とし、併せて、将来の献血推進の基盤となる若年層に対

する献血推進が重要であることから、400m L献血ができない若年層に対して、国、

都道府県、学校と連携し 「献血セミナー」を実施する等、献血の知識について啓発

する取組みを積極的に行うとともに、将来の献血基盤となる若年層の初回献血を中

心とした献血推進を図ります。

(4)血 液製剤の在庫管理と不足時の対応

赤血球製剤等の在庫予測に基づき、献血者確保対策を講じて安定供給に努めま

す。また、国及び都道府県にも在庫情報を提供し、万―の在庫不足時には対応手順

に基づき、関係機関と連携した献血者確保対策を実施します。

(5)災 害時等における危機管理

① 平 成 23年 3月 の東日本大震災により、東北地方の一部の地域 (岩手県、宮城

県、福島県)で 献血の受入ができない状況でしたが、全国の非被災地において被

災“域の需要分を加えた献血血液を確保することによって、血液製剤を安定的に

供給することができたことから、今後も災害時において、献血血液の確保に支障

を来さないよう、広域的な需給管理体制のもと、国、都道府県及び市町村と協力

して継続的に全国的な献血の推進を図り、円滑な血液供給に努めます。

② 東 日本大震災の際には、停電や一般電話回線 (携帯回線含む。)の幅榛により、

通信手段の確保が困難となったほか、精油所等の被災や燃料の流通に支障が生じ

たため、移動採血車等の燃料の確保も困難となったことから、国、都道府県、市

町村及び企業等と協力して、災害時等に備えた複数の通信手段の確保及び燃料の

確保について対策を講じます:

(6)献 血受入計画の分析と評価

献血の受入状況について、国、都道府県及び市町村へ情報を提供します。また、

その分析と評価を行い、次年度の献血受入計画の各種施策の検討に資することとし

ます。

東京都に併せて計上している。



平成24年度に献血にょり受入れる血液の目標量を確保するための各採血所毎の目標量及び稼働数

E21藤働薇=融1置履せ,サr:厳猛元こ選 、オープン献血では献血会場数をいう。

平成24年度献ェ受入施設数及び献血受入施設整備予定等

返 II翼 ∬ 「蝉 謄 蹴 l〔[ζ霞 [[塁 」
に=ドモ綾t霊聡奨偉傘搬 Iν鷺亀[rll、勧 釉

テ
及びオープンmml=より必要な献血者を確保してtる。

平成24年4月1日現在の献血受入施設数等について 平成24年度の献血受入施設整備予定について

血液センタ 献血ルーム
(事業所・出張所)

移動採血車 成分採血装置
血液センター 血ルーム(事業所・出張所) 移動採血車 成分 :血彗

新設予定数 休廃止予 新設予定数 休廃止予定盤 増減数 更新数 増減数 新 数
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平成23年度献血受入計画 (平成23年度 4～ 12月)

平成24年度献血受入計画の策定について

平成24年3月 6日

における取組状況と

日本赤十字社 血 液事業本部

1 平 成23年度4～ 12月における各都道府県別の血液確保量、

確保目標量に対する達成率及び比較            別 紙 1の とおり

2 血 液確保目標量と確保量及び供給量との比較に基づく分析

各血液センターにおける献血受入計画 (平成23年度4～ 12月:平成23年度の受入

計画を3/4したもの)の 目標量 155.1万 Lに対する確保量は139.6万 Lで 、

達成率は90.0%と ならており、確保量が目標量を下回つています。これは、献血

受入計画を基本としながらも、医療機関からの受注状況と血液の在庫状況を勘案して、

期限切れ等に注視しながら安定供給を確保するため、各血液センターが状況に応じた

採血を行つた結果です。また、全体の血液確保量 139.6万 Lに対し、原料血漿及

び輸血用血液製剤の合計使用量は144.2万 L(使 用量に対する確保率▲3.3%)

です。使用量のうち4.6万 L(使 用量の3.3%)が 確保量を上回つておりますが、

これは、平成23年度において、赤血球製剤及び血小板製剤の供給量は前年度とほぼ横

ばいにあるものの、6ヶ月の貯留保管をしている血漿製剤の供給量が前年度上半期実

績と比べ4.5%伸 びており、平成22年度に確保した血液を使用していることによる

ものです。                  ・

以上のことから、平成23年度は、安定供給が確保されています。なお、今後も安定

供給を確保するため、引き続き需給管理の精度向上と需給調整による有効活用を図つ

てまいります。

3 血 液製剤の安定供給等にかかる取組

輸血用血液製剤の在庫の過不足の早期把握、安定的な供給を図るための必要な措置

の検討と実施及び需給計画の検証を行うため、血液事業本部及び血液センターにおい

ては次の取組を行つています。

(1)血 液事業本部の取組

血液事業本部においては、献血者確保及び血液製剤の供給等について審議する

「血液事業推進委員会」を設置しています。特に、より高精度な需要予測を図る



ことを目的として、同委員会の下に 「輸血用血液製剤需要予測特別委員会」を設

置し、医学的及び臨床的な観点から需要について検証しております。また、輸血

用血液製剤の安定供給を確保するため、「安定供給促進小委員会」(原則毎週金曜

日開催)を 設置し、全国の輸血用血液製剤の需給状況及び原料血漿の確保状況を

把握し、安定供給を実現 ・維持するための対応策の検討を行い、各血液センター

ヘの指示 ・監視・指導を実施しています。

④ ま た、平成17年4月 に本社及び各血液センターに献血推進本部を設置し、

万―、安定供給の確保が懸念される場合には、国及び都道府県と連携して迅速に

効果的な対応がとれる体制を整備しています。

⑤ 更 に、赤血球製剤在庫が減少する冬季対策として、各ブロックの赤血球在庫が

適正在庫数の120%以上で推移するよう需給管理を図つております。

(2)各 血液センターの取組                                          (4)冬 季 ・春季献血者確保対策

各血液センターにおいては、「需給計画委員会」(原則毎週開催)を設置し、採血・                  平 成23年10月、平成24年1月に基幹センター需給管理担当課長会議を開催し、

製造・供給の予測に基づく在庫シミュレーションによる赤血球製剤 ・血漿製剤 ・血                  赤 血球製剤の在庫が全国的に逼迫する冬季及び春季の在庫予測シミュレーショ

小板製剤の需給計画の検証を行い、基本となる献血受入計画に調整を加え、翌月:                  ン 等に基づき、進捗状況確認及び対策の検討を行いました。

翌々月の中期的需給計画を策定しています。                                     ま た、各基幹センターにおいても管内の血液センターを招集し、そこに血液事

また、基幹センターは、上記の血液センターとしての対応に加え、管内血液セン                  業 本部からも職員を派遣して冬季 ・春季献血者確保対策の検討を行いました。

ターの需給状況 (採血 ・製造 。供給状況等)の 把握、需給計画の検証及び指導を行

うとともに必要に応じて血液の需給調整を行つています。                |         (5)東 日本大震災への対応

震災により献血受入が困難となつた岩手、宮城、福島県における医療需要分を、

(3)在 庫量の情報管理と危機管理対応                                       他 の地域の血液センターが上乗せして採血し、特に赤血球製剤の在庫を通常の2

① 血 液事業本部はt休 日を除く毎日、午前 6時現在の全国各血液センターの赤血                  倍 程度に維持することで、円滑に供給しました。

球製剤の在庫を把握 Gり紙 2)し 、注意報水準 ・警報水準に陥らないよう常に全

国の需給状況を確認するとともに、赤血球製剤の在庫状況を厚生労働省へ報告し               4 平 成23年度献血受入計画の進捗状況

ています。                                                 平 成23年度献血受入計画として、核となる対策と取組を血液事業本部から各血液セ

また、各血液センターからは各都道府県及び各都道府県支部へ同様に情報提供                ン ターヘ指示し、各血液センターでは都道府県との連携のもとに受入計画を策定。実

しています。                                               施 しています。なお、その対策と各血液ャンタこにおける主な取組の実施状況は次の

とおりです。

② 注 意報水準あるいは警報水準に陥つた血液センターについては、「危機管理水              .

準の情報報告書」により危機管理水準の現況、それに至るまでに講じた方策等を         ′      (1)若 年層を対象とした対策

基幹センターを通じて血液事業本部へ提出させ、それを受けて血液事業本部は                  若 年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用いて、

「危機管理水準の対応指示書」により具体的な対策等を指示しています。                    同 世代からの働きかけ、病気やケガのために輸血を受けた患者さんや、そのご家族の

平成23年度については、注意報水準が1回発生していますが、一過性のもので、                 声 を伝える等、効果的な広報を実施しました。

需給調整等の早急な対応により翌日には回避しております (警報水準発生はな                  参 考① 青 少年ふれあい事業の実施状況 (国庫補助事業)

し)。                                                          小 中学生を対象とした血液センター等の見学等 (体験学習を通じ、献血に

触れ合う機会の創出により献血への理解を深める)

③ さ らに、需給予測によつて血液不足が見込まれる血液センターについては、今                       平 成22年度実績     実 施回数595回、参加人数35,897人

後の採血計画の見直しや増班体制などの具体的な対策を講じるよう指示してい                      平 成23年度上半期実績  実 施回数378回、参加人数18,218人

ます。                                                       参 考② 若 年層献血セミナー (国庫補助事業)

10代後半から 30代 前半若年層を対象に献血への理解促進を図るために



血液センターの施設を利用し、セミナー等を開催。                              ゥ .60歳 以上を対象とした対策

平成 22年度実績     実 施回数 394回、参加人数 36,510人                         こ の年代は、60歳 を超えたところでの献血者数の割合が急激に減少 しており、そ
平成23年度上半期実績  実 施回数 205回、参加人数 14,087人                       の 理由として定年退職することにより献血に関する情報に触れる機会が減ってしま

うことや健康上の間零等が要因として考えられることから、定年退職後も引き続き
ア 小 学生、中学生を対象とした対策                                        積 極的に献血に協力してぃただけるよう、情報伝達の方法を工夫するなどして献血

献血の意義や血液製剤について分がりやすく説明するため、ボランティア組織                   者 の増カロに努めました。

の協力を得ながら、学校へ出向いての勉強会や血液センター等での体験学習を積極                    70歳 以上の献血が出来なくなつた方についても、個人ボランティアとして協力頂
的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図りました。                            き 、献血の推進に支援いただけるよう努めました。

イ.高 校生を対象とした対策                                             ま た、血小板成分献血について、採血基準の改正により、男性に限り69歳まで可
「高等学校学習指導要領解説 保 健体育編」に献血に関する内容が盛り込まれ                   能 となったことについて普及啓発活動を実施しました。

たことから、これまで実施 してきた若年層献血はもとより、献血のみならず、赤

十宇活動全体を含めた命の大切さ等についての勉強会を学校へ出向いて積極的に                (2)企 業 ・団体における献血の推進対策

実施しました。                                               社 会貢献活動の一環として、献血に協賛する企業や団体を募り、地域の実情に貝p
ウ 大 学生を対象とした対策                                           し た方法で献血の推進を図りました。

献血推進活動を行っている献血ボランティア組織等の協力を得て連携を図り、                    。 新規協力企業及び団体の開拓

大学生に対して献血や血液製剤に関する理解を深め、実際に献血を体験してもら                   。 献血ルームや移動献血会場への協力企業の開拓

う取組を行いました。                                             ・ ロゴマークの活用 (ロゴマーク取得促進のための専用ウエブサィ トの運営、
また、学生献血ボランティアとの更なる連携を図るとともに、その組織基盤の                    ス テンカ~配 布など)

強化にあたりました。

さらに、将来の医療の担い手となる学生等に対 して、多くの国民の献血によっ                   <平 成22年度実績>

て医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性への理解を深めても                    ロ ゴマーク配布数1,483件 協 賛企業 ・団体数2,150件

らうための取組を行いました。                                         (協 賛企業 ・団体数は事業開始の平成18年度からの累計は45,343件、ロゴマー

エ.10代 に対して、採血基準の改正により、男性に限り400m L全 血採血が 17歳から                    ク の配付数は7,613件となっている)

可能となることについて普及啓発活動を実施しました。

<平 成23年度上半期実績>

(2)献 血者の年齢層に応じた献血推進対策                                         ロ ゴマーク配布数2,093回 協 賛企業 ・団体数1,051件

ア.20歳 代後半～30歳代の女性を対象とした対策

この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙しいという理由により献                (3)複 数回献血者確保対策

血者が減少しているものと考えられることから、親子で献血に触れ合える機会を設                   複 数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラブの充実等、重点的な啓発、施

けるため、地域の特性に応 じて献血ルームにキッズスペースを整備する等の受人体                  策 を行いました。

制の充実を図りました。                                              ま た、複数回献血クラブ会員の中でも、特にメールを利用した会員の増加に取り組
イ 40歳 ～50歳代を対象とした対策                                        み ました。

企業や団体の中心的な存在であるこの年代に対して、「血液の使われ方」、「献血可                   。 「複数回献血クラブ」会員の募集を増強

能年齢」等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、社会貢                   :「 複数回献血クラブ」会員への献血依頼及び理解促進のための情報提供を実施

献活動の一つとして、地域の実情に貝pした方法で企業 ・団体等における献血者の増                   <平 成23年度上半期実績>          ´

加に努めました。                                                複 数回献血クラブ会員数50,450人



<平 成18年度からの平成23年上半期までの実績>

複数回献血クラブ会員数361,829人 (平成18年度末より266,836人増)

<献 血実人数に占める複数回献血者の割合>

(平成21年4月 1日 ～平成23年 3月 31日実績 :31.0%

(4)目 標量を確保するための全般的な対策

(献血受入体制への取組)

献血者が安心して献血できるように、職員の教育訓練の充実強化を図るため、全

国研修会を開催

(広報活動への取組)  '

。7月 「愛の血液助け合い運動」

・7～ 12月 「第 6回 いのちと俳句コンテス ト」

。12月 「全国学生クリスマス献血キャンペーン」

・1～ 2月 「はたちの献血」キャンペーン

。通年 「LOVE in Actionプロジェク ト」

を全国で展開しました。この他、病気やケガのために輸血を受けた患者さんや、

そのご家族の声を伝えるための映像を製作したことから、各血液センターにお

いて、講演会や、施設見学時、学校等での上映会を実施 し、効果的な広報を実

施 しました。

(血液センターにおける献血者確保への取組)

。複数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラブ会員へ情報誌の発行や、AED

講習会等を実施する他、電子メールを活用 した献血依頼を実施。また、リーフレ

ットを作成する等 して、新規クラブ会員の確保を実施

・需要に応 じた400mL献血を推進

・需給予測に基づき、固定施設における受付時間の延長や移動献血バスの増車によ

る献血受入等の措置を実施

。新規献血協力企業 ・団体の開拓を行 うとともに、既存協力団体の献血実施回数の

増加を依頼

・学生献血推進ボランティアと連携 して、若年層献血者確保対策として大学等にお

ける献血を実施

・地域の特性に応じてキッズスペースを整備 し、親子が献血に触れ合 う機会を設け、

献血者確保を実施

5 平 成24年度献血受入計画の策定

(1)当 該年度に献血により受け入れる血液の目標量

各血液センターにおける平成 22年 度供給数の実績と平成 23年 度上半期の供給

数を中心に、過去 3年 の供給動向 (別紙 3)等 から傾向を分析 し、当該年度の供給

数を見込み、都道府県との協議のうえ、献血の目標量を算定しました。

(2)前 号の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

・献血受人体制の策定

各血液センターにおいては、献血の目標量を確保するため、献血種別にも配慮し

ながら、過去の献血実績に基づき、施設別 (献血ルーム、献血バス、出張採血)の

月別、週別、日別の献血受人体制を策定しています。

これらをもつて、都道府県と献血受入計画等を協議し、基礎 となる年間の献血バ

スの配車計画等を定めています。

・献血者の確保対策

血液事業本部では、献血者の確保に関する基本的対策について、国の基本方針及

び献血推進計画に呼応 した献血者確保対策を基本とし、各血液セシターベ指示 して

います。

血液センタ‐では、血液事業本部の指示による献血者確保対策を基本としながら

も、それぞれの地域事情を反映した 「都道府県献血推進計画」と連携した献血者確

保の取組を計画しています。
一年を通して安定供給を維持するためには、地道な日々の取組の積み重ねによる

献血者の確保によるところが大きいと言えます。また、不足が予測される場合には

早めの対応が重要です。各血液センターで実施 されている各種取組は、これまで過

去に行つてきた取組の中でも効果的なものが継続的に実施されています。

平成 23年度の赤血球製剤の在庫推移は、別紙4の とおりです。

平成 24年度の各血液センターにおける献血者の確保対策については、別紙 5の

とおり血液事業本部が示した基本となる確保対策項目に、各血液センター自らが数

値目標を設定し、具体的取組の進捗状況を評価することとしています。

なお、血液事業本部においては、各地の情報を収集し、全国会議等において各地

の取組事例を紹介する機会を設け、また、各地の取組を月間情報として配布する等、

献血者確保のための情報共有を図つています。

(3)そ の他献血の受入れに関する重要事項

血液事業本部では、国の基本方針及び献血推進計画に基づき、日本赤十字社とし

て、これら方針及び計画に沿つた献血の受入れに関する重要事項について、計画 し

ています。



平成23年4～12月各都道府県別献血者数一覧

各都道府県別血液確保量等一覧 (平成23年4～12月)

都道府県
血漿献血 合 計 合割

雙 田  県
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囀 山  県

1 , 4 5 0 1

知  県 5 6 , 0 1 6 8 1 n l

35 rml

賀  県

崎  県 1.6361 9 4 4 n l 1 3 4 4 , |

六  県 e.64el 7 5 4 3 1

分  県 1.7e01 4 2 ∞| 6 4 3 9 1 In oo引

崎  県 5.9921 s31/,l 25 s6sl 6^5,| J

嘘 島 県 7.4441 7 A37l 37 4461 t lnl 1 0 0 0 , | , 3 0 9 9 1

縄  県 5.S41 | ?.98S1 30.3:)91 44.7061 s.e65l 13 2981



平成22年度各都道府県別献血者数―覧

平成22年度各都道府県別血液確保量等一覧

合計
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(男J詢氏3)
200mL換 算
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平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

北海道赤十字血液セーンター

Ｎ
『

確保対策

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している募 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者 70名 学生献血推進協議
会会議 継続

自内各センター管
のヽ学生ボラン

Fィア代表
4月 、8月 、1月 3回

北海道赤十字血液セン
ター

フリスマス献血キャンペーン及びサマー献血キャンペーン
D報告会や反省会と併せて、血液事業の現状や血液製剤
D知識などを養ってもらう。内容はパワーポイントと映像素
オを使用する。

期間中10代の献血者数
2.500名

ティーンズドナー献
血キャンペーン 継 統 6歳～19歳 11月 から12月 1 回 全道各献血施設

に海道との共同事業で、若年層に高聴取率を誇るラジオ番
ことタイアップをして、番組内からのパーソナリティカ■リス
トーヘ献血に対する呼びかけなどを行う。

全道の献血者数 700名
サマー献血キャン

継続
20代を中心とした
苫者 全道計5回

一番街商店街・MORUE中

島・イオン旭川西SC・イオン釧
路昭和SC・長崎屋MECAト
ンホーテ函館店

Sのクリスマス献血キャンペーンと同様lL、札幌、室蘭、旭
‖、剣1路、函館のスーパーなどの会場で、学生献血ボラン
Fイアがイベントなどの催しを企画し、若年層に対する献血
色進活動を行う。

全道の献血者数 850名
クリスマス献血キャ

継続
0代を中心とした
当者 全道l15回

アリオ札幌。MORUE中 島・

イオン旭川西SC・イオン釧路
昭和SC・長崎屋MEGAド
ン・ホーテ函館店

t幌 、室蘭、旭川、91路、函館のスーパーなどの会場で、
1生献血ボランテイアがイベントなどの催しを企画し、若年
1に対する献血推進活動を行う。

研修参加者 00名 小板成分献血推
研修会 継 続

血小板成分献血
協力団体

2月 、6月 、11月 3回 血液センター。献血ルーム

ヨ頃から血小板成分献血に団体でご協力いただいている
学ヽ生を対象に、更なる献血の理解を深めてもらうため、1

寺間程度の献血推進請演を行う。内容はパワーポイントと
央像素材を使用する」

参加者 500名 継続
高校生、専門学校
生、看護学生

4月 、6月 、10月 3回

山の手高校、武修館高
交、北海道医療センタニ●
E護学校

t:t-) 障演を行う。内容はパワーポイントと映像素材を使用する。

来場者 200名 陀幌合同大学祭 継続 札幌市民 1 回 大通公園
t幌市内近郊の大学10校以上が合同で実施する大学祭
こ献血学生ボランテイアの展示ブースを出展し、′ヽンフレッ
やチラシ、ゲームなどをして市民にアピールする。

作品数 50点 秋血推進ポスター

晏 継 統
デザイン系の専門
学校生等

6月～9月 1 回 血液センター
富広い献血の啓発を行うため、絵画技術を有する札幌近
Bの学校へ献血広報用ポスターの作成に参加していただく
にう依頼する。

協 力者数 360名 グループ献血 継続 大学生 4月～5月、10月～11月 80回 移動採血車
大学での移動探血車による協力時、グループ(3人以上)で
協力があった場合、特典を用意する。

した献コ 推進対策

平成24年度の数値目機 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的にIt回している, 回数 予定場所 内容く具体的かつ詳細に記載すること)

来場者 300名 t設見学の受入 継続
卜・中・高・短大・

学ヽ生
通年 30回 血液センター

肛液センターを見学してもらい、血液事業の現状を説明す
5ことで、献血の必要性を理解してもらう。広報用冊子と記
螢品を配付^

60歳代の献血者数2500o名
う0歳代への献血推
進 継統 0歳 以上 通年 5回 6献血施設

0歳～64歳の献血者で60歳以降に献血をしていない方を
寸象として、献血要請はがきの送付やチラシの配付・回覧
事を実施する。

55歳以降の男性
血小板献血協力者数

3.500名

55以 上の男性に血
小板成分献血の推
進

継続
'5以上の男性威
)献血者

通年 1 回 証液センター
平成23年 度から55歳 以上(男性)の献血者も血小板成分
ま血の協力が可能になることについて、チラシやハガキに
にり周知するとともに、血小板成分献血を依頼する。

参加生徒 1,000名 小中学校のイベント
参加 新規 J 中ヽ学校の生徒 通年 3回 卜中学校の校舎内等

学校が主催するイベントに献血推進のための展示ブースを
■展する。

Ｎ
∞

↑栗寺における献血の推進,寸策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

40件
新規および待機 献
血事業所の開拓・穂
保

継続
析規献血事業所
0その献血会場
司辺企業

通年 15回 各事業所等
0業間のネツトワークやライオンズクラブなどを通して、新
現献血事業所を紹介してもらう。また、会社の建設などの
青報収集に努める。

12社

参加クラフ 50El体

献血サポーター募
集

ライオンズクラブ研
修会

継 続

継続

献血への理解が
ありt複数回の献
血実施の実績が

る

一

あ

一

業

一

企

一

ライオンズクラブ
会員

通

　

　

一

7月～11月

如
　
一　
掴

各事業所等

ホテル講演会場

駅血協力企業に対して、より献血への意識を高めてもらう
しめに、移動採血車での実施の際に「献血サポーターJをP
Rする。

ワ`ーポイントと映像素材を使用して、献血推進の講演を

協力者数 10o名 成分献血協力団体
企業の啓発

継続 事業所・団体等 通年 12回 各事業所等
ライオンズクラブや天理教などの献血推進団体を通じ、団
本での協力依頼や登録者名簿の作成依頼を行う。



4複 数回献血協力者の確保対策

若年層献血者確保対策

平成24年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための対策

青森 県赤十字血液センター

∞
０

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

依頼の応諾人数 10000名
血小板成分献血者
への再来の要請

継続

前回採血から期間
が開いている献血
者

通年 6回 前回採血から期間が開いている献血者に対して、複数回の協力を要請する。

新規登録者数 5000名 複数回献血クラブ¢
墨営

継 続
複数回献血者
(メール会員)

通年 随時
チラシや非接触型携帯サイト接続ユニットを有効活用し、積極的に新規会員を募集す
る。

依頼の応議人数 25000名 武血の案内を発送 継続
前回または前々回
に協力があつた献
血者

通年 随 時
前回または前々回に協力があつた献血者に対して、献血実施日・場所等を記載したハ
ガキを1週FB5程前に発送する。

参加者 250名 訳血フォーラム 継 続

日赤表彰受賞団
体、複数回献血
者、献血メールク
ラブ会員、各ボラ
ンティア団体

1回

日赤表彰受賞団体、複数回献血者、献血メールクラブ会員、各ボランティア団体を対象
として、ホテルまたは札幌市管轄の会場を使用して、日赤表彰や外部講師の講演など
を`テう。

複数回の血小板成分献血協力
者(期間内3ヵ月間で3回以上)
の割合を25%以 上とする。

血小板成分献血推
進キャンペーン

継続
血小板成分献血
協力者

冬期間3ヵ月間 , 回
ポイントカードを作成し、期間内に2回もしくは3回以上の協力者に対して、段階的に記
念品の種類を変えて進皇する。また、プロスポーッ団体とのタイアップを検討する。

参加協力数 8.000名
「また来て献血J
カード配布 継続

全血ルームにてJ
自の複数回献血
者確保を目的に層

通年 随時
全血献血の固定施設において、ポイントカードを作成し1年間で2回 日の協力者に対し
て、記念品を進呈。

1年間における新規献血者の
再来率を209●とする。

折規献血者に対す
5再来率の向上 継続

前回または前々回
に協力があった献
血者

通年 随時
前回または前 回々に協力があった献血者に対して、献血実施日・場所等を記載したハ
ガキを1週間程前に発送する。

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している案 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

窪康促進事業 継続 複数回献血者 9月～3月 10回
nl液センター・献血ルームにおいて施術講師を招き、ハンドマッサージなど行い献血者
つ健康を促進する。

クラブ情報誌の作"
ヒ配付

継続 複数回献血者 11月 1回
nl液事業の現状や献血協力企業のコメントなどを掲載する。製本は、印刷会社に委託
ナる。

広告掲載 継続 読者 通 年 10回 姜内新聞及び大学祭バンフレット等へ献血推進用の広告を掲載する。

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画している要
施月を記載すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加登録学生数
100人以上

若年層献血者
確保対策

継 続 県内の大学生 5 6 7 1 1・ 1 2■月 青森県庁

平成23年12月末現在で青森県学生献血推進連絡会の参
加校は5大学となっているので(平成24年3月中に4大学訪
間予定)、平成24年度は2大学増やして、,大学による連絡
会とする。年6回連絡会を開催し、献血の勉強会やキャン
ペーン等の企画を立案して若年層の献血確保につなげ
る。

20h以上の20歳代の協力
若年層献血者

確保対策
継続 自衛隊員 延べ3回 陸上自衛隊

陸上 自衛隊の成人式(3会場)の開催時に献血バスを配車
、́20歳代の献血者20%以上を確保する。

l.500人以上の協力
若年層献血者

確保対策
継続 各大学・短期大学 4～3月 延ぺ4 0回 各大学・短期大学

青森県学生献血推進連絡会の学生ポランティアが中心と
なり、学校献血や学園祭献血(6校)において呼びかけをf
う。                 ヽ
学園祭パンフレットに広告(有料)を掲載して、推進に努め
る。

10・20代の献血率を27%以上に
する

若年層献血者
確保対策

継続 10・20代 5～6月 1回 各献血会場

上記事業と併せ、16～29歳の献血依頼対象者6.000人に
封書依頼し、期間中=|き換え券を持参し献血した方に記
念品を差し上げる。応諾率12%以上で,25人以上の献血者
を見込み1020歳代の献血者率を27%以上にする。(平成
23年12月末現在258%)
平成24年度事業計画の献血者数57.000人で10・20歳代を
27%確保すると15,390人となる。平成22年度の14,919人に
対して529人増やす。



2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

7 0人以上の参加 状血セミナー
継 続

卜学校4～6年生
ヒ保護者

7月下旬 3回 血液センター スライドを使用しての勉強会。献血バス等の乗事体験。

550人以上の応諾者
(平成23年度実績10%増 )

年齢層献血者確保
対策 継 続 30歳～49歳 1月中旬～3月初旬 1 回 各献血会場

30～49歳の献血依頼対象者6.000人に複数回献血クラブ
会員募集のパンフレット及び記念品引換券を同封し、封書
依頼する。期間中に引換券を持参し献血した方に記念品
を差し上げる。上記パンフレットには、メールアドレス、OR
コードを記載しており、24時間入会できるようになってい
る。(複数回献血クラプの会員増も図る)
平成23年度の実績よりも10%増やして550人を確保する。
(平成23年度5,000人依頼予定、応諾人数500人予定、応
諾率10%予定)

1.170人以上の応諾者
(23年度実績 10%増 )

年齢層献血者確保
対策 継 続 5 0歳～6 9歳 1 0月～1 1月 1 回 各献血会場

50～69歳の献血依頼対象者6.000人に複数回献血クラブ
会員募集のパンフレット及び記念品引換券を同封し、封書
依頼する。期間中に引換券を持参し献血した方l_記念品
を差し上げる。上記パンフレットには、メールアドレス、OR
コードを言己載しており、24時間入会できるようになつてい
る。(複数回献血クラブの会員増も図る)
平成23年度の実績よりも10%増やして1.170人を確保する。
(平成23年度5.438人依頼、応諾人数1.065人、応諸率
196%)

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継統 対象者
実施時期

K具体的に計画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

2 5社以上の開拓
献血協力団体

増加対策
継続 職血未実施事業同 4～ 3月 随時 各事業所

各市町村担当者から未実施事業所を紹介してもらい、各
担当者と一緒に事業所を訪問し、血液事業の現状や献血
の必要性を説明して新規開拓に努める。

延べ480以上の訪間
献血協力団体

増加対策 継 続 献血実施事業所 4～ 3月 随 時 各事業所

状血実施予定事業所及び周辺事業所等に各市町村担当
曽と訪問し、血液事業の最近の現状やキヤンペーンの薬
対、血液在庫状況等を説明し献血者確保に努める。
実た、訪問した際は、従業員数を把握して、配車計画の参
なにする。

力者 の 確 保 策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者 ※具体的に計画している実
施 月夕寵壺するこ″

回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

ρ80人以上の入会
平成23年度計画数より10%増)

複数回献血協力者
確保対策 継続

継続

全献血者 4～ 3月 随 時

複数回献血クラブ会員の入会特典として、献血時にリフレクソロジー、整体マッサージ
(併せて150回実施)を受けられることを周知して、入会者を募る。封書で献血依頼する
際には、複数回献血クラブ会員募集のパンフレットを同封する。また、未会員の献血
者には、献血終了時にバンフレットを渡して、入会を募る。平成24年度は1.080人の入
会で6.600人を計画している。

2,400人以上の応諸者
複数回献血協力者

確保対策 複数回クラブ会員 4～ 3月 随 時

墟時、複数回献血クラブ会員の献血可能者に依頼メールを送信する。月1回、当セン
ターのイベント等の情報を送信する。(年間60000通送信。応諾率4%以上を目標とす
る。)

5そ の他

平成24年度の数値目標 事業名

旦

新規・継続 対象者
実 施 時期

※具体的に計画している埃
柿 日オ寵前するこ″

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

ω
Ｎ



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

岩手県赤十字血液センター

内容(具体的かつ詳細に記載すること)

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

脇力者数2.500人以上
高校生への普及
啓発事業 継 続

高校生
(■に高校3年生)

磁年
県内各高等学校内での
献血実施及び献血ルーム

若年層への書及啓発事業の一環として、県内すべての高等学Fx
79校に保健所 市ll村 センター職員が訪r・|し、事業説明及び協
力依頼を行い、献血バスを'0校以上に配車する。被災地への高
等学校についても復旧 復興に合わせ随時西己車をする。また、献
血実施後1ま献lalルームヘの勧誘を目的に献血ルームのポス

ター掲示依頼を行う。高校生の磁血セミナー事業(出前講座)を

開催し 献血思想の普及啓発を図る。

協力者数4.900人以上
大学 短大 専Fl学技て
の献血実施普及啓発 継続

大学・短大
専門学校生

こ年

県内各大学 短大 大学 短大 専門学生への普及啓発として献血実意 45回,及び

及び献血ルーム わせ実施する。

自年層献血者 (10代～20代)
嘲6%以上 駄血セミナー 継続

大学 短大
専門学校・高校生

D献血トーク&
コンサート

D献血セミナー5月
)RC高 校生大会
献血セミナー7月

①
②
③

①ショッピングセンター内
イベントホール
②県の複合施設内
③日赤支部

献血トーク&コンサート等を開催し若年層に広く献lal意識の向上

を図る。また、献血セミナーを通じ学生ボランティアの育成に努
め、」RC高校生大会等においてもセミナーを行い 若年層〈,0代
～20代)を0年前のH19年度3169●(H22年度29'%)の 実績まで

引き上げる。

轟力者数500人 以上
学ヽ 短大 専門学校

:0献 血実施普及
r発事栞

新規
大学 短大
専門学校生

4月～6月
校学

学
大

門

大
短

専

在学生・新たに入学した学生に対し献血体験キャンペーン

を実施し献血の普及啓発を図る。

轟力者数150人以上
ナマー献血
いャンペーン 継 続

若年層を中心
とした若者

大型ショッピングセンター 学生ボランテイアがイベントを企画しショッピングセンター

で若年層に対し献血推進活動を行う。

酪力者数 150入以上
クリスマス献血
キヤンペーン 継続

若年層を中心
とした若者

大型ショッピングセンター 学生ポランテイアがシヨツピングセンターでオリジナルのイ
ベント接遇等を行う。

協力者数150人以上
′`レンタイン献血
キヤンペーン 継続

富年■を中心
ヒした若者

大型ショッピングセンター 学生ボランテイアがショッピングセンターでオリジナ′レのイ
ベント・接通等を行う。

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容〈具体的かつ詳細に記載すること)

参加者350人 以上 攪と子の血液セン
'一見学会

継 続 卜学生と保護者 小学校の夏休み期間 血液センター

1 学ヽ生の夏休み期間(7月下旬～3月上旬)に併せ、親と
子の血液センター見学会を実施する。1回あたり35名、延
べ10回とし、スライドを用いた献血クイズ及び施設内 献血
, スヽ等の見学、OVDの視聴等献血の普及啓発を行う。

参加者600人以上 小板成分献血
{ヒ

継 続
手令55歳～69歳

諄性
通 年 献血ルーム

乗血基準の改正に伴い、血漿成分献血協力者で新たに■
卜板成分献血が可能になつ■男性を対象に依頼ハガキを
羞付する。

平成24年度の数値目標 事業名
新規 継続 対象者 K具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

Ю団体 析規献血協力企業
コ体確保 継続 企業 団体 通 年 県内企業 団体

業 団体等に、市町村担当者・血液センター

、事業説明及び協力依頼を行う。また献血
等へも積極的に訪F・|し、ポスター・チラシ等
のヽ参加を呼びかける。

0団体 ■2回以上の
協力依頼 継 続 企業・団体 通年 県内企業 団体

年1回実施の献血協力企業 団体へ、市町村担当者 血
液センター議員で訪間し、協力企業の事業状況・繁忙期
等の情報を収集し年2回 (特に2回目は血液が不足する時
期)の献血協力を依頼する。           ・

参加46団体
ライオンズクラブ
薇血推進研究会 継続

ライオンズクラブ
会長

10～ 11月 血液センター ついて協議する。特にLO会 長事業所での献血実施又は

0団 体 賦血サポーターの
際集 継続 企業・団体 通 年 県内企業 ・団体

鋤 採血でrA血実施の際、渉外時「献血サポーター」加入
,PRをする。

対 策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画しているコ 回 数 内容(具体的かう詳細に記載すること)

じ諾者(実協力者数)100人
ス上

メールによる
康血要81 継 統

夏数回献血クラブ
キ員

不足時 緊急依頼メ_ルを送信

0諾 者 (実協力者数)0,∞0人
以上

ガヽキによる
験血要請 継続

尋―会場におけて
は回、前々回の献
肛者

献血の1週間前 ガヽキで献血会場を案内し献血依頼

応諾者 (実協力者数)15∞ 人
以上

露書による
状血要請

継 続
複数回献血クラブ

会員を除e録 者

複数回献血クラブ
会員

7月、12月

随時

2回
詈避言

録者で献血可能な方を抽出し,封 書で夏季 冬期の献血者確保
?た

め依頼文

延べ 90∞ 人 メールによる
情報配信

継続 お知らせ イベント案内、年賀メールなどを配信

400mL献血推進キャンペーン
再来率を2496とする

100mL複数回の
歓血の推進

継続
既献血者の400市

献血可能者
10～ 3月 随 時

上半期の既献血者の中、下半期40tlmL献血可能者に対し再度ハガキまたは封書に
よる献血依頼をする。併せて来所者にチラシを配布じ複数回献血クラブヘの加入を促
進する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

宮城県赤十字血液センター

若年層献血者確保対策

企業等1

ω
い

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血率を64、 20代の輌
血率を84ま で増加させる

新規献血者
紹介強化

継続 大学、専門学校生 4月 から6月 延べ20回 各大学、専門学校

当県では`10代献血者率61%、20代献血率32%(平 成22年
度実績)となつており、平成21年度実績を下回つている。こ
れは、震災の影響で22年度については、3月12日から献血
を休上していた影響も少なからず出ている。平成24年度に
ついては、献血推進に係る新たな中期目標(献血推進
2014)の数値を目標とし対策として、再来献血者に新規献
血者を紹介していただき、紹介者および新規献血者に対し
てポイント制度のボーナスポイントを付加等する。

お礼状送付 継続
10代、20代の新競

献血者
4月 から3月

"規に献血協力した10代、20代の方にお礼状を送付し再
薇を促す

大学・専門学校
複数回配車

継続 大学、専門学校生 4月 から1月
延ベ

35回以上
各大学.専門学校

武血実績の高い(受付が50名以上)大学、専門学校への複
女回配車を平成23年度並みの35回以上実施する

固定施設
学生献血推進

新規
大学、専門学校生

等
4月 から3月 各献血ルーム

日定施設への学生の来場および再来を促すため学生限定
D記念品を進呈する。

,力0者1.∞0名 献血セミナー
継続 学校生 4月から2月 10回以上 各会場

言校から大学に対しては、文書でセミナー実施の案内を送
寸し若年者に対する献血セミナーを実施する。

折規 献血協 力学校を1校 以上

場拓する 新規協力学校開拓 継 統 大学、専門学校生 4月 から3月 1以 上 大学、専Fl学校
折規に開校する大学、専門学校や、まだ献血を実施してい
ェい学校(合計5校ほど)に対して献血受入れの依頼をする

7歳男性の4∞mL献 血250人
次上確保

17歳男性
400いL推進

新規 lフ歳男性 4月 から3月 高等学校献血会場等
声校内献血の場合は、養護教諭等に理解を求め17歳男性
' らヽの400mL献 血を推進する。その他の会場では、17歳
0男性が来場した際に積極的に400mL献 血を推進する。

平成24年度の数値目裸 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している験 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細にFa載すること)

参加者300名 以上 状血キッズスクーЛ 継続
県内小学生

およびその保護嗜
フ回 プロックセンター

R内 の小学生対象にキッズスクールを開催し保護者同伴
D元 、検査・製造施設等の見学を東北プロック血液セン
'一で、供給部門および献血′ヽス見学等を宮城センターで
,い 、親子で献血について学んでもらい将来の献血者確
果ならびに保護者の方への献血を銹える。

60歳以上の献血者を
3%増 加させる

60代献血推進 継 続
60歳以上の依頼

対象者
4月 から3月 各献血会場

Ю歳以上の依頼対象者や、複数回献血クラブ会員に対し
C献血依頼を年間通じて行い協力者を平成23年度より3%

二おける献血の推

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者
実施時期

※具体的にBI回している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

sifrfi fr@620ESIER 新規団体強化 継続 献血協力団体 4月 から3月 宮城県内献血団体 黒要を意堡磨』II穏尋績譜″籍ぎ錯翻 栞鷲導
協力団体20団体確保 ム協力団体確 継続 献血協力団体 4月 から3月 献血ルーム 献血ルームにて定期的に協力いただける団体を確保する

の確保対

平成24年度の数値目標 事業名
_           具 体的な対策・事業内容 _

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している勢 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者確保 継続 依頼対象者 4月 から3月

4月 から3月

依頼対象者に対して、複数回献血クラブ会員登録依頼を封書にて行う

複数回献血者確保 継続 県内献血協力者 絋
手
留謝浩壷∬野堪瑳:鳥茫籍

数
複数回献血者確保 継 続

複数回献血クラブ
会員

依頼対象献血者
4月 から3月

骨懇器糠驚勇F獅 離鵠鑑糧i螂

内容(具体的かつ詳細に記載すること)

9月から11月 Ⅲィレ=ムにおぃて期間中にヘモグロピン濃度低値献血澪藻薩蘇葦五五薇覇画面面軍



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

秋田県赤十字血液センター

1 若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実
施 月を記載すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

`回の請演後に献血協力者を25人
以上にする 献血セミナー事業 継続 短大生 10月 。■月・12月 2 短大講義室

秋田県の献血者数の推移や献血の歴史、少子高齢化によ
る献血者確保への影響、医療機関への供給までの流れを
スライドを用いて説明し血液事業について理解を深めても

1回の講演後に献血協力者を10人
以上にする 継続 医学生 血液センター

参加者数 70名 以上で献血協力
者50名以上 継 続 警察学校 7月 警察学校内教室

2献 血者の年齢層に応した献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実馳時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

訪問学校数3校以上 施設見学 継 続 中学生 4月～3月 3 血液センター 血液センターの事案内容を説明し献血に対して興味を持つ
てもらう。

参加者数50名以上 体験学習 継 続 小学生 ・中学生 7月 血液センター 献血疑似体験を通じ献血について楽しく理解していただく。

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
来 池 時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

移動採血軍―稼働あたりの献
血者数を10人増加

献血協力依頼ハガ
キの郵送 継続 依頼応諾可能者 通年 随 時 事業所献血

証回または前 々回に事業所で協 力いただいた献m者 に対
て́、実施 日の前にハガキを発扶する_

新規献血事業所を30社確保
開拓と確保

継続 献血事業所 通 年 随 時 事業所献血 保健所および市町村と連携し新規事業所の開拓を行う。

R血サポニター企業を30社増カ 献血サポーターの
継 続 献血事業所 通 年 随 時 各事業所等

駄血 実 施 後 の おネL状 と一
緒 に献血 サ ポー ター 加 入 依 頼 チ

ラシを渡して周知する。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血協 力者数5.000名以上
血小板成分献血者

継 続 献血登録者 通 年 随 時 依頼応諾を了承していただいている献血者に対して、電話で複数回の要請をする。

会員を2 . 5 0 0名以上にする 複数回献血クラブ 継 続
篠 叡 回 駆 lll l百

(メー ル会 農)
通 年 随 時

テラシや複数回献血登録用サイトスタンバーを活用し、積極的に新規会員を募集す
る。

ハガキ協力者4.000名以上
献血協力依頼ハガ

継続 依頼応諾可能者 通年 随 時
訂回または前々回に事菜所で協力いただいた献lal者に対して、実施 日の前にハガキ
F発 決し献血協力依頼をする^

平成24年度の数値目標 事業名

具体`

新規・継続 対象者
栞 胆 時 期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

15回実施 健康促進事業 継 続 複数回献血者 4 月～3月 随 時 ヨ定施設においてハンドマッサージを行い献血者の健康を促進する。

情報紙作成(1回) 情報誌への掲載 継 続 献血者 4 月～3月 随 時
鋸 施設や移動採血バスなど献血協力可能施設の紹介や血液事業の現状や献血協
力企業のコメントなどを掲載する。



山 形 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー

い
０

1 若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値自標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
来胆 吋期

×具体的に計帆 ている実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

医療関係の専Fl学校
1校にて実施する

講義 継続 目療関係専門学奪 1 回 喬護専門学校
ラヽイドを活用しての説明

)0分授業での実施につき学術45分、採血45分として実
ほ。また、推進用DVDも交えて献血の推進も行う。

大学等2校 にて実施する 出前講座
継続 大学生等 学園祭時に併せる 2回 大学等

武血の必要性等についての普及啓発
1園祭において推進用DVDを 活用して実施する。

企業及び推進団体
3社 (団体)で実施

説明会 経続

ライオンズクラブ
及び青年会議所

等
6月～2月 3回 企業等

軟血の必要性等についての普及啓発
スライド及び推進用DVOを 用いての説明。特にスライドに
ついては、県内の状況を盛り込んだものとする。

高等学校
5校 で実施

昔年層献血セミナー 継続 高等学校 下半期 5回
高等学校内

(視聴覚室及び体育館)

献血の必要性等についての普及啓発
平成24年 度より高等学校での出前講座等の実施強化に
あたり、高校生向けのスライドを作成し実施する。

学内での高校献血
50校 の実施

高校献血 継続 高等学校 通年 50回 各高等学校
各高等学校を訪問し、献血の推進を図り、学内での400
mL採 血の推進も行い底上げを図る。

年齢層に応した献血
年庸におしヽτri日 |

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ×具体的に計画している実 回数 予定場所 内容 (具体的かつ群組に記載すること)

中学校 15校 で実施 出前講座 継続 中学生 6月以降 15回 各中学校

血液及び献血に関する正しい知識の普及啓発
献血の歴史や現在の現状、使用方法についてまとめたス
ライドを活用する。また、必要に応じ推進用DVDを活用す
る。

小学校または中学校
うち1校を対象とし実施

施設見学 新規 卜学生又は中学生 長期休み期間 1 回
東北プロッック血液セン

ター

血液及び献血に関する正しい知識の普及啓発
献血の歴史や現在の現状、使用方法についてまとめたス
ライドを活用する。また、必要に応じ推進用DVOを活用す
る。

高等学校1校を対象にする 施設見学 継続 高校生 下半期以降 1 回
東北プロッック血液セン

ター

血液及び献血に関する正しい知識の普及啓発
歓血の歴史や現在の現状、使用方法についてまとめたス
ライドを活用する。また、必要に応じ推進用DVOを活用す
る。

の推進 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ群細に記載すること)

献血サポート団体
24加 盟

献血協力団体
増加対策

継続
事業所並びに
推進団体

4月～3月 24加 盟 各事業所並びに推進団, け政と導携を図り、共に企業訪間を行うなどして新規開拓
轡行う。

新規献血団体及び企業の開7
12団 体

献血協力団体
増加対策

継続
事業所並びに
推進団体

4月～3月 12団 体 各事業所並びに推進団例
]勝 芦

携を図り、共に
↑

業
訪甲

を行うなどして新規開拓

4複 摯口献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

現

新規・継続 対象者
実施崎期

※具体的に計画している実
施月を記載するこ'

回数 内容(具体的かつ群細に記載すること)

複数回献血者の協力依頼
(年間約400名増)

複数回献血者
確保対策

継続 年1回の献血者 4月～3月 [劃 匙撃:『
事業所での献血者を対象に、街頭献血会場への案内葉書・電子メール

年1回の献血者に対し、約400名 増加させる。

複数回献血クラブ会員の増加
(年間約500名 増)

複数回献血者
確保対策

新規
嚢数回献血クラブ

未登録者
4月 ～3月 撃祀鵬魏 躍顕轟霧9基謀饗ワ彎理貯

500名 の増加

内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

4月 ・8月 9月 ・12月 鰹機彗電鶏[鼈 薪ζ嗣轟駆銑r 昨ヽ会仙瞬



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

福島県赤十字血液センター

1 若年層献血者確保対策

一
い

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者200名 旨年層献血セミナー 継続 日校、大学、専門学校笙 月、フ月、8月 、12月 、1月 5回 血液センター及び学校
盟剤の正しい知識の普及啓発を行う。
籠料としては、「愛のかたち献血」及びr献血と輸血用血液Jスライド.
ビデオ上映等を実施予定。

参加者 100名 献血出前講座 継続 小、中、高校生 7月～1 1月 5回 学校

百年層へ献血 の意 義やm液 製貢りこついての 上しい知識 の普 及腎蒙

コイテう。
|れぞれの年代に合わせたスライド資料を作成し普及啓発に努め

稼働当たり赤血球75単 位以_ 大学献血への増車 継続 大学生 4月 ～12月 5回 大学構内

宇ヽ輌内での献血バスの増車を行い献mの 晋及腎発を行つ。
F成 23年 4月 ～12月 の実績は、1稼働当たり523単 位であるため
と4年度は、実施時期等の検討を加え、76単位以上を目標とした。

稼働当たり赤血球80単 位以_

学生ボランティアと
連携した献血実施
(サマー献血、クリ
スマス献血)

継続 需校、大学、専F]学校4 7月 ～8月 、12月 5回 街頭、大規模スーパー等

晉年層の学生が献血を呼び掛けることにより同年代の献In慮識同
Lを行う。
1生が企画等も行うため楽しく献血に参カロできるとともにポランティ
″学生の友達等も献血していただけるため献血の輪が広がる。

推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 渕莉一
卜画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者100名 摯少年献血ふれあ
事ヽ業

継続 小、中、高校生 5月、7月～8月、1 6月 3回 以上 血液センター
知`識の普及啓発を行う。
愛のかたち献血J及び「献血と輸血用血液」スライド、ビデオ上映等
し実施予定。
讐らに施設見学実施後に献血クイズ等も実施予定。

対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10社 以上 新規献血協力企業
等の確保

継続 献血協力団体等 4月 ～3月 福島県内
R、市町村及び献血協力団体との連携を密にし、新規協力団体の開
石を行う。

5社 以上 体眠献血団体等ヘ

の働きかけ
継続 見在休鴫中の献工団体= 4月 ～3月 福島県内

見在体眠中の献血団体等に対し、過去における実績等を検討し今
たの献血協力を依頼する。

策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ:事細に記載すること)

応諾数10oo名 以上
メールによる協力留
請

継続 嚢数回献血クラブ会農 4月～3月 メール配信

成分献血のできる方中心にメールでの献血協力要請を行う。
平成23年 12月 末現在で、メール会員数2.886名(有効会員数)の登
録があるが血小板の型別不足状況に応じての協力依頼を行うことと
している。

応諾数1000名 以上
ハガキ・電話による
要請

継続 4月 ～3月 ハガキ・電話による要請
墨響若=テ

が生じる恐れがあるときに献血協力要緒をハガキ及び電

持に上、日等に実施している大規模スーパー献血時に血液型,1の
不足状況に応じて協力依頼ハガキの発送を予定している。

複数回メール会員年間500名
以上の増加

含員募集用リーフ
′ット作成 継続

ЮOmL献血、成分献
肛協力者

4月 ～3月 リーフレット配布

00mL献血及び成分献血協力者で複数回献血クラブ未加入の方ヘ
リーフレットを20.000枚以上配布し加入のお願いをする。
F成23年 12月現在の会員数は、2.886名の登録があるが、500名
次上の増加を目標としている。

一
や 平成24年度の数値日標 事業名

ll・lな対束 ・畢 案内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

aEtfiiq<500a Dlt'oB, 支分献血要請のダ
rレクトメール発送 継続 支分献血可能な方 4月～3月

2月に誕生日を向かえる
文分献血者へDMの発送
:行う。

詭分献血協力の方で翌月誕生日の方へDM発 送を行う。
涎生月に献血した方に粗品のプレゼントを予定している。

イベント参加者数1500名 冬季の献血者確保 継続 状血可能な方 10月 、2月 ントの実施

旗血ルーム限定のイベント等を実施するとともに広報強化を行う。
見在検討している内容としては、期間限定特別記念品プレゼントを
‖画している。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

茨城県赤十字血液センター

一
ω

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している, 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

参加者数  600名 宝年層献血セミナー
継続 大学生、高校生 5月～7月、11月 4回

3回

学校
大学等での献血実施日に併せ、献血会場に献血ブースを設け
献血セミナーを実施する。

,加者数 600名 資血出前講座 継 続 高校生 高等学校
高等学校に出向き、いのちをつなぐ献血(献血セミナーDVD)を
利用し、献血への理解を深めてもらい、献血意識の向上を図
る。

轟力者  100名 学生献血推進サマー

キヤンペーン 継続
日校生・大学生・
一般

1 回 献血会場
学生が夏休みに入るため、献血の啓蒙等を行うとともに献血者
L確保する。

脇力者  100名
' レ`ンタイン献血キャ

継続
高校生・大学生
一般 1回 献血会場

学生ボランティアとけんけつちゃん着ぐるみによる献血の呼びカ
ナを行い、幅広い年齢層に献血の必要性を訴える。

患力者  6.000名 多動採血限定400ml
ま血キャンペーン 継続

高校生・大学生・
一般

6月～12月 1 回 献血会場

100ml献血希望者にカードを配布し、次回の400ml献血の誘導
を行い、次回にカードを提示いただき、かつ献血実施者に記念
騒を配布する。

総力者  1∞ 名
またちの献血キャン
―ヾンい夕城大学 継続 大学生 l回 学 校 新たに成人を迎える「はたちJの学生を中心に献血者を募る。

轟力者  6∞ 名
フリスマス献血キャン

継続
高校生。大学生・
一般 1 回 献血会場、献血ルーム 県内の学生ポランティアが主になり、オリジナルのイベントを企

画し、接遣等を行う。

秘力者  1.∞ 0名 支城県はたちの献血
Fヤンペーン 継続 太学生・一般 1月～2月 1 回 献血会場、献血ルーム 茨城県と共催で全国的に行われている「はたちの献血キャンペーンJ!

あわせ、成人を迎えるrはたちJの若者を中心に献血を呼びかける。

蘊力者  1.000名 高校献血キャン
継 続 高校生 11月～3月 1 回 高等学校、献血ルーム 茨城県と共催で実施し、高校生への献lalの普及啓発を行い、献

血実施後の高校生に献血に関するアンケートを実施する。

「日の献血者増
月平均10名日標

誕生日献血キャン
継続

高校生 大学生・
一般

通年 1回 水戸献血ルーム
半年間以上来所のない献血者に協力依頼する。(誕生日2ヶ月
前にカードを発送し、誕生月に協力をお願いし粗品を進皇する。

平日の献血者増
月平均20名目標

F日限定キヤンペー
継続

高校生・大学生
一般

12月～3月の平日 1 回 水戸献血ルーム
血液の不足する12月～3月、平日限定にて先着20名にドーナツ
専を進皇する。

'日1日 40名 F日(火・金)お楽し
い抽選会 継続

高校生。大学生・
―般

9月～11月 1 回 水戸献血ルーム 平日特に献血者の少ない(火・金)の献血者の確保。

艦力者 200名 献血者紹介キヤン
継 続

高校生・大学生
一般

4月 ～6月 1 回 つくば献血ルーム
つくば献血ルームヘの初めての方及び献血初めての方を紹介
した方、された方双方に記念品をプレゼントする。

配力者  500名
ЮOml成 分献血
t進キャンペーン 継続

高校生 大学生
一般

5 月、6 月、1 1 月～1 2 月、1
月、 5回 日立献血ルーム

年間を通して過不足なく確保するため、企業・団体からの応援
キヤンペーン等既存のキャンペーン期間を避けて実施する.

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

×具体的に計画している験 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

,加者 100名 サツカー教室 継続 小学生 ・一般 1 回 サッカーグランド プロのサッカー選手を招き、サッカー教室を行う中、献血の必要
生等を含め普及、啓発を図る。

認力者  150名 サッカーファンの集し 継続 小学生・一般 1 回 献血ルーム ナッカー選手によるファン感謝デーを開催し、合わせて献血者を
摩る。

膀カロ者  450名 体験学習
'継

続 小学生。一般 1 回 学校

: 宇`校において、フースを設置し、ビデオ等を利用し献血に関
「るセミナーを実施し、献血への理解を深める。併せて献血を

一
一

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

Ю事業所(又は団体) lJl規献血事業所の
場拓 継続

析規の事業所及び
ヨ体

邑去に献血実施し、
見在休眠している|
に所

通年 各事業所等 彗市町村・団体等を介し、新規事業所の紹介及び開拓。

0事業所(又は団体) 本眠献血事業の
開拓 継続 通 年 各事業所等 木眠事業所の開拓。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

志諾率  20% 厭血案内の発送 継続

口回又は前々回に
協力があった献血
彗

通年 随時
n回又は前々回に協力いただいた献血者に対し、献血日・場所等を記載したハガキ
曇1週間前に発送する。

目標  lo事 業所(又は団体) 事業所・団体等の年
間協力回数の増

継続
手間協力1回・2回
D事業所及び団体

通年 随 時 手間協力1回・2回に実施事業所 団体に対し、複数回献血を依頼する。

新規会員 2000名 凛数回献血クラブの
2営 継続

夏数回献血クラブ
姜員 通年 随時 |ラシ、サイト接続ユニットを使用し、登録会等を催し、新規会員を募集する。

協力者  41.000名 瞭血ポイントキヤン
継続

覇校生・大学生・
‐1殴 通年 1 回 「Fぐ許日立の各献血1習潔撃蹟謙プ朔輩発庵島都T晨写:F脇鯰簡ぎを

000名目標
フラブ情報誌等の
乍成と配布

継続
夏数回献血者等と
'ラブ会員

1 回 は液事業の現状等を会員向けに印刷配布する。



0そ の他

企業等| る献血の

平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

栃木県赤十字血液セジター

一
い

平成24年度の数値目標 事業名

具体的

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実
施月夕記裁すること

回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血者数前年度比500名増 'ウン誌の発行 新規 売者
4月・0月・8月・10月・12月

2月
6回

隔月発行されるタウン誌(合計1500000冊 )に広告・広報記事を掲載し、イベント(キャンペ

ン)等の告知など広報活動を強化し、献血者確保につなげる。

参加者  40名 健康増進事業 継続
夏数回献血者等と
'ラブ会員

12月～2月 3回 献血ルームにおいて、施術講師を招き、指圧等を行い献血者の健康増進を図る。

次回転血の予約を推進する。
予約者:日標を2.500名 次回予約推進 継続

訳血ルームにおけ
5
状血実施者

通 年
各献血ルームにおいて、献血者全員にr予約のお願い」のテラシを配布.又は予約推進ポス

ターを所内に掲示し、献血終了後予約をお願いする。

電話及びハガキによる依頼を実施
する。
応諾者2000名を確保する。

電話 ハガキ依頼 継続

強血ルームにおけ

S
贅血実施者

通年
各献血ルームにおいて、6ヶ月以上献血していない献血者にハガキ 電話依頼を実施する。
100名以上を目安に毎月実施する。

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している募 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

2 0 0人 以 上 ナー事業 継 続 10～20代の若者 通 年 1 0回 各大学・短大

6,000人以上
交等献血 継 続

20代を中心とした
通 年 50回 各大学・短大・専門学校

字生課などを通して学校の承話を得て構内に採血車を乗り入ネ
希望者を対象に実施している。学生献血用記念品を用意するも

献皿有の年齢層に応じた献 推

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
楽 施 時 期

※具体的に計画しているま 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

3 2 0人以 上 らい事業 継 続 (保護者含む)の
若年者

通 年 1 0回 フ`レモール(ショッピング
ヒンター)

税す,7j●生"Aに υ諄百こ施訳見子、藤皿フイスなとを研
せて実施

7 . 0 0 0人以上 高校献血実施 継 続 高校生 通 年 80回 各高等学校等
力を得ている。平自授業時間を14いて献血を実施してt るヽ。ほぼ学校●事の一

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実 施 時 期

※具体的に計画している実
柿 日夕iP前するこ″

回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

20社 新規団体開拓 継 続 新規事業所・団体 通年 20回 以上 各事業所等 ' た`ちJバンフレットやDVD等 資料を用い献血協力要請する。

20社 体眠団体再開拓 継 続
邑去実施事業所・

]体 通年 20回 以上 各事業所等
不眠団体へ再反瓢n瞑 施の要EIをする。1彙のかたち」バンフ
ァットやOVD等 資料を用い献血協力要請する。

50社 状血サポーター募ョ 継続
手間複数回実施
算業所・団体

通 年 50回 以上 各事業所等
賦血日程等打ち合わせや依頼時にPRする



4複 数回献血協力者の確保対策

●
「

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している事
施月を記載すること

回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

1 , 0 0 0名 以上 D運 営 継 続 ンラブ会員 通 年 随 時
F複 数回献mク ラフ会員に対し、横極的に新規会員を募果する
Fラシ等広報媒体を活用し、積極的に新規会員を募集する

協力者数
1.200名 以上

歓血者へ再来要請

継 続
' 開`いている献血
ξ

通年 12回

へ茅「覇戸覇壽編  ~~T~~~~~~~~~~
市回採血から期間が開いている献血者に対して、複数回の協力を要請する

ニベ25,000名 以上
成 分献 皿 ポ イント

キヤンペーン 継続
腕血協力者 通 年 随 時

師 阪 匡可ら碩研蓼頭=T石 西他広報  ~~~~~~~~
ドイントカードを作成し、固定施設においての成分献血協力者にポイント付与。

1 0 0名 以上 継続 通年 12回
夏数回献血者を対象に講師を招き、献血者の健康を促進する

記市 人 数

1,0 0 0名 以 上 推進 継 続 通年 随時
F複 数回献mク ラフ会員に対し、募集用広報物の作成

『規会員推進のための広報物を作成する

1 0 0名 以上 継続
ンラフ会員

通年 随時
優数回献血者を対象に講師を招き、献血者の健康相談等を実施

5そ の他

平成24年度の数値 目標 事業名
新規・継続 対象者

案服時期
※具体的に計画している, 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

記C崚 数回献血者確保対策
含む

まがき・メールによ
る献血依頼 継続

:00ml献血可能
と 通 年 10回

ζ献血会場での400ml献 血実施要請。
100ml献 血のみ受け入れ会場の設定。

血400ml献 血比率909/・以 400ml献 血lE進
キャンペーン 継続

100mi献血可能
昔 通年 10回

100rnI献皿のみ受け入れ街頭献血会場の設定。
寺典として献血者にオリジナル記念品を進呈。

自等学校献血時の400ml献
血率今年度比3%増 ける400ml献 血推 継続

100ml献血可能
旨 通 年 80回

ア薇及ひru当叡詢へ字板献lll願頼時などに、株皿基準改正に伴,400ml献 llll推
自。400ml献 血者にカロリーメイト2個進皇。

キャンペーン期FB5(月間)の献
血者500人 増

プロスポーツ団体覇 継続 賦血可能者 8月 ・11月 ・2月 3回

選手を超用したイベント開催、ポスター・ちらし制作。
/AN式試含会場での献血推進PR。

キャンペーン期間中献血者に記念品用オリジナルグッズ制作。

フン石lA取l●よ0駆 l ll期残つ
けを図る。アンケート15%か ら
20%増 駄血のラジオ広報 継 続 早民全般 通年 600回

県内AM、 FMラ ジオ放送局と献血場所周知放送契約。
基本的に平日1回午前中に放送。
また、各キャンペーン時に学生ポランティアなど出演し周知放送する。

断聞・雑誌による献血動機づlj

を図る。アンケート3%か ら1
)%増

新聞・雑誌による
広報掲載

継 続 黒民全般 通年 60回

晰 利 呵 靱 万 榔 ′、も～ 0や ,ヽ .ノン 蓄 ′へ の 駆 IL云 物 周 知 。

ζ献血キャンペーン等広告掲載。

―会場当たり1 2 0単 位以上
パンチ風船による
広報 継続 卜学生以下子供 通 年 1 0 回 大型ショッピングモールなどでの街頭献血呼び込み時に子供に配布することで店内α

他のお客への献血実施中を周知する。

平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

群馬県 赤十字血液センター

一
∞

若 年 策

平成24年度の数値 日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実地時期

※具体的に計画しているま 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

6 0名以上の参加 ひのきじん献血セミ 継 続 若年層会員 8月 1 回

1回

天理教群馬教務支庁 F顆吻 燃 鯰 瀧 難
オとして本社作成のDVDやパワーポイントを使用

500以上の参加 献血感謝デー
継続 若年層から高齢者まく 11月 大型商業施設 蠅覇壼臨彙観鋼酵im

の説明や、複数回メールクラブ会員の登録会、健康相談コー

ナー、若年層向けのアトラクシヨン等を実施する。

2 0 0名以上参加 献血説明会 継 続 若年層 通 年 複数回
高等学校,大学専門学校等

(約10校程度)

曇碁暦言醜 謬夕 3際 留 当晟畠乳縫 監擁 憲留1輩 鷺モ覇
明会や、学園祭で献血ブースを設けて学生及び来場者に対し
説明会を実施し献血思想普及と献血参加を図る。映像素材とし
て本社作成のDVDや パワーポイントを使用

300名以上の参加 献血セミナー
継 続 若年層 2月 1 回 公的施設

セミナーを開催し、献血への理解を深めてもらう。映像素材とし
て本社作成のDVD上 映や着ぐるみ(けんけつちゃん)参加で献
血を身近に感じてもらう。



一
〇

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的に計画している扶 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

1 0 0名以上の参加 継 続 4月 1 回 県立ぐんまの森

移動献皿家場で、言少年同けのイベントを実施し、献m思
想普及と保護者への献血参加を呼び掛ける。報道機関ヘ

員への参加呼び掛けの情報提供を図る。
(23年4月 同イベントの実績 献血受付83名)

3 0 0名以上の参加 継 続 3回 県立群馬こどもの国

移動献皿云場で、言少年同けのイベントを実施し、献皿思
想普及と保護者への献血参加を呼び掛ける。報道機関ヘ

員への参加呼び掛けの情報提供を図る。
(23年5月 同イベントの実績 献血受付283名)

6 0名の参加 夏休み親子献血教室 継 続 小学生と保護者 7月or8月 3回 血液センター

皿放セン,一 の馳設見字や献lll畷似杯願をしてもらい、雨
血を身近に感じてもらう。そして献血の必要性を親子で理

解してもらい、子供が献血可能年齢になつた時に献血参
加の動機づけを図る。説明用資材として本社作成のDVD

やパワーポイントを使用。
23年8月の同イベント60名参加)

3 0 0 0名以上の参加
サッカー」2
ザスパ草津献血応
暖イベント

継続 若年層と保護者 10月orll月 1 回

血啓発ポスター作成配布。試合会場への献血バスの配車
や、当日入場者全員へ配布のプログラム内に献血啓発内
容の掲載や、選手によるホ

・
ケットティッシュ配布等の献血啓発

活動の実施。献血ルームでの事前告知イベントを開催し、
献血処遇品としてコラボのオリジナルグッズを贈呈。
23年11月の同チーム公式戦試合会場での献血受付者数66

2 , 0 0 0名以上の参カロ
ラク

・
ヒ
・―トッフ

・
リーク

・

ワイルト
・
ナイツ献血応翻

イベント
継 続

県民及びラク
・
ヒ
・―

フアンの若年層
夏期及び冬期 1 回 献血会場(献血バス/献血ルーム

地元冥薬団ラクヒーチーム|ハナソニックワイルトナイツJと連携、献血
献血啓発ホ

・
スターの作成や、献血ルーム及び移動採血会場

での来場者に対し献血啓発活動を実施。
24年1月の同チーム公式戦試合会場での献血受付者数87

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継綺 対象者
実施時期

※具体的に計画している家
施月を言己盤すること

回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

2 0社(団体)目標
献血団体及び協力
団体の新規献血確
保策(休眠を含む)

継続 未実施の企業及び団体 通 年 随時 各団体会場等

昴規推進団体及び事業所等の開拓を行う。(体眠団体や
事業所等への再度協力依頼を含む)
な報資材:本社作成の愛のかたち献血・年報(あゆみ)・献
肛実施チラシ/ポスター等、また 説明会には本社作成
〉VD等 の活用)

4複 数回献血協力者の確保対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規 ・継続 対象者 ×具体的に計画している実
施月を記載すること

回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

応諾者数(実協力者数)
16.OC10名以上
(目標応諾率7%以 上)

複数回献血協力者
確保対策

継 続

"口 麒llllから~

この期間経過し
駄血協力無しの
片

通 年 約60回

)Mハ カキにより、年間を通し安定した血液確保が困難な街頭献血会場を中心に、1
コに約500通のハガキを発送し複数回の献血協力を図る。

応諾者数(実協力者数)
12.000名以上

(目標応諾率28%以 上)

複数回献血協力者
確保対策 継続

で、前回献血から
一定の期間経過
し献血協力無しの

通年 約48回

員数回メールクラブ会員に対し、年間を通t′
易を中心に、1回に約1,000通の電子メールを発信し複数回の献血協力を図る。

ｕ
Ｏ

平成24年度の数値 目標 事業名
新規・継統 対象者

英 馳 時期
K具 体的に計画している,

施月を記戯すること
回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

移動採血車による、街頭
400mL献血限定会場 6.500人
確保

継 続 ,数回献血者 通年 約 100回
跨躍緻 瑞挿畠駄1朧鶴`ζ磁猫枷鼈 魚を超
し、赤血球の安定確保と400mL率の向上を図る。     `
(平成23年度4月～12月 400mL献血 75会場 5.500名参加)

複数回献血者280名以上の参加
(応募者 :500名以上)

状血感謝の集い 継 続 菫数回献血者 1回

固定施設での複数回献面者を対象に、講演会と映画鑑賞会を実施し、血液事業天あ
更なる理解と継続した献血協力を募る。

ドイント達成者 年間6.500名 ドイントキャンペーン 継 続 阪数回献血者 通 年 常時
イント達成で粗品を贈呈し、継続した献血参加を促す。(特に400mLと血小板献血の
推進を図る)

月間中の400m献 血
参加者5,0011名

ЮOmL強 化月間 継続 複数回献血者 夏季・冬期・の血液不足月 4回

回疋施設で、特に40umL駆皿の確保か困難な月を限定し、複数回4C100mL献血者を
対象に参加カードを波し、限定月での4000mL献血者に粗品を7・レセ

・
ントし、赤血球確偶

に努める。

L小 板成分 予約献血者数
1200名確保

DC献 血予約制 継続 複数回献血者 通 年 常 時

十日の十印,甲で●l皿4取 成分は皿有を計回円にIL保す0た め、電話及ひ次回献血
予約で複数回の血小板成分献血者の献血予約を募り、粗品(焼き立てバン)をプレゼ
ントし日々安定した血小板成分献血者確保を図る。

新規及び10代 20代の献血率
を全体の30%確 保

駅血啓発活動 継続 一般市民 7月 1月 2回
F月碍秀'』眠瀾y飛じ峰違君tt眼書負13縦I践緞翻雹議孟募1確馳
卦ける。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

埼玉県赤十字血液センター

い
い

1 若 年層献血者確保対策

平成24年 度の数値 目標 事業名

具体 的な対策 ・事 案 内容

新規 ・継続 対象者 ×具体的にIt画している 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

参加者3.500人を目裸として
献血出前講腱 実施

若年層献血セミ
ナー 継統

1 、ヽ中、高校、専
門学校生等

年間 未定 実施学校訪F.R
当センター顧間が相手先を訪問し、血液の知識から

献血の重要性まで請演を行う。

参加者500人を見込んだク:
スマス献血イベントを実施

クリスマス献血

キャンペーン 継続 若年層 12月23日 各献血ルームとイベント

実施会場

キャンペーン内容を周知するため県内全域に届くFM

放送の活用と学生献血推進連盟との連携を強化し若

謡9緋燿野X堂娩三け 、
どを開催

17歳 の400mL献 血を推進
し、年間高校生献血14.20C

人を目標に高校生献血を啓
発する

1'歳の400m喩

血推進
継続 高校生 4月～10月 高等学校

賦血未実施校について、県・市町村・血液センター3

者による高校訪間を実施し、校内献血及び献血ルー

ムにおける献血啓発を行う。

訴高校1年生の献血啓発(鬱
旧者200人を目標とした献血
レーム見学会を実施)

新高校1年生献■
ルーム見学会

継続 高校1年生 4月～6月 期間中毎日 各献血ルーム
公ヽ立高校の1年生全員分の献血ルーム見学会カー

=の配布とポスタ‐の掲示依頼。

,加者700人を目楳とした卒
姜献血キャンペーンを実施

卒業献血キャン
継 続 高校0年生 2月 ～4月 llE時 各献血 ルーム

公立高校及び私立高校の3年生全員にチラシの配布
ヒボスターの掲示依頼。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年 度の数値 目標 事業名

具体 的な対策 ・事 栗内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画してい′ 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

60歳 以上の献血者
18.000人 確保する

高年齢層の献血
者確保

継続 60歳 ～64歳
8 月～9 月
1 月～2 月

献血ルーム
0歳 から04歳までに献血歴の無い方に、献血依頼及

メ69歳まで献血を継続いただけることを葉書(年賀

大、暑中見舞)にて周知を図る。

子供の参カロ1.500人を目標と
して献血キャンペーンを実施

親子ら、れあい献
血キャンペーン 継続

幼稚園児・4 学ヽ
生とその父母

未定
各献血ルームとイベント

実施会場

早ャンペーン内容を周知するため県内全域に届くFM

女送の活用と各市町村FA報誌へ掲載。子供に人気

D記念品の検討。

3企 業等における献血の推進対策
※ 工 峙 , 4 生 産 t r ^ い で l ■ 園 虐 ,

平成24年度の数値 目標 事業名
新規 ・継続 対象者 ×具体的に計画していZ 回数 予定場所 内容(具体的かつ群細に記載すること)

斬規献血団体30団体を確保
する

演血協賛企業活
助推進事業

継統 団体・企業 年間を通して
臓血未実施企業及び団体に対して県・市町村・血液
センターの3者により新規開拓を行う。また、献血協調

企業からの新規協力団体を紹介いただくo

複 数 回駄血協 力者 の 躍保 対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体 的な対策 ・事案 内容

新規 ・継続 対象者 ※具体的にlt画していを 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

7月から9月 3300人
1月から3月 3200人
く通常の2割増の会良確保)

1-ル クラブ新規
螢員募集キャン 新規

携帯メールクラ
ブ未加入献血者

7月 から9月

1 月から3 月
2回

瞼化期間に登録していただいた献血者には特典(粗品等)を設け集中的に会
ミを確保する。

獣血協賛企業の96団 体の
登録を目標とする

状血協賢企業活
脳推進事業

継続 団体・企業 年FBnを通して 璧勢農峡僻 if斯               層現
提供(血液事

い
い

0そ の他

平成24年度の数値 目標 事業名
新規 ・継続 対象者 K具 体的に3t画していそ 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

イベント惨加人数の内、AEO、
じ肺蘇生法の参加人数を1∞
人とする

ホ十宇ふれあい広
島

継続 一般 1回 動への参加を促す。

10代20代の新規献血者の増加 脅和 レッス献Il協

bポスター作成 撻続 若年層 1回
鷹和レッズの協力をいただき、献血推進通年用ボスターを作成し、県内の全高校、大

学を中心に約10∞か所に掲示する。

10代20代の新規献血者の増'
を図る ¨̈̈̈

継 続 若年層 1回

崎玉西●tライオンズの協力をいただき、通年用ポスターの作成と西武ドーム 献血
ルーム 血液センターホームページで放映する献血協力用ビデオの作成。ポスター

は、各市町村をはじめ、高校 大学等約10∞か所に掲示する。

高校生を含む学生の献血者数
を平成22年度実績の0419o人
から、約3%ア ップの37,∞0人を
目標とする。

奇玉県若年層献血

彗発キャンペーン 継続
高校生を含む学

生
島弄曾F傍労麟 躙 糠 ま嚇 ま馴 鋤農富濫 膿 副 :

献血者確保針画に基づくキャ
ンペーン期間中及びイベント実
施日において約10%アップの
献血者確保を目標に県内全域
1■局知を行い、イベント集客数
の増強と献血者の確保を行う。

=M NACK6に よ
5献血PR放送

経続 若年層 キャンペーン期間中
也FMttNACK5に 於いてキャンペーンの周知CMや 血液不足時の献血案内スポット

吹送を行う。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

千葉県赤十字血液センター

い
ω

1 若年層献血者確保対策

2献 血者の年齢層に応した献血

3企 業等における献血の

その他

い
一

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実
柿 月′11■する=″

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

10代の新規献血者5%増 員 若年者層献血セミナ 継続 高校生 9～ 1月 県内高等学校他
スライドを使用した血液 献血についての議義と映像(DVO)に
よる献血や赤十字の活動紹介

県内応募校を10%増 やす
献血啓発ポスター

募集事業 継統 中・高等学校 5～ 10月鞣 集～発表) 県下全域対象
高笙を対象として献lll啓発ボスターを募る。

10代の新規献血者5%増 員 広報紙作成 継続 高校生・大学生他 通年 (定期に年4回発行) 果下全域対象

策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10人以上の参加 小学生献血学習会 継続
小学生とその保護者

および家族 7～ 8月 未定 、ヽ献血への理解を深める。

,校以上の参加 血液センター体験 継続 主に中学生 フ～ 12月
血液センター

献血ルーム メかけやドナーの授遇を体験していただき血液=葉 への理解を深め

:箇所以上の実施 新規
未就学児
小学生 未 定 未定 くを配付して、献血啓発をはかる。

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している妻 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

菫時献血要請可能な企業の確保10
颯時献血要請企業 事業所員 大学生尋

血液不足時のle班等の臨時献血実施可能な事業所 大学の確保をす
6.

:犠論矯賂翻揺籠早折規協力団体の確保 継 続 新規協力団体 人 友人 献血推進団体に協力を得て、新規団体を紹介いただく

既晋讃星器 :年
1回の実施団

新規 下半期
平成24年度は大口確保のモーターショー献血(22稼働分,がないた
い、それに伴う血液量を大口企業の新規と増回をする。また各市町村
と調整し、産業祭等で確保する。その稔働増を22稼働と考えている。

賦血サポータ「協賛企業10団体 祓血啓発ボスター製件 継 続 献血協賛企業 9月頃～掲出 “力の促進を図るとともに、献血協賛企業を紹介することで、各協力国
本の献血協賛への,加 を促す。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値 日標 事業名

具体的な対策 .事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している, 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

喪数回献血者を35%ま で増力「
ざせる。

複数回協力者確保
事業

継 続 年1回の献血者 4月～3月

1 年1回の献血者に対し、要請ハガキやメールにより、複数回の献血を依頼する。また、既に
複数回ご協力いただいている献血者にも、定期的なご協力を依頼する。

2献 血ルームに89/置したサイトスタンパーを増設し、また、移動採血会場でも導入し、複数回
献血クラブ会員を募る。 新規登録キヤンペーンとして、献血会場で仮登録していただいた方
に組品進呈。

平成24年度の数値 目標 事業名
新規・継続 対象者 ※具体的に計画している,

施月を記載すること
回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

彗期 年末年始=年度末の献血者を
,%leゃす

彗期 年末年始 年度末
准保

継 統 期間内実施協力者 1 2 月～3月 に'品を用意し、期間内の実施協力団体に0前PRを行い 前年同時期の献血著を5%増加させる.

事期における献血者数を3%増 やす 継続 県内在住者 1 1月～4月 24回

株)ベイエラ=扇″尋顧こ再圧田曜日1'■環-50110番 組猥 供し血液0ダ ¬5死秀万下=目II
=回40秒の生OMを放送する(CM観77は毎週菫新し、現状に即した蔵血情報や血型月,の呼びかけを実
に)

冬期における献血者数を3%増 やす 献血呼びかけCM 継 続 1 2月～4月
1日/2回

期間中
1型別の呼びかけは、12パターンを用意し、血液在庫状況により毎週変更)

冬期における献血者数を3%増 やす
地元テレビ局による
献血CM放 送 継 続 県内在住者 12月頃～3ヶ月程度 150フヽ 〈素材は、本社製作によるもの、または、千葉センタ=独 自制作のCMを 使用)



平成24年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための対策

東京都赤十字血液センター

い
い

若 確保対策

平成24年 度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象煮
実施時期

X具 体的l_tt画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ群細に記載すること)

短大・大学生約700人対象に複数回依頼 若年層確保対策 継 続 短大 大学生 明治神宮

日ヽ本ラクロス協会協力のもと、加盟大学の参加者及び協
わ者(関東プロック対象者約3.000人)、新規400ml献血者を
賓保し複数回へ繋げる。参加者全員にバンフレット資料の
已布と説明を行う。

高校・大学 専Pl学校献血の新規・増回00班 | 若年層確保対策 継 続 高校 短大 大学生 4～ 7月 常 時 学校敷地内
験血への理解を深めてもらうため、中断団体への訪間を含
0献血セミナーを開催し、献血を10校程度実施。新規
Юomi献血者を確保じ複数回へ繋げる。

学域を中心とした、献血推進
(献血セミナーの実施:20会場)

若年層確保対策 継 統 :0代～20代 通 年 常 時 献血会場他
賦血への理解を深めてもらうため、既存や中断 未実施の

学校などへ訪問し、献血セミナーなどを20会場実施。

献血者の年齢層に応した献

平成24年度の数値 目裸 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に8t画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

F官て中の方々が協力してもらえるような環壌
奎備(お子様保育など年間利用140名:

年齢層に応した献
血者確保対策 継 続 通 年 献血ルーム

獣血者への「おもてなし」を考え、献血ルームの多目的ス
ペースにて、子育て中の方でも献血じやすい環境整備を継
籠じ行う。

啓発活動の一環として小学生や家族を対象に
センター見学を実施しながら、献血について学
んでもらう(4 学ヽ生000名以上の参加)

なるほど献血ゼミ
ナール 継 続 小学生 7月 ～8月 血液センター

応募により小学生の親子に対してンター見学を実施し、親
子で楽しめるクイズ等を実施しながら血液の大切さを学ん

でもらう

る継血の推進対策

平成24年度の数値 日標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象著 ×具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規・掘起しを60簡所 協力団体増加対策 継 続 企業及び団体 通年 常 時 各企業・事業所等
眈存団体からの紹介や、特にCSR活 動を推進している企
婁代表メールヘの献血協力依頼や、バンフレットなどを活
■した訪間(依頼)により確保する。

増回実施50箇所 協力団体増加対策 継 続 企業及び団体 通 年 常 時 各企業・事業所等
曽回の提案時に、献血の現状や需要状況などの資料を用
, てヽ説明を行うとともに、映像素材も活用し協力の理解を

い
０

平成24年度の数値目楊 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ×具体的にll回している実 回数 内容(具体的かつ鮮細に記載すること)

`OOmLm血 者の8%を 携帯メールクラフに力0
入推進する。

複数回献血者確保
事業(携帯メールク
ラブ推進)

継続 400mL献 血者 通 年 常 時
サイト誘導装置及び募集用チラシ等を活用し複数回献血を推進し、必要時の依頼献血
を継続していく。

)型献血者総数の15%を 携帯メールクラブに
口入推進する。

壼数回献血者確保
,業 (携帯メールク
ラブ推進)

新規 0型 献血者 通年 常 時
ウイト誘導装置及び募集用チラシ等を活用し複数回献血を推進し、必要時の依頼献血
,継続していく。

Bヽ型 献血者総数の15%を 携帯メールクラブ
こ加入推進する。

篠致回献血者確保
事業(携帯メールク

ラブ推進)
継続 AB型 献血者 通年

ナイト誘導装置及び募集用チラシ等を活用し複数回献血を推進し、必要時の依頼献血
ヒ経続していく。

■数回献血クラプの新規登録者
|万名確保を目標とする

訴規登録キャン
継 続

員数回献血クラフ
民加入の献血者

通年 常時

平成22年度における東京都内の複数回献血クラブ会長の複数回献血の割合は59
3%であつた。このため、継続して会員数増力田こ重点を置いた対策を推進していくことと
チる。

献血者一人当たりの年間平均献血回数2回鯰
上を目楳とする

腹数回献血クラブオ
イント制 継 続

夏数回献血クラブ

筆録者
通 年 常 時 I挙躙器績制論孟筋雲5潔詔魏樫笛z錨聟殿瑾隅憎

上げを図ることとしたい。

衣頼に対する応灘奉2"以 上を日標とする
ふ血依頼Eメール配

継続
彙数回市大血クラリ
議録者

毎月
瓢 種類別・血液型別に、会員に対して献血依頼Eメールを配信する。メール配信者数
り増加を図つていくことにより、安全な血液の安定的確保に資することを目的とする。

衣頼に対する応諾挙10%以上を目裸とする
贅血ルーム案内は
き`(ダイレクトメー

●)の発送
継続

ける一定期間未献
血者は 数回献血
クラブ会員以外)

毎 月
メール送信対象外の献血者に対してダイレクトメールを送付することで、複数回献血
こ繁1ザていくこととする。

衣頼に対する応諾率30%以上を目機とする
多動採血会場案内
まがき(ダイレクト
:―ル)の発送

継続
口回 同献血会場
こ来所した献血者

随 時 寺に、地域・街頭等の移動採血場所を中心に、定期的な献血への協力を依頼する。

5そ の他

平成24年度の数値目幕 事業名
新規 ・継続 対象者 ×具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血ルームの環境整備
(VVR発 生率8%以 下など) 環境整備 継 続 全年齢対象 通 年 常 時

に足感・満足感のある環境や、清潔感・安心感のある空間作りを推進するため,こ、献
はルームを中心に見直しを図る。

に分rA血の35%以上を事前予約により確保す
成分献血予約 継 続

成分献血可能者
(1寺に、血小板成分
献血可能者)

通 年
寺に.複数回献血クラブの予約機能による予約受付を強イじすることで、安定的な予約

賦血者確保に繋げる。

1)平成23年度履修者数23名以上を目標とす
5。
12)展示イベントの来訪者500名以上

産学共同事業 継続 全年齢対象 通 年

血液手薬ならびに祗血の意棗について「Aく社会に督発するデザイン・アートを考え0こ
とをテーマとして美術大学において産学共同授業を実施。授業は平成24年度上半期
にて実施、血液センター職員も定期的に授業へ参画する。授業を通じて学生が制作し
た作品は、イベント等において展示するとともに、有用なアイデア 作品については平成
24年度中に試行的に実施する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

い
『

賦血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

対象者 ヽる

と

¨̈̈
回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

県内で年間6校程度の実施をE
指す 男子生徒を対■にr操血基準の変更腱周知し『献工の■■性Jを

暑器
"μ旧サ~ク“ヽ来場

県民および各テーム

源11び履血書最,おj赫 :′
「る.テームの協力を得.選手サイン入り献血t,品 を配布するほか

鰤 番Hiρ

lil:1艦鰹端3朧
′ベント当日の来場薔 12 o  o o o人への

:実な部轟 7足:&裂殺γ

躙 り合おまI曇当歯潔静拿岳

l:fき∬軋 鋼

秘卿
一̈

酬 オ′Vi燎同社が,●するフリーペーバ=君用した

=応した献血

平成24年度の数値自標 事業名

彙体 ||な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的にtt画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ1手細に記織すること)

平成24年度の数値目機 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的にlt口しているコ 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

if,Bt (Et)til5otl_ :軟,まるII域で日―ビル内および月2●企業に協力を呼びかけ

朧 臨 認珊 蝋
新

|〈||に新規企業,

濃
推進団体の会合への出席20団ll

ミスト協会等

還踏翻盤瀧護!静

平成24年度の数lE目標 事業名
新規 継続 ※具体的に計画している, 回 数 内容(具体的かつ詳細に8e載すること)

nHt@40%t*ltLrne

卵蓋魅野
嗽

誦翻島:プ濱思議習『ご
わせ 新'量彙=“・mわ に対uまが割こ

|る献血償菫を実施しtn的

0鰤 人の依輌に対し■F・lF諧予定



平成24年度の数値目IF 事業名
新規 継続 対象者 栞輌̈

回数 内容(具体的かつ詳細に配載すること'

i秀鑑鼎暑2[1酬崎雛靭際 朧 締鑓翻計
摯施

汚蹴 層を1ま181憎 僑」銀:鼻男季
対策としては血奎ntへ のは血妻額を実施.Ifルデ

い
０

平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

新潟県赤十字血液センター

い
Ｏ

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目模 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ鮮細に記載すること)

若年層〈10～20蔵わ 献血者構成
比を3096以上にする。 若年層献血セミナー

継続
臨校生。大学生 専
喝学校生 通年 8回

野大学・専門学校・高等学
交

同 上
社ヽキャンペーンと

室動したイベント等 継続
析潟県民(特に若
軍層がターケット)

7月 .1月 2回
に害の見込めるショッピング
2ンターもしくはイベント会場 輔

|―及び来場者,加 型で実施する。

向上 献血バス配車 継 続
大学生・専門学校
奎 高校生 通年 68回 大学・専門学校・高等学校

等 蠍驚  颯
同 上 賦血推進活動(主に疇

メかけ)への多加 継続
学ヽ生・専門学校

L・高校生 通 年 8回 イベント会場.学校、街頭 磐拿8雛講協1樫)計
喬ヽ謀魏温蹴錆ξ∬

同 上 准誌等を活用した
な報 継 続

大学生 専門学校
生 高校生・20代 通年 6回 新潟県内全域

;讐顧ξ壽盤鍋結8,3)露監:癬 よF罰
~

h[1普警l予31現島留騒観偽なな身=E畿喜|:子
の内容

推進対策

平成24年度の数値目標 事業名
具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的にtt回している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

年間合計で250名の参加 青少年等献血ら、れ
あい事業 継続

中学生 高校生
大学生 4回 母体 献血ルーム ィベン

ト会場
籠饉翌顎憔孫i縣俸li轟批
lち「

=にコミュニケーションをとりながら献血について理解して
テレビ ラジオを活
用した広報 継 続 50歳 以上の県民 通年 52回 新潟県全域 彙曇講馨Fお粗疑稲霧乳軋



3企 業等における献血あ推進対策
十灰24年度においてに

平成24年度の数値 目標 事業名
新規 継続 対象書 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血協力企業 団体5社. 効率的採血の確保 継続 通 年 各事業所
テ政の献血担当部者と連携し、一定数(20名以上,の協力
''見込めそうな事業所等に献血受入の依頼をする。

新規5社 献血協賛企業活動
推進事業

継 続
1月から2月までの間に

5回 各事業所 5。推進協力団体等は必要に応じて書面で依頼をlTう。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

若①

い
０

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献典者の割合35% 複数回献血者確保
対策

継 続 年1回の献血者 通 年

星数回献Illクラフ会員の締密なテータ管理による効果的な情報発信、一般献l ll育ヘ

DハガキによるDM発 送により、長期間、献血から意識が離れることを防ぐ。可能な腱リ
「1回以上は何らかの情報を到達させる。

複数回献血クラブ10.Ooo人
(現在綺7000人)

瞑数回献血者確保
継 続 未登録者 通 年

軍F95で3000人の新規登録者を獲得する。献血受入会場での献血者への登録推進及
メDM発 送による登録推進。

平成24年度の数値目標 事業名
新規 継続 対象者 ※具体的にll画している実 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

ニユースリリース配信による取材3社以
上 イベント実施後1週間の採血596増

R内「献血者500
5人達成」イベント 新規 全新潟県民

平成25年2月頃(500万人
達成見込み時期)

1 回

県内のいずれかの献血ルームで記念イベントを開lEする。その餘、各メティアの取材
やラジオ中継などでも広く県民に周知できるようにする。
当日は献血者に記念品の提供を行う。

反応

|レビ ラジオを活
日した広報

継 続 全新潟県民 1月～5月 、10月 ～12月 2回

Fレビ ラジオを活
ヨした広報

継続 全新潟県民 7月 、12月 、3月 3回i 蕃 浮「倉躙 蟻
"0万5千人)以上に献lllというワード
三触れる機会を作る。
●人燎は平成22年目|1餌=より

女送月採血数の予定数3%以上増
n及び自給

Fレビ・ラジオを活
目した広報

継続 全新潟県民 7月、12月 .3月 3回 マ稼から■操が目難な丼簿に鳳内民放各らの中で効果的だと思われる8'● 事の■組■において摯血10■む

123年度学生(高校生。大学生 そ
か他学生)の受付数(現在未定)以 トニジを活用した広

長
新規

県内主要 11駅の

利用者

0月、11月、2月(学生の
長期休みの前の月)

3回

撼帯 電子メールサ
r卜による広報

経 続
月刊誌「Кomach」
購読者

通 年 12回

継続 1月、3月 、12月 11回

中 梨 県 赤十字血液センター

螺
〕

馨
「

讐̈ ミナー
す

平成24年度の数値目標 F業 名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している

R施 月を記載すること
回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細にEa載すること)

R下 高校 大学生50 0人 対象には血セミナーの案施 若年者献血セミナー
継 続 高 校 生 及 び大 学 生 5678 11 :2月 12回

血液センター及び
各献血会場

状血に関する説明を「愛のかたち献血Jと「wE CA

:鷲閻 轟湯発幾で築学
Loft: ?ofto€ttr:aDailfr nt3o%r:f 6"
f,&efi&tH
A224E.*{ 2. 4a4].
Hz4SEEtt 2.600,\

高校献血全校実施 経続 高校生
1 2 1 2 月 県内41校 各高等学校

〕来の献血者確保を図るために全高寄学校での献
Lを実施する。本年度から1校減となるが、10月(4
交)11月 (7校)のうち3校 を12月 に移行し17歳 の
強血者″事る.

|22+&**l  2,484 + 4oomtff f i  620

H24+EEfr 2.600, l .S 4oomtad 1,ooo

高校集団献血時に
400mi献血推進 継続 高校生、養護教諭 県内41校 各高等学校

等高等学校の献血渉外時、保健主事及び養饉教諭
=対して400mt献 血の必要性を再度説明し、理解と
腐力を頂くこととする。

入学生献血者数
H22年 度実績 2020人
H24年 度 目標 2200人

大学献血の実施 継 続 大学生
10 11 1月 県下7大 学 各大学

に学構内献血では、各大手の学生献■推進連絡会による
各大学とも学生部主催が多いので部 サークル年の会員
1心に)献血呼び込みと成分献血推進のために献血ルー

のヽ場所の案内と特色が入つた案内テラシを記付する。

122年晨実績 129人
124年末自標 300人

学生献血推進
連絡会主催献血 継 続 大学生 811 12月 3回 ショッピングモーフレ 学生献血推進連絡会による年3回の街頭献血実

ヒ。

ll l 'た献血推進対策

平成24年度の数値目棟 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

く具体的に計画している
ミ施月を記載すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

下小 中 高校生300人 対象にふれあい事業の実施 青少年等献血
ふれあい事業 継 続 4ヽ 中 高校生 781011月 6回

血液センター及び
献血ルーム

薔覺 鰊 慧 [鵬 雛 響 躍 設 島射 凛 按
彗前講座も単発では終わらないようにする。俳旬コンテス
をヽ通じて“ヽ学校にもつながりを持つておく。

盤観豫鶴駅
臥論血率183"

盤観現鶴讃
8人は血率1,3" 各種学校主催献血 継統

各種学校(警察、消防、各専
門学校等)

4 5 6 7 1月 10回 各献血会場
(半日での実施が多い中)従来通り、各学校の旗義
スケジュールヘ献血協力を入れて頂くように依頼す
る。

輻 喜蛉平
124年度青年会議所目様 i O00人

青年会議所
主催献血 継 続 各青年会議所メンバー

フ回 各献血会場

各青年会議所の定期総会で献血委員長及び理事長
からメン′く―へ献血の周知を行い、献血者数のアッ
プと献血知識の啓家を図る。年間7回の継続していく
が、1回新規主催をを増やす努力をする。



い
い

③ 企業等における献血の推進対策

④ 複数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

×具体的に計画している
実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血協力企業 団体を(過去に行つていた団体を省
む)5社増加させる。 新規献血団体 継 続 企業及び団体 4月 ～3月 5社 各事業所等

泉健所。市町村等に紹介を頂き新規事業所の開拓
テう。5社増加で150人の増目標

年1回の献血実施団体を年2回依頼する。
(5団体) 団体の複数回献血 継 続 企業及び団体 4月 ～3月

4 月～3 月

5団 体 各事業所等
,0人以上献血者の10団体に年2回の献血依頼を
「る.5団体が倍増し250人増

企業献血でOM・携帯メールの応諸率を30%にす
る。 企業献血の推進 継 続 企業及び団体 約30■ 各千葉所等

F業所の献血者3.000人へDM・携帯メールによる
武血協力依頼。900人の献血者目標

]森盤蝠
事業所へ献血依頼を行い移 小規模団体の

掘り起し
継続 企業及び団体 4月～3月 24411 各事業所等

卜規模事業所へ直接移動献血車を配車し、一日1台
ば3ヶ所の移動献血を行う。1社当たり10～ 15人献
は者で300人 予定

献血サポーター団体を20団 体増やす
(12月末現在50団 体)

献血サポーター

の増加 継続 企業及び団体 4月 ～3月 208f6 各事業所等
(40団体以上にコンタクトを取り)サポータになった
団体には、献血依頼はもとより献血しない時でも献
血情報等を届ける

)

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

〈具体的に計画している
こ施月を記載すること

回 数 方法 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血協力者を28%ま で増加させる。
複数回献血協力者

確保事葉 継 続 地域 街頭ての献血者 4月 ～3月

DM約 70回

携帯メール

約360回

OM・携帯メールによる
献血協力依頼

12.ll1 0人以上に対し、OM携 帯メール依頼じ献血番
には処遇品等を出し、応諾率0096以上(H22年度は
20%弱 )目指す。

複数回献血協力者を2391まで増加させる。
携帯メール登録者

確保事業
継続 全献血者

4月～3月
献血時に確保

毎回

複数回献血クラブ会員の
募集のため、献血記念品
を配付する。

123年12月31日現在携帯メール登録者数2.615人
124年度携帯メール登録者日標人数 1.000人
1年間通しての)キヤンペーンの実施(記念品の進

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
K具体的に計画している
電施月を記載すること

回数 方法 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

欧血ルームの献血者を15,∞0人にする。
訳血ルーム献血者
査保対策 継続 大学生等 4月 ～3月

献血ルームのテラシを
配付

移動献血車での献血者及び大学での献血者に対し
献血ルームのチラシ10p00を配付する。特に近隣の
4大学では、移動献血時献血ルームヘの献血を合
わせて呼びかけ約100人の献血者を送迎する。

賦血ルームの献血者を15.000人にする。
獣血ルーム献血者
査保対策 継続 各事業所・団体等 4月 ～3月 蛾蜘

各事業所・団体等へ献血
ルームヘの献血依頼

:f奨彎1とうλttmtス
の効率性のため)献血ルームに移行する。

I o omr 0) fd&+8 0 % efs*lf .3. 高校生の400ml
献血推進

経続 高校献血 41検 各高校を訪間じ依頼する

県内41校 を訪問し、400ml献 血を推進する。(3校
の年FED2回献血依頼 3年生対象)
高校集団献血時実績 H22年度 400m1 070人
高校集団献血時目標 H24年度 400m11000人
`ooml献血者には、(4∞m'献血が日立つように)献
血前に啓発物品くマフラータオル)を演すことにより、
その場で400mi献血に変更する人が増える。

]樹懲罰ξ子ざ据躍為lT缶援 、世菫裁j
確ヽ保

リッカー」1(ヴァン
フオーレ甲府)とタィ
アップした献血推進

新規 全献血者 4月 ～11月

`ベント参加
肇1回、ポス
7-1回 、固
=看板1枚

献血ルーム・移動献血で
のイベントヘの参加、ポス
ター等の作成、競技場ヘ
の固定着板(垂れ幕)の
定期的の掲載

F―ムサポーター (約9.5 0 0人 )を対象にした献血
客発活動、とくに新献血ルームの同知を目的に献血
野を増やす。

い
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平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

1 若 年層献血者確保対策

平成24年度の数l●目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

学生ボランティアによる街頭啓
発活動を4会場で実施し102
D代構成比を35%以 上確保す
る。

字彙献血キャンペ
継続

吉年層を狙つた衡
貢献血の実施

1月、12月
長野駅前
′ビタ飯田店

学生ボランテイア(20～30名)により行う。また啓発用資材
を作成し、献血者には学生が選択した記念品のプレゼント
を行い、同世代の献血者を勧誘する。
献血後にアンケート調査を行い、今後の献血活動の参考

学生を150名個定施設に送迎
葛校生・短大生 専
:見
学校 大学

継続
:枝生、短大生、
颯P3学校、大学

月～3月

晏野県短期大学
曼野工業高等専門学校
曼野日大高等学校

定期的(月`回)に送迎を実施し定例送迎として定着を図
る。(1回4名、年間23回実施)
送迎当日は昼休みに送迎実施を記載したティッシュを配

布し、授業終了時に送迎車により献血者を迎えに行く。
機内献血以外に年1回送迎を行い.固定施設の場所を覚
えていただき今後の献血につなげる。(1回20名、年2回実

固定施設の学生献血率を5%
こする。

学校に啓発物の配
布 継続

薔校生、短大生、
いPl学校生 大学 コ定施設近隣の学校

校内献血を実施していない大学や学校前、機内で固定施
霰の地図の入つたティッシュを配布し固定施設へ献血に来

所いただく。〈1回500名.年 20回配布)
.枝内献血を実施している学校では、キャンペーン時、血液
不足時、校内献血実施時に、キャンペーン内容、不足血液
型 献血受付時間の案内ティッシュを配布する。(1回500
名 年 10回配布)

1 0 2 0代 の駆血率●25 %に す

る。 献血セミナー 継続

津生(4ヽ中 高
豆大 大学`専『1
P校)

月～3月
薔校
饉液センター

・献血を理解していただくため 学校の行事(文̀ ヒ祭.授集)
に献血のビデオ■映、献血についての説明会を88催する.
(10回)
看護学生の血液センター見学に併せ献血事業の説明、献
血に協力いただく.(10回 )

事年層献血協力者の献血率2
'%以上とし、血灌の安定確保
:図る

床血体験イベント 新規
三年層を狙つた衡
籠献血の実施

0 月～3月 黒内4地 区で実施

|シヨッピングセンター)でイベントを行う(県 市町村 ライオ
ンズ協賛)                献 血者
=お薬子.記念品を配布する
献血者の家族にも風船・チラシ等を配布し献血の啓発を

Ｏ
ｕ

献血者の年齢層1

事業名

具体的な対策 事業内容

平成24年度の数値
新規・継続 対象者 ※具体的にII画している案 回戦 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

け頭献llを実施できる新規会
場を10カ所以上開拓する

各市町村で献血講座を20回以
上実施する

e広い年代の受入 新 規
業ヽ内献血をして
なヽい方

1 月～3月
大型スーバー

とし物会場

買い物客が多い大型スーバー、来場者の多い催し物会場
で街頭献血を実施し 小規模企業、大学.短大等採血車が

巡回していない人を対象とし献血をお願いする.
血液在庫の増減に合わせ配車計画を調整することが出来
る。

彗前献血数室 継続 卜中学生 遭時 R内 小中学校
血液についての知識や献血について理解を深めるためス

ライド・勁回等で講話を実施する。

青少年を対象とした血液セン
ター等での各種体験学習を20
回以上行う

脅少年等献血 、ヽれ
あいF業

新規 卜中学生 1月～3月
.血液センター献血ルーム及び移動採血車等の施設見学
を実施し各種体験学習を行う

事業名
新規・継続 対象者 回 数 予定場所 内容(具体的かつ鮮細に記載すること)

野規企彙10社実施 "規協力企業の確
継続 各事業所等

従業員100名以上の企業が約900社程度あるが献血され
ていない企業約100社のうち20名以上献血に協力いただけ

従業員i00名未満の企彙で15名程度献血いただける企業
つ献血を実施する。(年間5社)

武血協賛企業の20団体の登録
し日標とする

諷lm協賛企業活動
饉違事業 新規 コ体 企業 年間を通して 献血協力団体あてに献血者の安定確保に向け、情報提

供を行うとともに献血協賛企業登録の説明訪間を行う。

平成24年度の数に目標 事業名

具体的な対策 事業内容

罰規 継続 対象者
実施時期

X具 体的に■回している実 回 数 内容〈具体的かつ詳細に記載すること)

`―ルによる献血協力者1000
4、(応諾率20%)

“数回献血クラブ̀
員 経続 凛数回クうブ会員 月～3月

23年度複数回クラブ会員数を3∞0名に増加させる。
具体的には、衡頭献血をはじめ受け入れ可能な献血会場へ出向きサイトスタンパーを
実つた新規会長の確保と合わせて、エラー等による退会者への再入会の促違を行う。
月2回の定期、血液不足時にメール配信をし、5 0oo名に依頼、1000名の献血者を確
保する。

よがきによる献血依頼2000
3、(応諾率,0%)

過去の献血者から
一定期間未献血者

経続
過去の献血者
血登録者 月～3月

1年以上献血していない方を中心に献血を依頼する。
年間20000名の方に献血の依頼を行い、このうち:0%、2,000名の献血者を確保す
5.

平成24年度の数値日掘 事業名
新規 継続 対象者 ※具体的にll画しているヨ 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

卜前指図の95 %確 保 F前の血小板確保 継 続
n小板献血協力
獣

午前中の血小板確保のためキヤンペーンを年4回実施し 血小板確保する。
依頼時(ハガキ メール)は午前中の協力依頼を強調し、月2回程度依頼を行い午前中
の血小板確保をイテう。
・午前の|1小板献血の必要性を掲示し午前中の来所者を増やす。
市III村義員を午前中に送迎じ血小板献血をしていただく。(年30回、100名を確保す

罰定施設の計画数確保するた
050回以上の送迎を行う

罰定lt設献血者確
R 継 続

業ヽ・短大 専門
摯技 月～3月

血小板確保、全血確保を目的に定期送迎を年40回行う。
血液型ヌ1の不足時に送迎てきる企業を10団体まで増やし不足時に送迎を行う。

100m嗽 血率を85%以 上に
「る 新規 ≧会場 手間

移動採血、固定施設の400ml採 血尋を86%以 上にする。
移動採血の会場で400ml保 血を限定とした会場を増やす。に0会場)
PPρ操壺希望の献血者を400ml採 血へ移行して頂けるように積極的に依頭する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

富山県赤十字血液センター
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1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者
栗施崎 rul

※具体的に計画している夢 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代～20代の献血率を27%
にする 獣血セミナー

継続 最大 大学 者護学校生 4月～6月 5回 各学校

短大等5校で新人生(予定300名 )を対象に、献血セミ
ナーを実施し献血の必要性及び重要性を説明し、400m
L献血、血小板献血への理解を深めてもらい、献血意識¢
向上を図るとともに、献血の協力をお願いする。オリジナ
ル小冊子・パワーポイント等を使用する。

10代～20代 の献血率を27%
にする
(献血者数300名 を目標とす
る)

ドランティアと連携
夕るイベント

継続 特に若年層 2回
ショッピングセンター

学生ボランティアと連携し、中部統一・全国統一の献血
キヤンペーンを実施し、同世代の若者に献血の理解と協
力を呼びかけ、夏場・冬場の血液不足を補うとともに若年
層の献血者を増やす。ラジオCM(1局 )、告知ポスターを
電車に掲出(1社)、はがき依頼 (400名 )等で周知を図り
実柿する^

10代 ～20代 の献血率を27%
にする
(120組 、献血者360名 を目
標とする)

つ`しょに献血キャ
継続 4月 ～ 1 1月 10回 各学校

大学等7校 での学内献血実施時に、3人 でいつしょに献血
キャンペーン(先着 15組 、45名 にカップラーメン等提供)
を実施する。構内に告知用ポスターの掲示.学 生ポラン
ティア・当日献血協力者より友達にメール配信を依頼し周
知を図る。また、ボランティアによる同世代からの呼びか
けを実施する。

10代 ～20代 の献血率を27%
にする
(献血者350名 を目標とする)

=校生400rnL献
Lキヤンペーン 新規 高校生 1 0月～2月 12回 各学校

4υυmし駆Щ,_輌刀い7_たいrギ ■に、通常のrll品!FNll
え記念品を提供する。
学校の了解を得て、周知用チラシを献血告知用ポスター

に貼付じ事前PRを し、献血当日の受付会場においてもP
Rチラシを掲示する。

推進対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している, 回数 予定場所 内容 (具体的かう詳細に記載すること)

親子で40組 の参加 親子見学会 継続 小学生・保護者 7月～3月 2回 血液センター

下rlLr卜製υVυttИ、おしえてけんけつちやん :)を用いて
賦血の流れを説明しt献血クイズ及び血液に関する知識

預矯纏型断轟雙浸ぜ謂ヒ罐 |ヒ醍
虻を書いてもらう。各小学校への参加依頼するとともに
一ヽムベージヘの掲載や商業施設等で告知チラシ掲示を

撃Cトレャン参加の小学生・中
■生・高校生で9o名 献血啓発 継続 小学生 中学生 高松生 1 回 青少年自然の稼

」RCトレセンで献血啓発を行う。オリジナル冊子・パワー

ポイントを使用し実施する。学生が集う場所に「献血の流
れ等」パネルを展示する。

における献血の推進: 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規 継続 対象者
実匝時期

※具体的l_計画している, 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

析規献血協力事業所10社 ・休
島事業所10社 の増加 献血協賛企業推進 継続 事業所・団体 4月～3月 各事業所等

鶏 清 翼謂議霧 濯 こ端 慧編 鳥蘇 忌
算業所の掘り起こし。事業所担当者に愛のかたち献血等
舌用して献血の必要性を理解していただけるよう働きかけ
5。

い
∞

力者の確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

踊警『群
血率を27でまでに増夏数回献血協力者

准保対策
継続 年1回の献血者 4月～3月 篠 挙どF子

メ→レを活用し、年1回の献血者2万人に対して、複数回の献血協力

複数回献血率を27%までに増
加させる
(献血者1 500名を目標とす
る)

複数回献血協力者
確保対策

継続 献血者 4月～3月
螺認暑渕 苺̀に

キャンペァンカードを配布し7月～3印こ再度40

ξ「
ン案内を掲載窺 竜た子襲姦首尋鑑う:ち基貧梨チ湾藁感ぎじ諸臨 子

複数回献血クラブ会員を
2.000名 にする  (

複数回献血協力者
確保対策

継続 献血者 4月～3月

霧 職 轟 れ 以
躙 為筋馴″蒼事業

※具体的に計画して0 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

血ルームでの一 日の平均血
板ヽ成分献血者を22名確保す 録者突鷲躊農纂録轟F質樹嶺g薯養雰蔵果靱 クラブ会員ヘ

、パレンタインデー、ホワィトデー等キャンペーンを実施する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

石 川 県 赤 十 字 血 液 セ ン ター

い
０

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者
実厖時期

K具体的に計画している, 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

表血セミナーの受講学校数を10
交、受講者100人を目標とする。

若年層献血セミナー 継続
大学 短大

高等専門学校生
平成24年5月～

平成25年2月
血液センター

金沢市内ホテル

■生献血ボランティア数を年度内
=50名に増やす。

=生 献血ポランティア
D活 動推進

継続
大学 短大

高等専Pl学校生
平成24年4月～

平成24年6月

大学構内での献血実施を年度内
で20回にする。

大学献血の推進 継続 大学生
平成24年4月～

平成24年7月 県内大学等

●川県字=駆 血殖進連絡会への
参加・出席者12校24名に増や

F生献血ボランティア
D活動推進 継続 大学等教職員 平成24年 6月 血液センター

特に 大学軟確員の献血への理解と学生ボランティアヘの協力を先進する。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している事 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

夏休みセンター見学会参加者を2
40名 に増やす。

青少年献血ら、れあい
事業 継続 小学生 保護者 平成24年 7月 ～8月 血液センター 卜学生・保護者を対象に血液、献血、輸血について講義を行

、ヽその後血液センターを見学する。

55歳以上6o歳以下の男性PC献
血者を年度内400名を目標とす
る。

シニア成分献血 新規
,5歳以上60歳以
ドの男性

平成2 4年4月～

平成2 5年3月

1 過去に成分献血登録していただいた方に献血基準の変更案
内と成分献血を依頼する封書を郵送する。
2固 定施設で成分献血した方に献血基準の変更案内と成分献
血をお願いする封書を郵送する。

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継統 対象者
美 施 時 期

K暴体的に計画している事 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規協力企業・団体を10団体を
確保する。

折規協力企業・団体
D確保

継続 新規企業・団体
平成24年4月～

平成25年3月
力を依頼する。特に献血サポーター登録団体を中心に依頼す

血液不足時の協力企業を10団体
を確保する。

折規協力企業・団体
D確保

継続 新規企業・団体
平成2 4年4月～

平成2 5年3月

国定施設周辺で、急に全血・成分献血が必要な時に、献血を依
員し、応していただける企業・団体を確保すべく訪間、依頼す
5。
寺に献血サポーター登録ED体に依頼する。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している凄 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

日数回献血クラブ会員を新規に5
)0人募集する。

複数回献血協力者確
果事業 継続 複数回献血者

平成2 4年4月～

平成2 5年3月
血液センター各種広報物に複数回献血クラプの内容、簡使な登録方法等を記載する。

アラブ会員にメールで献血依頼
、́250名 以上の応諾を得る。

複数回献血協力者確
保 継続

複数回献血クラブ会
員

平成23年度初回献
血者

平成24年4月～

平成25年3月
急に血小板献血が必要な時に、複数回献血クラブ会員へ、血液型に絞った献血依頼をメール
で行い、近日中での献血協力を得る。

F成23年度初回献血者の献血協
bを35%以 上とする。

複数回献血協力者確
保 新規

平成2 4年4月～

平成2 5年3月
平成23年 度初回献血者に継続的に献血していただくよう、居住地(市町)ごとに献血要請葉
書を送付する。

5そ の他

平成24年度の数値 目標 事業名
新規・継続 対象者 ※具体的に計画している妻 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

『
Ｏ



平成24年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための対策

福井県赤 +字 血液センター

『
Ｐ

1 若 年層献血者確保対策

平成24年度の数tE目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継統 対象者 く具体的にIt画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳40に記載すること)

=等学校における献血出前講
霊の開催(年10校)

血液 献血
出前講座

継 続 高校生・教員 6月～7月、9月～3月 各高等学校
躊鷲[謝ぜ讐瑞翠摯鵬 誅ラ螺
争劣5よ

る説明を行瑚 規本社製作素材が配布後使

熙より各学校長あて依頼文書発送(県教育委員会了承)

"学校における献血出前講座
0開催(年10校)

血液・献血
出前講座

新規 中学生 教員 6月～7月、9月～3月 各中学校

肛液・献血に関する正確な情報提供を行い、献血への理
暉を深めてもらう。講座では、動画素材(献血セミナー、あ
′がとう0て言わせて)、献血ウォーカーの配布、パワーボ
rントによる説明を行う。(新規本社製作素材が配布後使
祠予定)

:基留
町教育委員会長あて依頼文書発送(県教育委

記内全ての短大 大学での学
献ヽ血実施(学内献血 年15

コ)

大学内献血
強化対策

継続 短大。大学生
4月、6月、6月、7月、10
月、11月、12月、1月 各学校

寺に4年制大学4校に対し、学校祭以外に学内献血を実施
「る(各大学:年間2回～4回実施)

腕解轟`警察ズ総
全学校へ年間複数回実施の

中学生対象の社会体験学習晏
入(年5回)

中学生社会
体験学習

継続 中学生
9月、10月、■月

各受入期FHl ( 3日から0
日)

血液センター !篤驚輩議働説鏃弱仝焙轟務
めてもらう。(研修は1回あたり3日間から0日間)

支都主催 :」RCリーダー研修
会への出席 (2回)

」RCリーダー

研修会 継 続
卜学生 中学生
=校生・教員

3月 2日 、3日 各研修会場

え部主催の」RCレーダー研修会に多加し、学生及び教員
こ献血に関する研修を行う。研修では、動画素材(献血セ
:ナー、ありがとうって言わせて)、献血ウォーカーの配

]ボ脇 事瞥
る説明を

,う
。晰 規本社製作素

1部担当者に年度計画に組み込んでもらうよう依頼をす

平成24年度の数値目裸 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者 К具体的に31回している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

511蔵00歳代の血小板成分献
血者数 年間1500人(H23年十 は小板成分献血者

に定確保対策 継続 55歳～64歳 4月、5月 血液センター i端 網 躙 観 騨 蕊最智翻 孵
式血者に対し採血譲奉改正のお知らせ及び献血依頼をハ
リキで行う.

雀論
の親子献Ⅲ教

黒
開 親子献血教室

(ら、れあい事業)
継 続 小学生 父兄

7月 24日 、25日 、
血液センター

ヨ赤支部と合同で開催し、正確な情報提供を行い、赤十字
のヽ理解を深めてもらう。講座では、動画素材 (献血セミ

|-OVOありがとうっていっばい言わせて)tパヮーポィン|
練 用する。

『
ゆ

3企 業等における献血の推進対策

0そ の他

平成24年度の数値日楳 事業名
新規 継続 対象者

実施時期
※具体的にtt画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

賦血推進団体担当者献血セミ
ナーの開催 (年5回)

献血者安定
確保対策

継続
根血受入団体担
当者

0月 7月 、9月
1 0 月、1 1 月

血液センター及び各事業
所

歩外活動の中で各献血受入団体担当者に対し、セミナー

用催の依頼を行う。実施内容は、献血事業の現状や正確
ょ情報提供を行い、理解を深めてもらう。(業務課長及び渉
係ヽ長対応)

県内ライオンズクラブ研修会の
開催 (年3回)

献血者安定
確保対策

新規 復活団体
増加対策

継続

継続

ライオンズクラブ

5月、6月、7月、
9月、10月

血液センター

年ヽ度役員の方(各LC2名～3名)に献血研修会(本社配布
り動画DVD及び献血の現状等のスライド資料使用)を実施
、́縦続的な協力のお願いをする。また、県担当者から行
女としての役割を説明することで血液事業の理解を求め
6.

新規及び復活献血協力団体の
増加 (年5件) 各団体

歩外活動の中でライオンズクラブやロータリークラブ及び市
け村担当者等から情報を収集し、新規 復活事業所団体の
吊拓を行う。また、献血実臓表から休眠中の事業所に対し
饉造を行う。その他の資料として県内事業所名鑑を利用す

平成24年度の数値目楳 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画している蘇 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

1数 回率を現行の23%か ら
l191に増加させる 複数回献血者確保 継続

年1回献血者
初回 新規献血者

奇数月
垢規 初回献血者に対し、6ヶ月以内の協力をハガキにて依頼する
業ヽ献血計画においても依頼はがきて協力を依頼する

平成24年度の数値日榛
内容(具体的かつ詳細に記載すること)

1生献血推進連盟&
'イオンズクラブ合同
ハートウエープアク

推進連盟活性化プロジェクト】

福井県学生交流フェスタ実行委員会〈県大学私学振興課)ライオ:
。学生主導の企画で」R福井駅前広場を会場にして 映画上映会
駅血の必要性を訴える。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

岐阜県赤十字血液センター

『
ω

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳fIBに記戦すること)

言等学校における献血セミ
ナー(出前講座)の開催 (年間〔
I n l )

献血セミナー
継続 高校生 7・9・10・ 11 12月 5回 各高等学校

継続理由(5～6月の高校訪間で文書をもって献血セミ

ナーの依頼をする)本社配布の映画素材、パワーポイント

を使用して、血液・献血に関する正確な情報提供を行い、
献血への理解を深めてもらう。

100mL献 血実施可能な高等
学校を平成23年 度の2校から
5校に増加させる。

高等学校400ぃ L
献血推進

新規 高校生 5月 ～6月 各高等学校
l内保健所職員と同行する高等学校推進時に400mL献

肛の推進を強化する。

短大・大学・専門学校の学内献
血の実績を対前年比110%を
目標にする。

いつしょに献血キャ
ンペーン 新 規

短大・大学・専門

学校生

4・5・6・7・10・11・12
1・2月

30回 短大・大学・専門学校

:人以上で献血受付をした学生にカップヌードルやスナッ
アセットを配布するキヤンペーンを行い、献血に興味を持
tせる。

層 に応 じた献 1肛推 進 対 策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・経続 対象者 ※具体的に計画している, 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

中学生対象の職場体験学習の
受入れ(年1回) 職場体験学習 新規 中学生 1 回 血液センター

,学生を対象とした職場体験学習を受入れ、各課の実務
曇体験したり、献血や血液について学習をし血液センター

のヽ理解を深めてもらう。

小学生対象の親子血液セン
ター見学会の開催 (年間2回 )

血液センター見学
会 (模擬献血体験 )

新規 小学生・保護者 7月～8月 2回 血液センター

卜学生高学年を対象とし、親子で血液センタ=見 学会を術
、ヽ本社配布の映画素材やパワーポイントを使い献血に

,いて学習し、模擬献血体験に参加することで、献血の仕
組みやその重要性についての理解を深めてもらう。

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
案 距 時「JI

※具体的に計画している, 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

断規献血協力企業・団体を20
11(団体)を目標とする

F規 協力企業・団
本確保対策

継 続 企業・団体 4月 ～3月

ライオンズクラブに協力依頼し,新規事業所確保に努め
る。また、県内の工薬団地について、今まで献血協力のな
い事業所や団体をインターネットで調べ、従業員数100人
以上を目安にリストアップし協力依頼を行う。

力者の確保対策

平成24年度の数値 目裸 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

×具体的に計画している凍 回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

全血献血における複数回献血
協力者を平成22年 度の24
3%か ら30%ま で増加させる。

優数回献血協力者
准保対策

新規 全血献血者 4 月～3月
平成24年 4月 ～11月 の間に協力いただいた献血者に記念品引き換えカードを配布
、́平成25年 4月 までにカード持参のうえ協力いただくと記念品を西己布するキャン
一`ンを行う。

『
一 平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
案胆時期

※具体的に計画している実 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

400mL献 血率を84%に する
400mL献 血推進
強化対策

継続 4月 ～3月
100rnL献血推進のリーフレットを新たに作成し、献血受付時に200mL献 血に固執し
〔いる献血者に対し、400mL献 血の推進を強化する。

移動採血車における1稼働当
りの確保単位を81単 位にする

移動採血強化対策 継 続 4月 ～3月

―

ク０

つ

行政主導の採血EI画の一部を典液センターで担うことで献血会場の見直しを図

新規献血会場を確保する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

静岡県赤十字血液センター

ヽ
い

1 若年層献ml者確保対策

…

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的にtl回している家 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代～20代の献血者26%に増
カロ 献血セミナー 継続

学ヽ生等 高校
L・会社員

4月～3月
大学・高校・会社・

血液センター
舌用し献血への知識を深め積極的に献血活動に参加して
しらう。

10代～20代の献血者25%に 増
チラシ西己布 継続 祈成人 1月～3月 成人式会場等

,町 の主催する威人式等で新成人へ献血PR用 チラシ
000部を配布し献血への参加意識を高める。

3回
高等学校献血担当

継続
R内高等学校献
肛担教諭

血液センター等 隔催。血液の需要動向等を説明し意見交換を行う。

85校 校内献血における
4K10mL献血実施

奎生ボランティア育′

継続

新規

雷校生

大学生等

4月～3月

5月～2月

各高等学校
賢内 藤 lnlにお い て 17蔵 男 子 の 400mLtt IIllを案 駆 い た たく

にう各高等学校訪問時に説明を行う。
学生献血ポランティア10名を新
肛墓彙 育成

veb上に学生献血ボランティア募集サイトを設置し、Twit(

やラジオCM等 で情報の展開を図る。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細にEE載すること)

100名 庁少年等献血ら、れ
らい事業 継続

] 学ヽ生,中学生・

目機生
4月～3月 血液センター等

工液センター等で青少年等を対象に献mク イスゃバネル

風示により献血に触れ合う機会を作り献血に関する知ltlを

Ю歳 以上の献血者を100名増
旧

歓血卒業防止対策 継続
,0歳以上の献血
普

4月 ～3月

F威23年度に献血冥績の有る60歳を超えた方延2.000人を
け象に献血依頼をするとともに、継続的な協力も要請す

Ю歳以上60歳未満の献血者を
状血卒業防止対策 継続

'0歳以上60歳未 4月～3月
晨に献血依頼をするとともに、継続的な協 力も要請する。

平成24年度の数値目標 事業名
新規。経続 対象者 K具 体的にII画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記紋すること)

駅血協賛企業20団体増加 痰皿協賛企業活動
筐進事業

継 続 企業及び団体 4月～3月 各事業所 「業を説明し、理解を深め積極的に献血に協力してもらう。

析規・休止献血協力団体30団
本確保

工血協力団体増加
寸策

継続 企業及び団体 4月～3月 各事業所

新規・体上駄all協力団体を積極的に衝間し、献rl協力回

体の実数を増加させる。市町からの情報も頂いています
が、渉外活動時等に目に付いた会社をホニムページ等を
調べて訪問します。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している, 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血クラプの新規登録
者2.51111人

複数回献血者確保
対策

継続 年1回の献血者 4月～3月 26月 ,9 :訴酬握襲彙濡鰤獅;艇馳蔀i31甥発
メール・ハガキによる献血要請
さ諾率200%

彙数回献血者確保
寸策 継続

凛叡回献血クラフ
姜員及び蓄晨者

4月～3月 メール15000通,ハガキ1011000通により献血依頼要請を行う

5そ の他

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実両時期
※具体的に31画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

「
い
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平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

愛知県赤十字血液センター

献 m者 確 保 対 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時FII

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

若年層(10代・20代)の献血率
を30%に する。

若年層献血者確保
対策

継 続
高校生・専門学

生・大学生
4 月～7月、9月～3月 各学校

D学生献血連盟によるキャンペーンの実施(年3回)
2大学においては、学生献血連盟に所属する大学を主体とし学
～献血の実施と学生への献血啓発活動を実施。
)専門学校 高校においては、献血セミナーを積極的に開催し、
吠血協力校40校を目指す。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
栗 ntL時期

K具 体的に計画している事
施月をla載すること

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

参加者300名 親子血液セミナー
継 続 小学生・保護者 8月 ・3月 8 血液センター・役場

脈皿 腎 発 ヒアオt甲部 フロツク作 取 けん皿 つてなあに,上映

0学 生ポランティアによる、献 血 クイズなど実 施 し、分 か り

0すく、楽しみながら献血の必要性を啓発する。また、血
夜型判定や施設見学を実施する。

参加者500名 出前セミナー
継 続 小学生～大学生 4月 ～7月 、9月 ～3月 各学校 Lつてなあに・本社配布WE CAN献 血)上映や、献血セミ

「―を実施し献血の必要性を訴える。

企業等におけ

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

F規・体「E団体・複数回献血実施50綱献血協力団体増加
対策

継 続
献血未実施企業 団体
体眠企業 団体
年1回協力企業 団体

4 月～3月 各事業所

Э今までに献血を実施したことのない企業・団体について、HP
等閲覧し、社会貢献活動積極的に行つている団体を抽出し、そ
の企業・団体に対して積極的に献血の必要性を伝え献血協力
のお願いをする。
2献 血実施企業・団体等にお願いし、関係企業・団体を新たに
紹介していただき、献血の必要性を伝え献血協力のお願いをす
る。
Э5年以上献血協力がない企業(休眠団体)につぃて、再度献
血のお願いをする。
④年1回のみ実施の企業・団体(1稼働100単位以上)等に対し
て、年複数回の実施のお願する。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している案
施月を記載すること

回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者を35%まで増加
させる

複数回献血協力者
確保事業

継続

初回、及び年1回
の献血者
複数回献血クラブ
未登録献血者

4 月 ～9月、1 0月～3月 2

1薇 取回献皿クラフ登録キャンベーンを実厖し、各献血会場において会員登録を強
|ヒする
複数回献血クラブ会員登録数を12.000名増加させる。特に、大学・専門学校などの若
年層中心の献血会場、イベント会場等複数回献血クラブ広報誌やサイトスタンパー等
を活用して、会員募集の強化を図る。
2初 回献血者に対して、依頼ハガキを活用して献血依頼要請併せて複数回献血クラ
ブ登録を促す^

平成24年度の数値 目標 事業名
新規 ・継続 対象者 K具体的に計画している実 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

多動採血における1稼働あたり
D確 保単位数 97単位

移動採血安定確保
対策 継続 4月～3月

年間計画作成時において、80単位以下の献血会場は、計画に組み入れない。

見直しを図り効率を上げる。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

「
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二重県赤十字血液センター

平成24年度の数値 目標
内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

年末年始における血液確保のためプロック単位での統一キャンペーンを行う

一般献血会場において献血者の休憩|
成分献血の必要性を説いて登

不足の方などにォリジナル
献血登録者を100人/
目標に募集する

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
美 地 時期

K具 体的に計画している, 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

10代・20代の献血者数を
昨年度比1,Ooo人増にする。

献血セミナー
継 続

高校生・大学生

専門学生
7月 ・8月 ・9月 ・10月 5回で150人

シヨンピングセンター

血液センター
病院現場での講話やクイズ形式で楽しめる内容としたイ
ントの実施。

学生献血 継続
入 7三 ・

尋 『¬7

生・教職員
ほぼ月一回以上 20回 で800人 学 内

授業時間内や学祭での献血実施。 大 学フ・専門学校3・

高校1実施予定。

全国続―キャンペーシ 継続
高校生・大学生・

菫 Fヨ単 ■
7月 ・8月 ・12月 ・1月・2月 5回 て800人 ショッピングセンター 月間・クリスマス・はたち等の献血当日の啓発活動。二重

大学応援団による演奏。

ペア献血キャンペーン 継続 大学生・専門学生 ほほ月
一

回以上 20回 で100人 学 内
2人以上の若者が対象で献血協力頂いた場合粗品を進呈
し若者の献血増多図る^

学生バ,ス デー献■ 新 規
学生献血で献血し

た学生
毎 月 12回 献血会場

延生月に依頼粟書を出し協力頂いた方に粗品を進呈し今

学生ポランテイアを350名確
保する

学生ボランテイア
(ミドナサポーター)

育成
継 続

高校生・大学生・

専門学生
4月～7月 約80校 学 内

果行政(保健所)と連携して学校訪問しサポーターの加入

旨推進するとともに17歳献血(400mりを呼び掛ける。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している, 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

20組 40名
東海北陸プロック
血液センター見学
ツアー

新規 小学生・保・l者 平成2 4年7月8月 2回 東海北陸プロックセンター

夏休みの時期の自由研究のテーマの一つとして血液の知
識を得てもらい、親子の参加により絆を深め血液(献血)
に対し興味を持つてもらう。(プロック統一事業)平成24年1

月13日付血献第4号による「学校における献血に触れ合う
機会の受け入れについて」の依頼と同時に案内する。

20代～30代の子育て中の
k性献血者を月30人増加さ

せる
キッズと共に献血 新規

20代～30代の女

性献血者
平成2 4年4月～5月 1回 伊勢献血ルーム

多目的スペースを備えた伊勢献血ルームで、協力者が薄
b つヽた層に子供と一緒にゆつたりとした空間で献血への参
胆を促す。PR方 法としては市の広報、献血者の家族への
訪誘を動める。

3校100名 出前授業 継 続 小学生・中学生 小=中学校と調整 3 小・中学校内
アンパンマンのエキス」などDVDでの視聴覚を使用し、ま
F献血ってなにを理解してもらう。

3企 業等における献血の推進対策

複数回献血協

平成24年度の数値 目裸 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ,継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

成分藤Inl協力団体を新規
10団 体増やす

献llll協力団体増刀ロ

対策
継続 献血協力団体 4月 ～6月 固定施設3か所

四日市・母体で各3団体、伊勢で5団体を確保する。週単位
での予定を策定し送迎による協力を願う。

新規融ll l協力団体 10団体
増やす

企業における献血
の糧推対書 継 続 新規事業所 9月 ～12月

夢帰=ヂ gfm:憲 普F業
所担 当者に系列企業・

罐 に対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している事 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血者数の内会員数を
10%(6.000人 )

複数回献血者数の
増強 新規 全献血者 平成24年7月～ サイトスタンパー・SMs送 信システムによる複数回献血クラブヘ誘導 (プロック統

一事

まがきによる献血依頼で応
諾率10%とする

複数回献血協力者
の確保対策 継続 全献血者

5月・7月 ・8月 ■2月 ・1
月・2月・3月

7回 実施月において既献血場所の献血対象者に対して′ヽガキで依頼する。

年1回実施企業を年2回実施 5企葬 継 続 企 業 年間を通じて 複数回献血キャンペーンを軸に企業担当者に再度の献血団体協力の必要性を説く。

年2回案籠企業を■3回実施 5企ヨ 継続 企業 年間を通じて 複数回献血キャンペーンを軸に企業担当者に再度の献血団体協力の必要性を説く。

J年以上不眠状態の献血協
力 団体 lo団体の行活 継 統 企業 年間を通じて
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平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

1 若年層献血者確保対策

滋賀県赤十字血液センター

∞
い

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している家 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血者360名
10～ 20代 比率30%

若年者街頭献血
キャンペーン

学内献血と

セミナー開催

継続

継続

10代 ～20代

10代～20代

7月 12月

4 月～1 月

学生サマー献血
学生クリスマス献血

学生ボランティアの呼び力"ナにより
同年代の献血者の取り込み

学内献血
1500人

県内の大学 短大
専門学校

学内において献血とセミナーの実施

学内献血
7校 350人

若年献血者
増強キヤンペーン 継続 10代 ～20代 12月 ・1月 高校・大学 学内献血において若年層増強のために

グリコお菓子セットプレゼント

対 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者
実画時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

J｀
~t笙～中字生を400名 募集

,1率保護者を200名 募集
青少年ふれあい体験学摯 継続 卜 中学生・保護璽 長浜市内献血会場付近

献血会場付近からすいすい号に乗船し船内で献血につい
て、 勉 強会を開催する。(琵琶湖上)

血液センター近隣小学校 1校 青少年 、ヽれあい体験学翠 新規 小学生・保護者 iO月 頃 草津市 内 や OXウ イズを実施し献血を身近に感じられるセミナー

企業等におけ

平成24年度の数値目標 事業名

具体的

新規・継続 対象者 ※具体的にII画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規等登録 10社 新規献血団体増強 継続 県内企業 4月～3月 滋賀県内 新規献血団体10社

新規藤lllサポーター登録
10社 新規献血サポーターi曽引 新規 県内企業 4月 ～3月 随時 滋賀県内 新規献血サポーター10社

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に3f回している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

う0団体 200名 の増加
回数の増加依頼 継続 4月～3月 随時

毎月の配車計画と連携してFE時に依頼する
(年間1回の実施先に対して2回の実施を依頼し、lo団 体平均20名 の増加目標)

訴規登録者200名 以上
メール会 目基盤 新規 4月～3月 幕月随時

(固定施設への献血依頼に併せてメール会員、登録者募集200名 以上)

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ鮮細に記載すること)

憲諾者数(実協力者)3.000`
メール・はがきによる
献血依頼 継続 4月～3月 毎月随時

25会場

ル・はがきにより献血依頼 要請をする(協力者目標3.000名 以上)

肛液確保(赤血球)一稼動あた
'100単位以上

駅血減少期における
ホ血球確保事業 新規

旨頭献血会場周
2居住者

年間を通して
職血減少期(ゴールデンウィーク・8月 ～10月 献血者の少ない市町・年末年始等)に
折聞折込みを実施する。

肛液確保(赤血球)一稼動あた
'100単位以上

験血減少期における
ふ血球確保事業 新規

暫頭献血会場で
,献 血協力者

12月 ～1月 7会場 ζ季献血者減少期に街頭会場で記念品(グリコお菓子セット)をプレゼント

血液確保(血小根)
母体¨一日25本 以上
長浜ルーム…一日10本 以上

よ血減少期における
肛小板確保事業 新規

固定施設での
歓血協力者

12月 17日 ～25日 ) 日間
フリスマス献血イベントとして、全国学生献血推進協議会で決定した、統一記念品を
自加購入しプレゼント

肛液確保 (血小板)
]体 …一日25本 以上
曼浜ルーム・・一日10本 以上

厭血減少期における
L小 板確保事業 新規

ヨ定施設での
ま血協力者

12月 26日 ～1月6日 1 1日 間
年末年始の血小板確保のため、予約者に感prlの気持ちをこめてボックスティシュをプ

レゼント

液確保(赤血球。血小板)
体―一日40本 以上
浜ルーム・・一日25本 以上

状血感謝事業 新規
固定施設での
賦血協力者

年間を通して 1 2回 手間を通して毎月1回は献血感翻デー及び感謝週間を実施じイベント時期に沿う記
〕品を プ レゼント



平成24年 度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

京都府赤十学血液センター

∞
ω

若キ 対

平成24年度の数値目棟 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 К具体||にat画してぃる実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ驚細に記載すること)

粛比を31%まで上昇させる ヽ
献血セミナー 継続 9月～1 0月 1回以上 高等学校

FEI祭で'けんけつちやんと―綺にはII I肇足J奥施o'刀u

献血セミナー

献血セミナー

続
　
一

継

継続

京都第一赤十字
薔護専円学校新
入生

析成人

4 月～3 月

: 月

日本赤十字社京都府支部

京都市勧案館

巨液事業に関する驚演を実施し、献血への理解を深めてモ

,い、献血協力をいただく。参力o者 目標10人 .

轟 あ雨面百■ラス=ラ あ=…

12亀晋kt需範浦聟聾『ご麿藝:il:沖i僻 う。蔵

献血 セミナー 羅続
『
ル

少
生

李

■
校

鮨

肘
高

臨

郡
字

一

5月と2月

」̈
血液事業に関する講演を実施し、献血への理解を深めてモ
らい、献血推進に協力をいただく。参加者目標延べ40人。

大学 専門学校献血の1稼動あ
たり400mL献血数50人以上

訳血でSOY」OYキ ャ
縫続 1生 ・専門学校生 4月～3月

約8喩 働の

移動献血
大学 専門学校 キヤンペーンチラシを学内で配布.「献血てSOYJOY進星J

献血初回者率6% きずなキヤンペーン 継続 苫年層献血者 4月～3月 通年実施 京都府内各献血ルーム 磐馴龍舞攣1〕ミ端 `翌締:辞躁
ンカードを持参された方に記念品を進皇。

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 κ具体的にtt画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ辞細に記載すること)

す00人以上の献血協力
賦血セミナー1高校
生だよ !: 献 血

キヤンペーンJ
鮭続

に都府内の高校
・3年生

1～3月
訳血ルーム

多動裸血車
歳内の高校2・3生を対線に献血薔発を図るため、教育委員
識を通してリーフレツトを配布。

宛子で200人 以上の参加 賦血セミナー「こどt
′ッ■フロス隊J

継続
卜学校高学年とそ
つ親子

ヨ本赤+字 社京都府支割

腋血模擬体験学習〈保護者含む,などを通じて献血を推違

「る。献血の必要性及び重要性を学ぶ機会を提供し,将来

D献血者を育成する。

!00人以上の参加 lk血セミナー
継線

卜字トレーニング
コンタ=参 加者

アクトパル宇治
賦血の意職等の勉強会や献血ウルトラクイズを実施する

L.献 血模擬体験を実施し、将来の献血者を育成する。

1開催あたり1∞人以上1`検実 賦血セミナー
籍続 らいまつ鳴 加者 4～11月

ふれあい実行委員会冥詭
会場

i餃 支部とコラボレーションした献血推進と「けんはつちゃ

しと一緒に献血検定J実施。

1開 催あたり,00人以上に検定 献nセ ミナー
継続

主催イベント(ゆる
キヤラが登場する
子供が参加可tL
なイベント)参加者

4月～0月 各実行委員会実施会場
に行委員会とコラボレーションした献血推進と、「けんけつ

5ゃんと一緒に献血検定J実施。

尾■.保旗者あわせて50名参, くU颯 血探偵回 継続 小学4～6年生 7月末頃 賦血ルーム京都駅Fl

献lalに関するセミナーとルーム見雫会を開催し、献llへC

理解を深めてもらう。また、参力oされた保護者には献血協

力をいただく。献血説明用パネル等を使用する。

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的にll画している案 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

継続 企業及び団体等 4月～3月 通年実施 各事彙所.団 体等 析規協力企業、団体の開拓を行う。

話鸞男籍譲富篇
間複数

瞑勢躍贅
血協力企

継続 企栞及び団体等 4月～3月 通年実施 各事業所.団体等
既協力企案、団体及び新規協力企業、団体に対して依頼
する。

企業活動
縦続 企業及び団体等 4月～3月 通年実施 各事業所、団体等

脚ll協力の各種団体や、その構成企栞等に対して|●●

∞
一

4複 数回献血協力

平成24年度の数値口根 事栞名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 К具体的にll回しているま 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること'

口数回藤nl看の罰合を駆血香
2体 の36%まで上昇させる。月1
コの定期メール献血要請で応

員数回献血協力者
饉保対策

経続
奎数回献血クラブ

含員
4月～3月

献血要請メール送信】毎月1回、およそ3011名の会員に、順次、協力要請メールを送
言する。

凛数回献血者の割合を献血者
螢体の36%まで上昇させる。

巨数回献血協力者
饉保対策

継続
複数回献血クラブ

会員
4月～3月

【情報提供メールの送信】 毎月1回程度、会員(原則全会員)にメールで献血関連の情

報を提供し、献血への関心の持続をはかる。

めることを目的として、専Fl家による健康相談を実施する。1日あたり20人の参加を目
巨数回献血協力者
饉保対象 継続

嗅数回献血クラブ
螢員

:0月～12月

彙数回献血協力者
奎保対策 継続

魚数回献血クラブ
議員

講演会の実施】複数回献血と健康管理に対する意識をさらに向上させることを目的
=して実施する。06人の参加を目根とする。

新規登録目標数年間1.800人 氣数回献血協力者
な保対策 継続 献ヽ血者 4月～3月

献血F■ends会員募集用リーフレットの作成、情報誌等の作成】複数回献血クラプの
螢員増加をはかるため、とくに大学 事業所での募集活動を強化する.また、募集する
則である職員の意識を高め、業務にメリハリをつけるため、年に0回の登録強化週間を
,定する。

心諾率18" 斃数回協力献血者
空保対策 継続

力月前、10カ月育
ウ献血者

4 月～3 月
力月前、10カ月前の献血ルームの400mL献血者に対し「献血依頼ハガキ」により献血
D要請を行い、複数回献血を推進する。

志諸率,|% 騒数回協力献血者
継続

睡生日月の献血
4 月～3月

誕生日月を迎えた献血ルームの献血者に対しバーステイカードを送付し、献血を依頼
する.

志諸率15% 肛数回協力献血者
菫保対策

継続 0 0 m L献血者(―
“の街頭献Ial者)

4月～H25年4月
性
性

男
女

誘lalルーム(一部の衛頭献血を含む)での400mヒ献血者にキヤンペーンカードを1己不
、́キャンペーン期間内に、再度、献血ルームで400ml献血に協力いただくよう依頼す

5。

平成24年度の数値曰標 事業名
新規 継続 対象者

xro6r|
xRll$r:t lElL(Lr6* 回数 内容(具体的かつ詳細に記職すること)

応議卒lo% kじぶり献血キャン
継続

訳血間隔の空い
ヒ献血者

長期間献血協力のない献血者にハガキによる要請を行う。20年度は5年前まで辺つた
ことが要因で応諾率が低かつたことから、24年度は2年前までを対象として実施する。

初回献血準を0% 転1周年記念キャン 新規
'M放 送リスナー 11月～12月

1(C M放 送
回数は20秒

地元FM局とタイアップし、cM作成(20秒30本)、献血ルーム四条移転1周年ライブイベ
ントを実施し、新規献血者及び若年層献血者確保を行う。

初回献血率を0% フリーペーパーによ
る広報推進事業 新規

7ツーペーパー読
者

1 2 2 月

フリーペーパーに広告を掲載し、献血ルーム所Ft地の周知及び男性献血者の来所を
促すキヤンペーン イベント(記念写真の撮影 記念品の贈皇)を実施する.PRテラシを
作成し、大学 専11学積等で配付、新規献血者及び若年層献血者確保を行う。

― ――     ―
」



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

大阪府赤十字血液センター

∞
い

対 策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
案謳時期

※具体1勺に針画している,
施月を記載すること

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血サマースクール 継続 高校生 1 回 血液センター F前中に献血セミナーを開催し、午後から献血会場において呼びかけ
つボランテイアを体験していただく

20代の献血事を79%ま で増加させる 献血セミナーの開催 継続 高校生、学生 4月～3月 10回 血液センター、学校
多種学校において献血セミナーを開催し理解を深めていただく。また

伏血実施校に対しては、セミナーを実施する機会を設けていただき、参
旧惚力者数を高める

献血参加者700人 日本ラクロス協会献血 継 続 大学生 1 回
まいどなんば献血ルーム

ナンパ周辺会場
E畿圏内の大学ラクロス部の部員による献血呼びかけボランティアと

訳血協力

前年度を上回る献血参カロ者 学生4oomL献 血 継続 大学生 9月～1月 651吏 大学、専門学校内
交内献血において記念品を進呈し、献血にチャレンジしようという意識
ご高める

年齢 層 に応 じた献 1
生産 において 1士 ロ

肛推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事業内容

新規 ・継続 対象者 ※具体的に計画している庚
施月′記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者 1000人 献血おもしろ
ゼミナール 継続 小学生 7月～8月 16回 血液センター 薔=鸞lヨ傷鶴沼属褥 繁署翼錯識♂讐

を

瞭血ボランティア参加校
2校以上

献血ルーム

ボランテイア
新 規 高校生 4月～3月 2回 献血ルーム

武血ルームにおいて、特枝を生かした献血者へのサービス実施と呼び
いltポランテイア(倒漑 銀絵サービス等)をしていただき献●にふれて

3企 業等における献血の推進対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している多 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

前年度を上回る献血参カロ者
オフィスDE献血あり

力`とう 継続 事業所 12月～3月 100社 各事業所
4∞mL献 血の確保が厳しくなる時期において、テラシや依頼はが含等
でPRし、協力者に記念品を進星する

4複 数回献血協 力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

再来者25%以 上
a00mLfitfr
) t ^9> 継続 400mL献 血者 9月～3月 1 回

月-11月 まで固定施設における40omL献 血協力者にブラスワンカードを配布し、3月までの再来者に
2念品を進星する

新規会員 150釧0人 けんけつE倶 楽部
新規募集強化

継 続 献血者 4月 ～3月 , 回
鷲鉢広告や勧銹テラシを作成し、新規登録者向けの記念品を進皇することによって、Eメール会員の新
見登録強化を図る

既存会員数の維持
けんけつE倶楽都
会員ポイント制 新規 メール会長 4月～3月 え会員へのサービスの充実を国り、会■向けポイント制を導入し記念品を作成する

依頼はがきによる応諾124% 依頼応諾者推進 継続 400mL献 血者 12月～1月 3～ 4回
OOmL献 血者の確保が厳しい冬期において、依頼はがきを発送し献血者の確保を図る。協力者に″諾
已念品を進呈することにより応諾率のアップを図る。

Eメールによる応諾全血18%、血
小板30% 依頼応諾者推進 継続 メール会員 12月～1月 3～ 4回

l 豊事? 製 サ規 鋼 劣 り[ 識

‐ レを発信し献血者の確保を図る。協力割 こ応緒記念品を

内容(具体的かつ詳細に記載すること)

な献血ルームを拡張することで献血者の受入籠力を上げる。開設に合わせて周辺商業
年層をターゲットに広報展開を行い、開設キヤンベーン等を実施することで献血協力者`



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

∞
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兵庫県赤十宇血液センター

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的| 対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している事
施月を記量すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

30回 若年層献血セミナー
継 続 小中高生他 通年実施 30回 各学校及び血液センター

,政 と連携のうえ、血液の知識.献血の重要性、新採血基準等につい
(献血セミナーを実施し、高校生をはじめ若年層に対する献血思想の
野及啓発に積極的に取り組むことにより将来の安定的な献血者確保
0基盤の形成に努める。

100校 高校 学生キヤンペー) 新規 高校、大学生他 通年実施 100回 県内高校、大学校他
上記献血セミナーの実施と併せて、献■に親しみを持つてもらえるよう
独自の記念品等を作製し、高校献血の実施拡大と大学献血等におけ
る献血参加者の増を図る。

藤皿書の年齢層I

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している家
施月を記載すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

2回 以上 (loo人 以上) こども見学会 継 続 小学生 7月～8月 2回以上 血液センター 見子でプレゼンテーション型式によリクイズ等を交えながら血液と献血
こついて学習してもらい、献血に触れる機会を増やす。

200人 以上
り組織育成事業 継続 大学生他 通年実施 多数回 血液センター

に学生他、医療に携わる看腋学生及び中学生等の血液センター見学
ρ研修会を積極的に受け入れ、献“や血液製剤に関する理解や献血
卜験の促進を図る。

3企 業等における献血の推進 策

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している婁 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

100団 体 継 続 企業、団体 通年実施 1 5 0回 企業、団体
誅血サポ‐ターマーク(ロゴマーク)を協力団体、企来に対して配付す
Sことにより、よリー層献血に対する理解を深めてもらい継続的な協力
よもとより不足時年における積極的な協力が得られるよう努める。

4複 数回献血協力者の確保対策

∞
∞

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している,
施月を記載すること

回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

0奥献血者数に対する年2回 以上の
広血者数の割合を279●を目指す 継 続 年1～2回の献血零 通年実施 多数回 年1～ 2回 の献血者に対し、はがきや封書による複数回の献血協力依頼をする。

彙数回献血クラブ会員数年間4000
のヽ新規登録奢数を目指す 新 規 未登録者 通年実施 多数回 大学や献血ルームにおいて推進担当者が積極的に勧誘する。

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している扶
施月を記載すること

回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

16歳から29歳 の献血構成比2696 新規 若年層 月、1～2月 その他日程鯛期 数 回

若年層に人気のあるサッカークラブ(選手)の協力を得て、若年層への積極的な献血多加の促進と将来
の献血者となる児童等に献mを 身近に感じてもらうことを目的にスタジアム内外での啓発や献血キャン
ペーン等を実施する。

16歳 から29歳 の献血構成比26%と
400mL献 血146,927人 (H24年 度
事業計画)の達成

もっと知って :赤+宰 と献● 新規 不特定 5月2回、その他日程調整1 数回
県内赤十字施設と連携のうえ、献血の重要性を赤十字活動とともに広く県民に周知し、若年層を中心に
幅広い年代層の献血と赤十字事業への理解者を増やす。

16歳から29歳 の献血構成比26%と
高校大学献血100校 及び献血セミ
ナー実施回数30回

若年層への献血啓発 新規 若年層 通年実施 多数回
上記1若年層献血者確保対策の高校・学生キャンペーンのとおり啓発資材及び記念品を作製し、若年用
の献血受入を積極的に行うとともに大型ビジョンの活用年により効果的な映像による広報年を行う。

採血計画(12月 、1月)の実行 冬季の血液確保対策 新規 不特定 1 2月 ～1月 1回以上
最も献血者確保が厳しい時期の対策として、あらかじめ新聞等の広報の実施と次回献血可能日を知ら
せ、春先の協力(複数回献血)を推進する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

奈良県赤十字血液センター

着確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している 回 数 予定場所 内容(具体的かつ鮮細にIE載すること)

年2回開催、参加50人 セミナー開催 継続
高校生、専,3学生
短大生、大学生

4月 ～3月 血液センター

奈良県学生推進協議会のメンバーに献血の現状、医療の

現状等の講演を行い、献血の重要性を図る。
奈良県学生lt進協議会のメンバーに近畿プロック血液セ

ンター見学を行い、献血推進の意識を図る。

年12回 開催 セミナー開催 新規 中学生、高校生 4月～3月 各学校
県案務課と協力し県教育委員会に献血の重要性を理解
していただき、中学生・高校生への献血知識向上のため、
パワーポイントを中心に実施する。

年5校献血実施 高校内献血 継続 高校生 4月～3月 各学校
・上記と同様にセミナーを開催し、高校生への普及薔発と
して献血実施を依頼する。

献皿有の年齢層に応じた献 El推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している
実施月を記載すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

400人 以上参加 献血まるわかリゼミ 継 続 小学生・保護者 7月 ～8月 血液センター

・小学生及び保護者対象に献血知識向上のため、各市町
村の教育委員会の協力を得て各小学校にチラシを配布す
る。
パワーポイントを中心に行い、献血クイズを実施する。

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

24社 登録 新規開拓 継続 企業及び団体 4月 ～3月 各事業所等

・新規献血協力企業・団体の確保
・事業所担当者に広報資材(愛のかたち、献血だより)を見
ていただき献血の必要性を理解していただく。

12社 登録 休眠開拓 継続 企業及び団体 4月～3月 各事業所等

・休眠事業所 団体の再開働きかけ
・事業所担当者に広報資材(愛のかたち、献血だより)を長
ていただき献血の必要性を理解していただく。

6社登録 複数回献血開拓 継続 企業及び団体 4月 ～3月 各事業所等

・献血協力企業 団体の年間献血回数の増加
・事業所担当者に広報資材(愛のかたち、献血だより)を見
ていただき献血の必要性を理解していただく。

保対策

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者 ※具体的にEl回している 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血クラブ会員6 0oo人 会員増強 継続 全瓢血者 4月 ～3月

・全瓢血者に複数回献血クラフ会長募集チラジを配布し、増強イベントとして新規会 F

記念品を進星する。(ご当地けんけつちゃんボールペン等)

メールによる献血依頼要請を
行い、応諾率10%以 上確保。

依頼要請 継 続 メール会員 4月 ～3月
・上記内容を実施し、会員数を増強して、400mL献 血・血小板献血毎に依頼し、
応諾率10%以 上確保する。

内容(具体的かつ詳細に記載すること)ィ、

・季節毎にウィークデイイベントを実施し、先着50名 に記念品を進呈する。
(食バン、フランスバン等)

・健康相談事業として、県観理師会・県榮養士会 自赤奉仕団の協力を得て、



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

和歌 山県 赤十字血液センター

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

若 年 層 献 IL看確 保 対 策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 :事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

キャンペーン中の16～29歳の
若年層献血率を30%に する

学生献血推進協議
会主催キャンペーン 継 続

16歳～29歳の若
年層

5月～3月 回

　

一　
定

‐２
　

一　
未

県下全域
学生献血推進協議会メンバーにより企画、広報、接遇を行

高校生の献血者数を1,000人に
する

高校生献血

推進事業
継 続 高校生 通 年 県下全域

高校生献血セミナー、学内献血等により高校生献血を増や
す。

若年者献血セミナー 4回実施 旨年者献血セミナー
継 続 大学・専門学校生 通 年 4回 県下全域

大学・専門学校生を対象にセミナーを実施し、献血への関
心と知識を提供する。今まではセミナー受講者数をテーマ

としたが、セミナーの内容にテーマを変更した。

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している' 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載するぅと)

血液管理センター

またはプロックセンター見学
小学生40人 以上の参加

青少年等献血ふれ
あい事業

継 続 小学生 7 月～8 月 2回
血液管理センター

プロックセンター

小学生に献血に興味を持つてもらい、将来の献血に繋げ
る。また、同伴の保護者の方にも改めて献血について認識
していただき積極的な献血参加をお願いする。

献血セミナー参加者300人達成
青少年等献血ふれ

あい事業
継 続 1学 生以下の子伊 9月～1 1月 2回

小学校
催事会場

献血の説明と献血車の内部見学を実施し、献血に関心を
持つてもらう。(血液管理センター、プロックセンター見学を

除く)

中高年向け献血セミナー

の実施5回
50歳以上への献血

普及啓発事業
新 規 50歳以上 通年 5回 県下全域

献血可能年齢等、献血知識の普及啓発により、献血の継
続と周りの方へ献血を勧めていただく。

企業等における献血の

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画しているコ
施月をta載すること

回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規企業・団体 15社獲得
新規献血協力企業

の開拓
継 続 企業・団体 通年 県下全域 新規事業所・団体の開拓を行う

薇 双 回瓢 血 協 力者 の確 保 対
,平 成 24年 彦 におしヽτlt l

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

覆数回献血クラフ新規加入者
1.000人

複数回献血協力者
確保対策

継 続 献血者 通 年 姜遇時、クラブの案内チラシを渡し入会を勧ある。

複数回献血者率 28% 複数回献血協力者
確保対策

新 規 既献血者 通 年 訳雰J鯰肥醜臨驚菫脚警F占蓄県ぶ朧
健康相談等 6回実施 健康相談 継 続

献血者
献血不適格者

通年 6回
1血者・献血不適格者に健康相談を行うことにより、健康に関心を持つてもらい、次回
D献血に繋げる。

内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

50歳以上への献血
普及啓発事業

年向け献血セミナーを実施することにより、同年代の献血を増やす。

年向け献血セミナァを実施することにより、同年代の献血を増やす。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

鳥取県赤十字血液センター

1 若 年層献血者確保対策

2献 血者の年齢層に応した献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画している鉄 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

県下高等学校32校 の1/3(1
0校 )を目標に献血の推進を図
る。

出前講座 新規 高校生 5月 ～ 10月 10回 公立.私立高等学校
地方公共団体との連携の下、高校3年生を対象に資料を
配布し、血液の必要性を説明し推進を図る。
(参加者:1校200名を予定、10校延べ2.000名を予定)

県下高等学校32校 の1/3(1
0校)に参加いただくことを目標
とする。

若年者セミナー 継続 高校生 フ月～8月 3回 県内のショッピングセンタ‐

地方公共団体との連携の下、高校生を対象にスライドを活
用
した学習を行い、献血への理解を深めるとともに献血呼び
かけ体験を通して献血意識の向上を図る。
(参加者:1回3～5校30名を予定、3回延べ90名を予定)

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

歓血推進団体主催の協力実績
り`前年の回数を上回るよう推進
旨図る。(15回以上)

献血協力団体育成 継続
大学生

ライオンズクラブ
4月～2月 6回

大学
ライオンズクラブ事務局

資料を配布し、血液の現状や必要性を説明し、夏季・冬期
の
献血者不足時に効果的な推進を図る。
(対象者:1回15名を予定、16回延べ240名を予定)

250人の参加が得られること
を目標とする。 献血セミナー 継続 小学生 7月～8月 10回

血液センター

県内会議室

書内小学校高学年を対象にスライドを活用した学習をはじ
め、
L液センターの見学や移動採血車の見学を取り入れ実施
ナる。(■日を含め5日間、延べ10回開催:対象者250人 )

480名 以上の複数回献血協力
を得ることを目標とする。

菫数回献血

協力者確保
継続

夏数回献血クラブ
ニ登録されていな
献ヽ血協力者

4月～3月 24回
血液センター

献血ルーム

複数回献血クラブに登録されていない方2.400名 に、ダイ
レクトメールで要請を行ない、応諾率20%以 上(480名以
上)の協力を得る。
1回200名 を対象に年24回 ダイレクトメール要請を行う。

寸策

平成24年度の数値目裸 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者
実地時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

曽査:留英磐橿l電謝凛贈2を
目機にロゴマークを配布する。

献血協賛企業
活動推進

継 続 企業・団体 4月 ～3月 500回 県内の企業・団体

訳血広報資材に献血サポーター事業所名や後援している
1容を掲載し、県内500事 業所に広報資材を配布し、65
1
33%)の 登録を目幌に推進する。

協力者の確保対

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実面時期

※具体的に計画している実 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

人)
のうち、22%(全体を1.300人と

晦 み皇)
鴨数回献血

協力者確保
新規・継統 献血協力者 4月～3月 フ73回

全献血会場(773稼働)で紹介用リーフレットを活用して職員が説明するとともに、固定
ξ設や移動採血車に即時登録ができるサイトスタンパーも配置し推進を図る。
1対象者3.500人 )

献血者確保対策
(各種キャンペーン

広く県民への献血の普及啓発を図るため、報道機関を活用し各種キャンペーンを
する。

・世界献血者デーキャンペーン
・愛の血液助け合い運動月間キヤンペーン
・はたちの献血キャンペーン
・サマー献血キャンペーン
・年末年始キャンペーン
・クリスマス献血キャンペーン
・パレンタインキヤンペーン
・健康キャンペーン           (1.700人 を対象)

蠍蹄星を告=台魔眸醤昂雰場堰1鍮 甥F前
者を確保

(4650人 を対象〉

′―ムの3周年を記念し、さらに報道機関を活用して献血ルームの所在を周知を
ともに、イベント実施期間中に来所いただいた方に記念品を贈皇する。

(180人 を対象)



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

島根県赤十字血液センター

０
い

3企 業等

4複 数回献血協力者の確保対策

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画しているま 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

セミナー参加者200名 以上
島根大学「漱風祭」

献血セミナー 継 続
島根大学学生及

び一般 島根大学漱風祭会場
お風祭を後援し祭り会場で献血セミナーを実施し大学生を
はじめとする来場者、関係者に献血思想の普及啓発を行
うと共に、献血バスを配車して当日の献血受入を行う。

松江高専「高専祭」
献血セミナー 継 続

松江高専生徒及
び一般

10月 松江高専祭会場

松江高専祭を後援し吹奏楽部演奏会に合わせて献血セミ
ナーを実施し、高専生をはじめ来場者、関係者に献血思
想の普及を行うと共に献血バスを配車して当日の献血受
入を行う。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値 目模 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している, 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

参加人数 150名 (親子)以上
夏体み小学生親子
血液センター見学

体験教室
継 続

小学5・6年 生及
び保護者

8月 8回 血液センター
寺来の献血者として輸血医療を支えていただける小学生
,・6年生を対象に、献血や血液について親子で知識や興
床を持つていただき、親しんでいただく。

実施高校5校 以上 高校出前講座 継 続 高校生 通 年 5回 以上 応諾高校

10代の献血車の柱であり将来の若年層献血者を担つて
いただける高校生を対象に、血液や献血についての学習
を通して献血思想の普及啓発や助け合いの精神の醸成を
図り、新規高校献血実施に繋げる。

確 対 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
栞胆時期

※具体的に計画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血サポーター企業 (団体)を
3社 以上増加する

献血協賛企業活動
推進事業 継 続

献血協賛企業(団
体)

通 年 3回 以上 各企業(団体)

膜血協賛企葉に献血サポーターとして登録いただき、一月
D献 血推進活動の促進を図る。献血サポーター制度につ
. てヽ職員の理解を高め1企 業にとつての魅力をPRし てゆ
雪、登録に結びつける。

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者 る

と

『
¨

¨
回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規入会者500名 複数回献血クラブ
登録強化

新規
未入会の献血協

力者
通年 随 時

良数回献血クラブ入会募集バンフレットを作成し、固定施設(母体299稼 働、ふれあ
1ヽ51稼 働)や移動採血(大学・高専で9稼働)で随時案内を行い入会促進を図る。

平成24年度の数値 目標



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

岡山県赤十字血液センター

０
「

1 若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実池時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

学生献血推進ポランティア組織
'口盟校を1校増加させる

学生献血推進ポラ
ンティア組織へのカ
盟校参加促進

継続
た学生、短大生、専
■学校生

4月～3月

書内献血会場および学生

状血推進ボランティア組
織主催のキャンペーン会

易

学内献血および学生献血推進ボランティア組織主催の
キヤンペーン会場等において、ティッシュ、バンフレット等を
用いてボランティア組織への勧誘を行う。

学生献血推進ポランティア組綺
の研修会を1回開催し、40名の
参加を募る

学生献血推進
ボランティア組織の

研修会開催
継続

生
ヽ

短大

雄

生

学

学

門 1 回 未 定

駄l llに関す0知 :蒻の習待、キヤンベーン芸場での呼ひか

す時における対応等のロールプレイの実施等を内容とし

た研修会を年 1回実施する。また、参加人数を40名 とす

夏休み小学生親子体験教室を
14回 開催し、700名 参加、校数
125校 を募る

夏休み小学生親子
血液センター体験
教室

継続
1 学ヽ5、6年生およ
メ保護者

7 月～8月 14回 血液センター

D市教育委員会管轄(約370校)については、各市教育委
員会にある各学校あて備え付けポストを利用し、各小学校
ちてに募集チラシを配布する。
フ町村管轄(46校)及び市立校(4校)については、郵送で
募集チラシを配布する。
Эホームページ掲載により、参加募集を図る。
Э報道機関を活用し、参加募集を図る。

赤十字出前講座を30校で実施
する 赤十字出前講座 継 続 高校生 4月～3月 30回 県内各高校

県教育委員会の後援をいただいた後、県内各小学校に参
加依頼文・チラシを郵送し参加者の募集を行う。併せて、ト
Pに よる参加者募集の呼び掛けも行う。

学生を中心に献血ルームでの
400mL献 血者を400人確保す
る

固定施設における
全血献血の確保

新 規
た学生、短大生、
専門学校生

4月 ～3月 熟内各大学、短大、専門
絆校

学生献血推進ポランティアおよび学友会等と密な連携を
図り、通常時にも安定的な全血献血確保する。また、併せ
てポイント制のキャンペーンも実施し確保に努める。

献 血

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規 :継続 対象者 ※具体的に計画している, 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

旨年層 (20代)の献血者数を
3%増 加させる

若年層献血者の確偶 継 続 2 0代の県民 4月～3月 固定施設を中心として
全献血会場

献血看にアンケートを実施し、若看にも好まれる!献血処
遇品Jを選定する。また、年間を通して岡山県の特産品を
用いたキャンペーンを実施し献血者の確保を図る。

における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者 ※具体的に計画している, 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

実ヽ施協力団体に対し、30社
折規登録を行う。

臥血協賛企業
確保対策

継続 未実施協力団体 4月～3月 県内各未実施協力団体

見在、献血未実施である協力団体を訪問し、献血への理
解を頂くとともに、実施を依頼し協力企業数の底上げを図
6.

本眠協力団体に対し、20社に
駅工実施の依頼を行う。

賦血協賛企業
確保対策

継 続 休眠協力団体 4月～3月 県内各休眠協力団体
現在、体眠状態である協力団体を訪間、掘り起こしを図り
協力企業数の底上げする。

4複 数回献血協力者の確保対策

０
∞

平成24年度の数値目標 事業名

具 体 的な対 策 事 業 内容

新規・継続 対象者
来 馳 時期

×具体的に計画してぃる雲 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

重数回クラブ会員へのメール
こよる要請で応諾者数1,0∞人
よ上および会員数1,6t10人増加

継 続 複数回クラブ会員 4月～3月 12回
事業 う定期的な依頼を行う。また、サイトスタンパーを用いて会員数を1.600人増加させる。

司―献血会場での過去献血者
のヽハガキによる献血要請で

ふ諾者 12.500人以上

員数回献血者確保
=業 継 続

同一献血会場で
の過去献血者

4月 ～3月
4.200回

要請回数)

同一献血会場での過去献血者(過去3回分について検索)ヘハガキによる要請を年
間4.200回行う。それにより事前周知を図るとともに、献血の重要性を認識していただ
く。

1回協力の(企業・団体)に対
、20社に複数回実施への移
を行う。

継 続
年1回協力の(企
業・団体)

4 月～3月
事業 数回協力いただけるよう要請する。

平成24年度の数値目標 事業名

具体1

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的にlt画しているま 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

血小板成分献血の実献血者を
4,800人確保する。

固定施設における
成分献血の確保

継 続
Ol小板成分献血

協力者
4月～3月 20回

岡山市内の大学・専門学校等に「血小板成分献血の協力のお願い」ポスターの掲示、
およびチラシの配布を行い、固定施設での成分献血の参加を呼び掛ける。キャンペー

ン期間中に学生証を提示して下さつた方に記念品を贈呈する。

献血ルームでの400mL献 血者
を3.000人増加させる。

固定施設における
全血献血の確保

新 規
多動施設での400
nL献 血協力者

4月～3月
移動施設での献血時に、移動施設でチラシを配布し、持参された方に記念品を贈呈
する献血キャンペTン を実施し安定的な全血献血の確保に努める。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

広島県 赤十字血液センター

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的にtt画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

親子含めた参加者数
250名以上

なるほど献血教室 蹄
小学4年～6年生と

その保護者
平成24年7月～3月 10回程度

広島県赤十字血液センター

及び日本赤十字社広島県支部

1 学ヽ4～0年生とその保護者を対象に 血液センター見学会を開催1曰2回 (計0

将来の献血=盤 の拡充を図るとともに保護者への献血協力を促す。

募集方法は広島市内及0そ の周辺●J" 学ヽ技高学年全員を対無にチラジを配布

材やスライドシヨーによる座学綺載と各部門の見学を47う。

訪F.5校数3校 献血教室 継続

高校献血実施校
及び大学・短大・

専門学校生

平成24年4月～

平成25年3月
随 躊 各学校

賦血実施校の生徒を対象とし、献血の必要性を講義。その
癸の絞内献血への参加と400mL献血の推進を促す。

受入校数5校 職場体験学習 継 続 県内中学生
平成2 4年4月～

平成2 5年3月
5校 広島県赤十字血液センター

血液センターの役割について学習する。
・献血と輸血について(座学研修)
・製剤及び検査部門の見学
・献血推進、供給音「門の体験学習

訪問校数15校 献血セミナー
新 規 県内中高生

平成24年4月～

平成25年3月 随時 県内の各学校
中高生を対象にスライドや展示パネル等を利用し、命の大

切さと献血の必要性を訴える。

10代献血率42%
高校卒業予定者

献血広報資材配布
継 続

高校生

(卒業予定者)
平成2 5年1月 随 時 各学校

行政とタイアップし、卒業予定の高校生及び若年層が集う会場な

どで献血に関する広報資材を配布する。

の 年 齢 層 | 進対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 ・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

20代 以下の献血率24%
学生

ポランティア
セミナー

継 織
大学生

(短大生含む)

平成2 4年4月～

平成2 5年3月
2菫コ 広島県赤十字血液センター

大学生を対象に、献血に関するセミナーを開催。献血への

理解を深め、献血思想普及の重要性について学習する。

学習をもとに学生主催の献血を実施することで、就学時の

試血体験と将来的な献血者数確保の足がかりとする。

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実 施 吋 PUl

※具体的にEl画している実 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規サポーター 10団 体確保
献血協賛団体

確保対策
継 続 献血未協賛企業

平成2 4年4月～

平成2 o年3月 随 時 各事業所等

罰菜施設等を中心に寿桑する。
サポーター登録により、一層の協力を促すとともに、社会頂
歓活動を行つている施設であることをアピールでき、相乗リ
果を出す^

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者・

夫 地 時 期

※具体的にII画している実 回数 内容 (具体的 かつ詳細に記載すること)

複数回献血者確保目標人数
5000人

複数回献血クラブ
会員募集

継 続
複数回献血クラブ

未登録者
平成24年4月～

平成25年3月 随時
鐘献血者を対象にリーフレットを配布し、登録を促す。特に、登録者の少ない移動献血会場で
,呼びかけを強化する。

応諾率27%(月 平均)
ハガキによる
献血要請 継続

血小板献血
協力者

平成24年4月～

平成25年3月 月1回
誕生日を迎える血小板献血者に向けて当該月に献血依頼ハガキを送付。
村象者が献血参加した場合、記念品を進呈する。         ・

ハガキ要請応諾率40%
ハガキによる
献血要請 継 統

県内400mL献 血
協力者

平成24年4月～

平成25年3月
随 時

移動献血会場での協力者に同会場での献血を依頼するハガキを送付し献血協力を促
す。
特に初口(新規)献血者は20歳 代が多いことから、再来への対策を強化する。

平成24年度の数値目標 事業名

具体1 対策・事業内容

新規・継続 対象者
実馳時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

もっとクロスEI画
～地域に密着した
キャンペーンの実施

継続 県 民 平成2 4年4月～1 2月 年3回

プロ団体・ライオンズクラブとの献血推進共催イベントの実施
【対象】 広島東洋カープ/サンフレッチェ広島

・ホームグラウンドでのゲーム日に合わせた献血実施
・スタジアム内やグラウンド上でのPR
(マスコットキヤラクターと「けんけつちゃん」共演)
複数回献血クラブ新規登録促進
・プレスを活用した幅広い広報

来館者数200名

情報プラザ【仮称】
周知

～ようこそ !
血液情報プラザヘ 新規 県 民

平成24年1 1月～

平成25年3月 随時

新社屋内に新設する「血液事業の総合展示館」として、広く県民に周知するとともに

幼年期を含めた若年層から血液事業全般の理解を促す施設の広報を展開する。
・情報プラザ案内のリーフレット作成
・対象年代への来館案内チラシ配布
WEBサイトを希1用した来館案内



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

山 口 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー

い
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藤 l l l者確 保 対 策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 る

と

¨

一

¨
回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

10～ 20代 の献血率を20% 継続
山口県学生献血il進協議会
く短大 専Fl学校 大学生)

5月 ■ 1月 血液センター会議室
年2回講師を依頼し 献血についての知識、理解の普及。他団体との

交流を図る。今年度は、若年層の割合20%を 達成するには、どうすれ
ば良いか重点を置く。

10～ 20代 の献血率を20% 学生推進協議会役員` 継続
山口県学生献血推進協議会
(短大・専「1学校 大学生)

通年 15回 /年 血液センター会議菫 油口県学生推進協議会の企画、運営.また加盟団体との情報交換.

10～20代の献血率を20% 高校献血 継続 高校生2年～0年 通年 15枝 各高校

23年度2～3校の緩やかな目標で4校実施したが、24年 度は4月から
JRC加 盟校を始め、県立 私立フ9校を県献血担当者と訪F・3じ積極的
な推進を行う。

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 継続 対象者
実施時「Jl

※具体的に計画している家
施月を記戯すること

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

'カロ者合計200名
小学生親キ血液セン
ター見学体験教室

継 続 小学校高学年とその保31者 =体 み 血液センター
体験教室で、初めて支部と合同で行う。【センター】血液 献血について
スライドで説明、啓蒙Dvoの 上映、施設及び保血車、血液運搬車の見
学.【支部】炊き出し、救急法等実施。

J ・ヽ中・高校を対象に合E130校 献血出前講座 継続 4ヽ中・高校生 通 年 各学校
高等学校学習指導要領解説 保撻体育編Jに献血に関する内容う筵
'込まれたことから今年度は、高校への出前講座を積極的に行う。

応募ポスター150点 ・作文100点 賦血推進ポスター 作文
募集 継続 4ヽ中・高校生 5 月～ 1 0 月

熟下全校に募集を力Чナ、選考委員により表彰を選考し、県にて表彰式
:行う.

16720部 献血読本の配布 継続 中 高校生 1 回 各学校 雪校1年生全員及び中 高校各学級に1冊配布する。

る献 llnの推 進 ,策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
案胆 時 期

×具体的に計画している' 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規 休眠献血事業所
等の開拓・確保

継続 献血未実施団体 通年 随 時 移動採血車・固定施設 折規‐体眼事業所等の開祐を行う。

20社 献血サポーター募集 継続
武血への理解があり、複数回¢
献血実施の実績がある企業

通年 随 時 移動採血車 固定施設 折規事業所の開拓を行う。

4複 数回献血協力者の確保対策

Ｈ
Φ
一

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画している洟
施月を記載すること

回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

2回 以上/年 複数回献血者確保 新規 年間協力回数1回の献血者 通年 随時
一人当りの400mL献 血協力回数が2回以上11なるよう、DM等 で再来を呼びかける。

2回 以上/年 ライオンズクラブ協力率
アップ 新規 県内全ライオンズクラブ 通年 随 時

卜実施及び年1回協力のライオンズクラブに対して協力回数の増を依頼する。結果、県内全ライオ
′ズクラプの平均が年2回以上。

年度新規会員1,500人 以上 複数回献血クラブ会員
地員

新規 献血者 通年 随時

Fラシの配布(40000枚 )や非接触型携帯サィト接続ユニットを設置し、新規会長を増やす。平
出23年度末で会員数2500人 (見込み)なので、平成24年 度は累it4 000人 を目棟とし、平
に26年度までに献血者の1割を複数回献血クラブ会員とする。

平成24年度の数値日標 事業名

具体的な

新規・継続 対象者 K具体的に31画している実 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血者率 10% 新規協力者確保対策 新規 献血未経験者 通年 随時 斤規献血者の開拓を行う。(400mL献 血17歳以上男性高校生‐初回者献血キャンペーン)

3回 以上/年 商工会青年部献血実施 新規 商工会青年部 通 年 随時
ヨ人の協力はあるが 組織としての協力がないため、研修会等へ積極的に出席し、献血の重要性
必要性)を説明し、組織としての協力を仰ぐ。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

徳島県赤十字血液センター
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1若 年層献血者確保対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 ・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している凄 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

実施回数4回
国庫補助

(若年層献血セミ
ナー)

継続 高校生・大学生 4月 、8月 、12月 、2月 4回 各学校内

|=総 会においてユ腋事業の研修 意見交換会を行うとともに、福織強,ヒ

こ各llイベントを実施する.

現在休上している学内献血未実施高校(400mL献 血曼入可能な学校を

1,)に 対し、献■,加 の啓発、説明会を4Tう。

献血

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している栞

施月を記載すること
回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者数3 6 0 名。
国庫補助

(青少年等献血ら、

れあい事業)
継続 小学生高学年と保護者

夏休み期間中
7～3月

9回 血液センター

3市 0町 の教育委員会の承認後、小学校75校 に募集チラシ
●15.000枚 を送付し、親子を対象に募集を行い、血液についての
,習 会、血液センター見学、献血模擬体験等を実施する。
マスコミ各社にニュースリリースを配信する。
参加者(小学生)に記念品を進呈することで参加意識向上を図る

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規・休眠協力企業・団体を
15社 増加する。

献血協力企業・

団体増加対策
継 続 企業及び団体 4～ 3月 各事業所

F規●菫所0開 獨ならびに体鴫企秦0糧 れ を保償所と選携して行う。

)螢の議血協力を推進する。

研修会、意見交換会の開催
献血協賛企業活動

推進対策
継続

ライオンスクラフ担当者
献血企業担当者

7月 .8月 2回 未定
R下ライオンズクラフIn当者ならびに献血協力企葉lB当者に対して血腋事業
,現状説明 意臭交換会を実施することで更なる協力を得ることを回る。

協賛企業訪問回数100社 国庫補助
継 続 献血協賛企業 通 年 100社

獣血に協力いただいている企業・El体を訪問し、献血
ナポーターヘの参加を依頼する。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している,

施月を記載すること
回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規モバイル登録者数375名
(対前年度比12096)

複数回献血者
確保事業

継続 未登録献血者 通年 :碧製穂::殖1:曽:鰊 霧藍趾寵鷹ri依頼す
る。

【
〇

●

5そ の他

平成24年度の数値 目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
K具体的に計画している事

施月を記載すること
回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

対象キャンパ‐ン(7月 12月、1月)での
総献血者数の前年実績比 1ヽ0% 広報事業 継続 県 民

1月 fはたちの根血J
3回

票盟機発暑臨 絵 : r を
周知することこユ 県民への働きかけをより充実させ、鋼 中の

膚露じ冒鷺艦

の経買率が動 方細 こ 曖 の月限 」 はたちの献山 の献血啓蒙広告を

i職編::4意 '■ 覺奎認 堺 電 線 彎 撃 高籍 る。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

平成24年 度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

香川県 赤十 センター

献血者の年齢層に応じた献血

一
〇

い

愛媛県赤十字血液センター

い
０
０

1 若年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者数 (親子 )160名 夏休み親子見学教霞 継続
小学校高

~F年
と

その保護者
3回 血液センター ユ液 献血関連のスライド説明 啓栞DVDの上映、採血車 血液

翼搬車 製剤課 供給課の見学、キッズ献血カードの配布。

参加者数100名 継続 高校生 7月 1月 3回 街頭献血及び献血ルーム 状血関連の講議を受講して、献血の必要性を認知したうえて、
ショッパーズモール及び献血ルームにて呼びかけを行う。

参加校8校 (500名 ) 献血出前講座 継続 小学生 9月 ～3月 8回 小学校
宅童には、分かりやすいクイズ等を含めたスライド学習により
献血 1を知ってもらい将 来の 献血世 代 の 拡 充を図 るヽ

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10校 1.000名参加 献血ふれあい事業も合 継続
高校生,専門学校
生 短大生 大学生

4月～3月 10回 学内及び献血ルーム
状血未・休眠実施校を中心とし、献血の必要性を講義して
交内献血への実施及び再開と献血者増へと導く。

企 る献血の推進 ,寸策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者 ×具体的に計画している募 回数 予定場所 内容(具体的かつ群細に記載すること)

新規献血事業所(団体) 欧血協賛企業活動
t薇凛撃 継続

未実施協力事業
所(団体)

4月 ～3月 随時 各事業所等
n液センターのHpにある「献血協力団体のご紹介Jを周7VIして、
し域社会への責献度を県民に認知、献血実施に繋げる.

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画しているヨ 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること〉

複数回献血クラブ会員の1 0oo人
増 確保事業

継 続 年 1回 の協 力者 4月 ～3月 随 時 学域献血時にイベントを実施し、募集を強化(平成23年:2月末現在:2965名)

平成24年度の数1直目標 事業名
新規`継続 対象者 ×具体的に計画しているヨ 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

1若 年層献血者確保対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

学内献血における協力者5%増 献血セミナー
継続 大学生 4月～7月 4回 各大学

訴入学生対象のガイダンス時に献血広報を実施するとと
しに後日学内献血を実施し協力者の確保に努める。
ワヾーポイントを使用して若年層献血者の減少や、県内

共給量の状況説明ならびに広報用DVDの 利用

'内献血回数の増(55会場/年 若年層確保対策 継 続

高校生
専門学校生

短大生。大学生
4 月～3月 学 内

1月の入学シーズンから学園祭前後を重点として、大学生
D確保に努める。
既に生徒の協力を得ている高校については継続、教職員
Dみを対象にしていた高校においては生徒の献血、また
千規に協力いただける高等学校の開拓を、県教育委員会
D理解、協力を得ながら推進する。

出前教室の開催フ0校・10,000メ 出前教室 継続 中・高校生 4月 ～3月 各中学校・高等学校

P字生を中心に藤皿に関する広報、教育を実施し、将来
D献血者確保に努める
ワヾーポイントを使用し、所長が医師としての体験談を踏

にえながら献血の重要性を説明

た献 IOl推進 対 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している撲 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

i校生サミツト(仮名称)(1回/4 若年層に対する献
血理解促進事業

新規 高校生 未 定 未 定

県と共同じ若年層への献血思想の普及を図ることを目的
として実施する。献血可能年齢となる高校生を集め推進会
議を開催し、講演、体験発表及び意見交換等を行い献血
への理解を深めることにより、県下35校以上の献血を目
標とする。

小学生親子体験教室 (25組) 献血セミナー
継 続 小学生親子 5回

血液センター

献血ルーム

松山赤十字病院

小学生親子を対象に、ビデオ等を使用する会議室での座
学や、ルームでの献血見学ならびに病院での輸血見学や
看護業務体験等。



3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実 施 時期

※具体的に計画している雰
施 月を記"す ス[′

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記戦すること)

継続 企業および団体 4 月～3月 各事業所 ライオンズクラブ等の紹介により獲得に努める

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具 体的に計画している,
施月を記載すること

回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血クラブ加入者の新
規登録者確保(1,00名/年)

複数回献血協力者
確保対策 継続 献血協力者

平成24年4 / 1～平成2
54F3/31

名/1台 X50

台/月 X12

カ月=

獣血者全員に「複数回献血リーフレット」を配布すると共に、主に業務課接遇職員が
複数回献血クラブ未加入者に対して業務に支障の無い範囲内に於いて、複数回献血
クラブの必要性を説明し―稼働で1名の加入を目標に推進に努める。又、衡頭献血に
於いては一名以上の加入を目標とする。

Ｈ
Ｏ
ヽ

平成24年度の数値目裸 事業名

対策 ・畢 栗 "谷

新規・継続 対象者
失 施 時期

※具体的に計画している,
縞月′言己壺する[ル

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血者数180名
(初回献血者 15%・参加ポラン
ティア50名)

質の献血キャンペー) 性続
若年層ならびに初
回献血者

月初旬 回
大型商業施設内でのイベ

ント開催

学生ボランティアを募り、献血への協力ならびに現場での
呼び掛けを実施。
,RC・」RCをメインに高校生を主体としたヤングポランティ
アヘの協力依頼、ならびにイベント会社による一般大学生
Dボランティア募集

献血者数 150名

(初回献血者 15%・参加ポラン
ティア30名 )

冬の献血キャンペーシ 墜続
若年層ならびに初
回献血者

月初旬 ロ
大型商業施設内でのイベ

ント開催

学生ボランティアを募り、献血への協力ならびに現場での
呼び掛けを実施。
SRC・」RCをメインに高校生を主体としたヤングボランティ
アヘの協力依頼、ならびにイベント会社による一般大学生
のポランティア募集

平成24年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための対策

高知県 センター

Ｈ
Ｏ

∞

若

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している夢 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

若年層献血者
構成比率を3嗜にする 継 続

大学生 専門争崚生 平成24年12月
平成25年 2月

2回 高知市 イオンモール高知

平成24年度の数値目様 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画しているヨ
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

若年層献血者
構成比率を00"こする 継 続 10～20代 5回

大学 短期大学
各種専門学校

大学や短期大学 各種専Pl学校等で5回実施、学生の興
味をひくような献血啓発グッズを活用し、若年層献血者を
確保。事前にチラシを作成し、各学校の掲示板へ掲示依
瞑するとともに各学校にてセミナー実施時に参加者に配
市。

企業等におけ

平成24年度の数値目棟 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者 ※具体的に計画している象
施 月を記載すること

回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規協力団体5団体増加 ま血者確保推進事ヨ 継 続 企業及びEl体 4月～3月 各事業所等

昴規開拓や暫く献血を行つていない企業の掘り起し、地元
折間の広告記事(企業・団体の紹介等)をもとに、事業所に
「プローチじ従業員数や献血状況について調査し献血協
bに結びつける。

4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規 継続 対象者
実 施 時 期

※具体的に計画しているヨ
施月を記餃すること

回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規メールクラフ会員を
250名増加

複数回献血協力者
継続 4月 ～3月

学生ポランティアと連携して、複数回メールクラブ加入促進イベ'卜を実施し、接遇時
こ登録用ORコード付のボックスティシュを作成し、処遇品として提供する。

平成24年度の数値目標 事業名
新規 継続 対象者

案施時期
※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

福岡県赤十字血液センター

一

〇

Ю

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継″ 対象者
冥施時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者 4 0名以上 学生献血推進協議会会議 継 続
早内の学生ボラン
,ィア 月1 回 12回 血液センター

オマー献血キヤンペーン及びクリスマス献血キャンペーンの準備 報
与反省とOIせて、血液事案の現状や血液製剤の知識などを養っても
,う。(23年度実績:平均35名)

参加者 8 0名以上 学生献血推進協議会会議 継続

継続

晨内の学生ポラン
ティア

1 回 (未定)
血液事業の現状や血液製剤の知識などを奏つてもらう。(23年度実績
,4名)

協力者数 200名以上 サマー献血キャンペーン
Ю代を中心とした

旨者
2回 (未定)

冬のクリスマス献血キャンペーンと同様に、献血会場で学生ボランティ
アがイベントなどの催しを企画し、若年層に対する献血推進活動を行
う。(20年度実績 287名)

協力者数 2 0 0名以上 フリスマス献血キャンペーン 継続
Ю代を中心とした
昔者

12月 2回 ( 未定)
全国統一のクリスマス献血キャンペーン実施の際、献血会場で学生ポ
ランティアがイベントなどの催しを企画し、若年層に対する献血推進活
動を行う。(23年度実績 319名)

協力者数 1,500名以上 笥校学内献血 継 続 高校生 通 年 30回 各高校内
野実施校については、参加者の増加を働きかける。また、未実施校に
ついては、実施できるよう働きかける。(23年度実績 1348名 16回(1
1末現在))

協力者数 10.000名以上 大学学内献血 継 続 大学生 通 年 140回 各大学内
発案施校については、参加者の増加を働きかける。また、未実施校に
,いては、実施できるよう働きかける。(23年度実績 9240名¬02回(1
1末現在))

参加者 1 0 . O o O人以上 若年層献血セミナー
継続 中学。高校生 通 年 30回 各中学・高校内

富校では、高校献血実施前に説明会と称し、献血セミナーを実施する
予定。中学校ては、市町村や」RCを通じて、実施するよう啓発していく。

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 ・事業内容

新規 ・継続 対象者
実 施 時■II

※具体的に計画しているま
施月を記載すること

回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

参加者 9 0 0 名以上 ξ少年献血ふれあい事業 継続
卜・中学校ならび
こ保護者など 通年 15回 各学校内

次育委員会 '各市町村琴額 じ、小・中字校に1勁きかけ、
足施校の増加および参加者を増加させ、命の貴さならび
こ献血の大切さを学んでもらう。(23年度実績 :902名・13
司ヽ

参加者 300名以上 施設見学の受入 継続
学生ならびに献血
協力団体等

通年 20回

1回

血液センター
血液センターを見学してもらい、血液事業の現状を説明す
ることで、献血の必要性を理解してもらう。広報用冊子を
配布。(23年度実績 :632名・26回)

,0歳以上の献血者を2%

増加させる
60歳代献血推進 継 続 60歳になられる方 1月～3月 各献血施設

60歳になられる方で、近年献血していただいてない方を対
象として、献血依頼の資料を作成し、郵送する。(23年度
実績 :未実施)

企栞等における献血の lL進対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継鰐 対象者 K具 体的に計画している婁 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

10社 新規献血事業所の開拓・確
保

継 続 新規献血事業所 通 年 20回 各事業所等

会社の設立などの情報収集に努め、献血への理解を得る
よう説明し、献血の実施につなげる。(23年度実績:35社
(震災の影響あり))

参加 loo団体 ライオンズクラブ研修会 継続
ライオンズクラブ
研修会

7 月～1 1 月 2回 ホテル等講演会場 ダZ″ずI焼解騒金緊護銘富際ず用して、献血推進の講
iOl■ 武血協賛企業活動推進事ヨ 継続 新規献血事業所 通年 10回 各事業所等

国暉補助事業J新規事業所の開拓を推進するにあたり、献ム実施に
らつては、lIせて協賛企業として豊録いただく.

Ｐ
Ｐ
Φ

力者の :保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している' 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

100名確保 瞑数回献血クラブ登録推進 新規 献血初回者 通 年 月初に先月の献血初回者で登録可能者を抽出し登録依頼封書を発送する。

:.000名確保 優数回献血クラブ登録推進 継続 未登録者(400) 9月 ・3月 2 上半期・下半期に未登録者を抽出し登録依頼封書を発送する。(23年度実績:2640名)

ЮO名確保 大学生献血400mL登 録推劇

隻数回献血クラブ登録推進

新規 大学生未登録者 学内献血日 通 年 献血会場で複数回献血クラプの勧誘(チラシなど配布、専属に人員を配置)を行う。

0 0 名確保 継 続
ルーム未登録香

(PC)
1 2 月～2月 崚血終了後、対象者に複数回献血クラプの勧誘をおこなう。

議録者へ登録記念品として粗品を進星する。(23年度実績:973名=登録係主催でトートパック)

1000名確保 専来推進 新規
ルーム既登録者

1 2月～2月 衣頼応諾者へ粗品を進呈する。(23年度は、ルーム主催で絆創奮)

内容(具体的かつ詳細に記載すること)



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

佐賀県赤十字血液センター

Ｐ

Ｈ

Ｐ

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策

1若 年層献血者確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している,
施月を記裁すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

多動献血及びセミナーの実施校 4
交、各々年2回以上の実施、
p00人以上の参加者

若年層確保対策 継続 大学 短大 専F'学按生 4月 12月 学内
たヽ、けんけつちゃんの着ぐるみで呼びこみ等を行い、大学生

'マ献血じやすい雰囲気を作る。

贅血事業への参加高校の5校増
若年層確保対策 新規 高校生 通年 学校及び各献血会場

見在配車している移動献血会場への参加及び献血教室の実施
L促すため、県や教育委員会・ライオンズクラブなどと協力し、
発明会等を行う。

訳血初回者5名増 若年層確保対策 新規 1来場者 7月 ・1月 ショッピングセンター 成血ふれあいフエスタ並びにはたちの献血にてゲストに献血に
ついて説明も交え話をしていただく。

0代～20代の献血者率2596以上 若年層確保対策 継続 10代～20代の献血宿 通 年 学内・団体及び献血プラザさカ

ど大学・短大・専門学校等にチラシを配布する。
|た、10代～20代を対象に期間を決めてキャンペーン等を年6
コ実施するよう企画する。内容については今後検討していく。
'加目標人数300人(キャンヘ

・―ン期間計)

メンバー5名 以上 若年層献血セミナー
新 規 学生ボランテイア 血液センター

町メンハーに対し駆皿に関丁●セミナーを開lEし、献ulへの必
目性・重要性の理解を深めてもらい、若年者の献血意識の向上
旨図る。セミナーはOVD・スライド等の説明用資材を活用する。

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者 K具 体的に計画している実
柿 月丼霊●|する「″

回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

0歳以上の献血者を596以上増珈

キ少年等献血ら、れあ
事ヽ業

続
　
一
　

続

継
　
一　

継

60歳以上の方

小学生

通年

夏休み

各献血会場

映画館

)0歳～64歳 までの期間に献血されていない献血者に対し、献
に依頼のはがきを出す。(約200名)

賦血教室参加者 200名 野聞広告等を利用し、県内の小学生を対象に募集を行う。
ラヽイド等を利用し、献車の必要性や重要性を少しても理解して

,らう。

出前献血教室 フ校以上 腎少年等献血ふれあ
′ヽ事業 継続 高校生及び教師 9月 ～3月 高等学校内

=賀県と協力し校長会等と通して開催の働きかけを行う。
家材についてはスライド、ホップ・ステップ。ジャンプ、DVD等 を使
用して献血の必要性等を理解してもらう。

護学校血液センター見学1校以 青少年等献血ら、れあ
い事業 新規 看護学生 血液センター

R内の看議学校の学生に献血の必要性や重要性を理解しても
,うとともに、卒業後の医療現場での知:畿習得となる研修を行

る融 の推 進 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対叡者
実施時期

※具体的に計画している, 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

手間4回 腐力団体並びに推進
ヨ体の紹介 新規 企業及び団体 4月 7ヽ月 ・10月 ・1月 i藤骨霧期瀞驚朝闇紺」歳

成してる情報紙に各

献血サポーター新規登録企業10
社以上

献血協賛企業活動推
進事業 継続 企業及び団体 通 年 各事業所等 業ヽ及び団体ヘバンフレット・規約等を持参し推進する。

企業献血における献血者数を対
詢年比5%増

献血協賛企業活動推
進事業 継 統 企業及び団体 通 年 各事業所等

ヨヨ石に場rtの 皿枚争来の現体や必要にそTE燿の中で説明
ス理解を得る。
kた、献血した血液の利用状況等がわかるような資料を作成す

Ｐ

一
い

4複 数回献血

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実麗時期

※具体的に計画している実
施月をIE載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血クラブ会長総数1400
人以上

複数回献血協力者確
保対策 継続

複数回献血者
(未会員) 通年

複数回献血クラブ会員登録
腹進バンフレットの配布
サイトスタンパーの利用促
進(登録の簡便化)

・複数回献血クラブ会員登録方法を記載したバンフレットを複数
回献血協力者で未登録の方に配布する。
献血施設に設置しているサイトスタンパーを利用促進して登録

の簡便化を図る。

夏数回献血者30%以 上 優数回献血協力者確
果対策 継続 献血者 通 年

莉 3m
メール送信
.次回献血の推進

・複数回献血クラブ会員あてに献血者減少期を中心に複数回献
血への協力を呼びかける。

i 毀 雀 ` w 案
内を送信することでス回の献血のきっかけ

・処遇時に次回献血可能日をお知らせして年に2回以上来てい
ただけるよう推進する。

平成2 4年度の数値 目標
※具体的に計画してし 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

過去1年間献血されていない方(約200名)へはがきで献血依頼を行う。

過去1年間献血されていない方(約200名)へはがきで献血依頼を行う。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

長崎県赤十字血液センター

中
Ｐ
ト

者確 保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

K具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

高校献血30校 実施 高校献血の推進 継続 高校生 6月 ～2月 学校

17歳からの400ml献 血を積極的に取り組み.献血セミナーの

実施も増やしていく。私立高校(男子校)は大変協力度合も高
いが、公立高校の実施率が低いため、特に学校訪間を積極的
に行つていき、校長 教頭の理解を得ていく。

10歳 ～20歳 代の構成比率を
2596以上に増やす。 .

若年者層確保 継 続 10歳 ～20歳 代 4月 ～3月

23年度12月時点で232%な ので、24年度は25%以 上を目
指す。高校献血及び大学献血をさらに増やしていく。特に大学
献血においては、学生ボランティアを導入して、イベント形式の
献血実施に力を入れていく。学内各種サークル等ヽも呼びか
けを:螢4ヒしていく。

中高生対象の献血セミナー

年6校 以上実施
献血セミナー

継続 中高生 6月～2月 学校及び献血会場

厚生労働省からのX薔 が出された事により行政及ひ宇薇等の

対応が変わりつつある。現在県内中学209校 、高校79校 あ
り、その中で中学1校、高校3校実施した。今後特に校内献血
が出来るよう高校10校 以上に依頼を行う。献血に触れ合う機

大学生、専Fl学校生による
合同献血セミナー年2回実施

献血セミナー
継続

大学生及び
専門学校生

6月 ～2月 学校及び研修会場

学生ポランティアの育成強化。キャンパス内での献血協力やボ
ランティア募集のためのチラシ配布を実施。
西九州地区で合同のボランティア研修会を今後も継続してい

く。九州プロック内での会合にも多数の参カロを呼びかけていく。

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血ふれあい事業
10校 脅少年ら、れあい事業 継続 幼児・4 学ヽ生 中ヽ学生 通年 各学校

九州プロック作成の「みんなの献血Jのバンフレット′卜学校6年

生対象に配布(継続)。低年齢者層へのふれあい事業をさらに

曹加させていく。育友会への働きかけや学校行事に取り入れて
, たヽだくよう推進を強化していく。

55歳 以上の血小板献血
1.200人 確保 献血者確保対策 継続 55歳 ～69歳 通年 固定施設

栞血基準の改定による、血小板採血ドナー確保のため定期的
=ハガキ依頼を行う。12月 現在で835人 の協力を得ている。
九州プロック内で145%を 占めている。次回予約もお願いし
ていくとともに献血者との連携を深めて安定確保を行つていく。

献血ら、れあい事業
年20人 体験学習 継続 小中高生 通年 献血ルーム

日場体験や施設見字の受入れを積極的に行い、血液の知識
●献血のしくみ等について学習させる。新入生ボランティアに
ま学校単位に年度当初、機会を設けて説明する。街頭での献
肛呼びかけやチラシ配布,イベント実施時にお手伝いをお願い
'る。

企業等におけ 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実匝時期

K具 体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規及び掘り起し団体
30社 以上

献血協力団体
増加対策

継 続 企業及び団体 通年 固定施設及び移動採血

献血未実施企業・団体へ積極的に訪問し、献血のしくみや血液
の必要性を十分に訴えて連携をとつていく。な力Чこはライオン
ズクラブ関係者もおられ、情報提供をしていただきながら推進
を行つていく。工業・商業団地や同業種の組合組織には、イベ

ント等の日程に合わせて積極的に献血バスを配車していく。

献血サポータ新規登録団体
50団体以上

献血協賛企業活動
推進事業

継続 企業及び団体 通年

欧血実施いただいている企業、団体等にさらに登録をお願い,
5。現在6年 間で269団 体の登録をいただいている。今後も継
売的に献血支援をしていただくためにも募集活動を続けてい

者の確保 策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
案肛時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に3a載すること)

60名 複数回献血協力者
継続 複数回献血登録者 10月 ～11月中 2回

:テオ上映 !ありがとつ !つていつはい百わせて」及び、赤十字健康生活支援議 習 (生活習
目予防について)開催する^

応諾率
4∞ml(3596)、成分(50%)

メールとハガキ
による献血依頼

継続 会 員 毎月 未定
トヤンペーン期間等、献血者確保が困難な時期を特に重点的に、直近の献血者(1年以
)ヽを対象に 400ml(12.O00名 )、成分(2,000名 )に献血協力依頼(年間)

200組 (400名 ) に 継続 会員 未定 1回
訳血に協力いただいている方200組 (400名)を映画に無料招待し、日頃のお礼と血液事
にの現状について説明した後、映画上映を行う。

平成24年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

休日献血の拡大
(月10台 1車平均50人 以上)

献血者確保対策の
拡大 継 続 献血者 通年 年間120ロ 可年同様に両葉施設や企業、地域のイベント等に合わせた休日献血を拡大していく。現

遭、都市部での実施が多いが、各地域でも新たな取り組みが必要である。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

熊本県赤十字血液センター

具体的な対策 事業内容

内容(具体的かつ詳細に記載すること)

推進リーダー)の研修会の開催
11校舎全リーダーの参加

ンキャンパス

二取り組んでいただくよう依頼する。

具体的な対策・事業内容

内容(具体的かつ詳細に記載すること)

をはじめ被災地炊飯実習④救護服lJt着⑤エアーテン
設営⑥心肺蘇生法実習⑦特殊医療

スをスタンプラー方式のゲーム感覚でまわる見学会。
方法として近隣小学校へのチラシ配布及び生活情報
の広告掲載。HP、複数回献血クラブ会員へのメール

会や職員会議等時に献■
―ポイント等を活用して啓

3企 業等における献血の推進対策

い

］

い

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的にtt回している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ群細に記載すること)

ロコマーク配布数累計 100社
以上 推進事業

饉続

場所

フイインスクラフ藤m研 修室
Bクラブ会員参加

献血協力団体協力
増加対策

蟻統 ライオンスクラフ
2員

〕～9月 1 回 ワヽーボイントとDVDを 活用して献血の現状や必要性を訴
tる。

未健P/謄内献ll lリーダー研修

,保健所管内案柿
増加対策

継続 2業 ・団体 2～3月 0回 ざ保健所
当者を招集し、血液センターも出席し献血の現状等を説明

平成24年度の数値目標 事業名

具体 :対策,事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

保対策
継続 「宏 員 巳年 胚皿情報誌て年4回 発行,による颯員限足イベント(健康トレッキンク・料理教室・コン

サート・骨密度測定等)紹介記事の掲載による募集。また新規入会者に記念品(献血
バストミカ予定)を進呈し会員増をはかる。

嗅翠回瓢m番 359/●へ増
保対策

所規 2回/月 年1回の献血者及び初回献血後の献血者へ次回(または2回 目)献血依頼のハガキを

16.000通5,600人確保 要請

堡続 ｎ
者

1 月～ 3 月

車先

添皿石帷 休かは しい冬手そ甲′いに献皿ハス配早元の瓢 回協 刀有 10,000人にハカキに
たる献血協 力を依 頼 し、5,600人の400mL採 血 を確保する。(H22年 度 実績 15,908通、
1317人採血 )

平成24年度の数値目標 事 業名
新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること〉



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

大分県赤十字血液センター

1 若 年層献血者確保対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

20代 の献血者事を20%ま で上げる
成人式会場(大分市)

献■に関する晨示ブースを威人式会場に設け.新威人に献血を理解していただ

多加加盟按10校に増やす
く各研修会等の■加が8検/26機 ,

分県学推協全体研修会 学推協加盟薇0学 生に釈工の意義 現状●を学んでいただき、学内ぶnや 衝覇

継続

年を行い献■の意薔などを情報発信する。

1020代 の献血書率を26%ま で上げる

赤十字ふれあい広場J
県内赤十字施設とともに実鷹じ 冬手の献血者確保と言年層献血のな発や赤十

1020代 の献血書率を2691まで上げる
大学 短大 専門学技の献■におt てヽ 学生が好む処遇品を進=す る.

(平成22年度40ゆ (支部トレセン,加 者)
実都主催のトレーニングセンターに献血セミナーとしてプログラムに取り入れても
らい 献血啓発を回る。

献血者の年齢層に 策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実歴時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

(支部トレセン'加 者)

企栞等における献血の推進:寸策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血サポーターロゴマーク10社酒己布 献血者安定確保 継続
献血協力団体
(LO事 業所) 通年 運 1回 し方祗の夕刊に週i口献血協力団体へお礼のメッセージを掲載する。協力事業

"の社会貢献PRにもなるため、渉外による協力依颯にも有効である.

力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策 事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画している実 回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

クラフ全員の献血者100人 増
1数回献血クラブ全員サービ Э情報鯰の発行(年2回:0月3月)C

疇演(年:口:9月)OEttIB談〈年3
人:2月)◎メール依頼(型別不足時

|ll協0発 ,及 び医師等の諄粛会の開催や健康相談(■密産調定)を実施す
,。また.型"などの血腋不足時のは血協力をメールにて依輌する。

献ユ協力依頼
ハヽガ■によるは■依籠を送付する。

菫漱回転血クラフ会彙増員
「る。平成22年度より実施し、効果があるため継擁してlTう。

平成24年度の数値 目標 事業名
新規・継続 対象者

寒馳 時 7Jl
K具 体的に計画している,

施月を記載すること
回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

継鶴 1各クラブ1名)を集めて連携強{しを 蝦:13躍賛騒鶏棚識師務瑠躍鵬響

移動採nバ ス献血者

女性の比ヨ不適■22%以下にする
血 がでななかつた協力

の方に訳ユヘ協力いただけるよう栄姜■等による栄霙相談を実施する。



平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

宮崎県赤十字血液センター

Ｈ
Ｐ
０

¬ 若年層献血者確保対策

平成24年度の数値目鶴 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画してい
る実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10-20ttoffim*a2s% 献血開催 継続

高校:大学・専
門学生。新入

社員
通年(4～5月を中心) 5回

各高校・大学・専門学
校。事業所

若年層献血セミナーを含め、献血への理解を
深めてもらい、献血協力をいただく。
また、4月の入社時期に合わせ、各事業所の

新入社員に献血PRを行い、献血協力をいただ

く。

新規学推協加入校1校 学生献血推進
団体強化

継続
大学・専門学

校生
通 年 2 回以上 血液センター

学生献血推進団体の拡充を図り、学内献血の

協力者を増やすために、各学校の献血担当窓
口を通じ参加者を募リセミナーを開催し、メン
パーの増員を行う。(目標参加人数50名)ま
た、総会の中で献血セミナーを実施する。

初回献血者1.200人 初めての献血
キャンペーン 継続

高校・大学・専
門学生・社会

人
通年(4～5月を中心) 献血ルーム

初回献血者に献血記念品(けんけつちゃん
マーカー)をプレゼントし、今後の継続協力を
お願いする。

献血者480人
想いをカードに
しようキャン

ペーン
新規 若年層 通 年 34ofl x l2f\E 献血ルーム

諄用カードを作成し、献靖 はもちるん JRC加 盟薇倍 校笙)や薔顧

イベントを通し、将来の自分へのないを書いていただを、献血ルーム

献血者720人

お帰りなさい一

緒に献血キャン
ペーン(年末年

始・盆)

新規 若年層 12月 ・1月 8月 2回 献血ルーム

若年層の帰省者とその知人友人を対象に、年
末年始tお盆期間中に特別記念品を進呈する
キャンペーンを実施する。
18～19歳の協力者を抽出し、ハガキにて案内

を行う。

者の年齢層

Ｐ

Ｎ

Ｏ

2献 血者の年齢層に応じた献血推進対策
※ 平 成 2 4 年 慮 にハ しヽて ` 士 園 店 描 勧重 :

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画してい
る実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血者100人 60歳以上への

献血依頼
新規 60歳 以上 12～ 1月 1 回 血液センター

60歳を過ぎて数年間協力がない方への献血協力依
頼を封書にて送付。60～64歳まであ方の協力を強
化し、65歳以降の献血継続協力を目指す。ハガキ
1.000枚送付して要請を行い応諾率1割として100人
の確保を目指す。

献血者2.100人 いっしょに献血
キャンペーン 新規

中高年世代
(30～60歳 )

5月 ・9月 2回 献血ルーム

家族・友人・知人を誘つて献血協力いただく。
複数人数で献血協力いただいた方に特別記
念品を渡し、中高年世代の掘り起しを行う。
ハガキにてキヤンペーンの周知を行う。

献血者60人 想いを残そう
キャンペーン 新規

中高年世代
(30～60歳 )

通年 献血ルーム

100回・200回等記念の献血や誕生日、結婚記
念日等の希望日に献血いただいた方にはがき
を波し、自分へのメッセージを書いていただく。
その際献血いただいた方には記念写真を額に
入れて渡す。

3企 業等における献血の推進対策

平成24年度の数値目奉 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画してい
る実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血協力企業・団体の
確保(30社)

町、総ぐるみ

献血参加運動
継続

各市町村献血
会場

周辺企業及び
団体

通年 20回
各市町村役場等での
「町・総ぐるみ献血参

加運動」会場

行政や献血協力団体と協力し、各市町村役場
での協力団体の掘り起しを行い、裾野の広い
協力組織網の構築を図る

4複 数回献血協力者の確保対策



i た 業 )

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画してい
る実施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

応諾者3 , 0 0 0人 メール発1言 継 続 電数回登録会 通 年 50回
献血ルームのキャンペーン情報等献血者のメリットとなる情報を2回/

月送信する。また、緊急の献血依頼要請のメールを随時に、献血種

別・型別に送信する。

応諾者1,000人 ハガキ送付

新規会員確保
と複数回献血

継続

継続

既献血者(複

数回会員含

む)

複数回登録会

員及び新規登
録者

通年 3 5回
3ヶ月以上献血していない献血者を対象に、ハガキによる献血要請を

行う。

新規会員1,000人 通年

献血ルームにおける新規登録会員を募集する。(記念品進呈)また、
既登録者にも案内し、複数回献血者を確保する。
また、献血バスでも大学献血・街頭献血を中心に新規登録者を募集

新規会員60人
フットスパサー

ビス 継続

複数回登録会

員及び新規登
録者

1 ～2月の平 日 2 0回
1月中旬～2月中旬にかけて献血ルームに一角に10人/日程度の方
にフットスパサービスを行い複数回登録者を確保する。

Ｈ
Ｎ
Ｐ

平成24年度の数値目
※具体的に計画してい 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

平日献血者数47人 /日
:確保が厳しい平日にブチイベントを実施する。(本日PCポイン
お茶菓子プレゼント・コーヨー・ポン菓子・竹とんぼプレゼント

等)作成は赤十字奉仕団と協 力。

献血ありがとう
ポイントカード

発行

ドイント達成(達成時に特別記念品)を目指すことにより、献血者のリ
ーター率を高める。

平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

鹿児島県  赤 十字血液センター

Illl番確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ×具体的に計画しているま 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血講座実施者数 1.500名 献血講座 継 続 10代、20代対象 4月～3月 a液センター及び各学校壽
自校。大学・専門学校等若年層を対象に献血講座を実施
献́血への理解を深めてもらい献血協力をお願いする。

短大・大学・専門学校献血者2,000名
学生献血推進
(学内献血等)
協力

継続 10代、20代対象 4月～3月 各大学ほか 学生推進協議会メンパーによる学内献血やキャンペーン
けの処遇品等企画し若年層の献血者増につなげる。

“豊煮の年崎層に応じた献血推進対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している僕 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

親子参加数250名 楽しく学ぼうキッ
ズ献血 継 続 小学生と保護者 血液センター 小学生高学年と保護者を対象に献血の重要性と命の大

切さを学んでもらう。

親子参加数60名 楽しく学ぼうキッ
ズ献血(市町村) 新 規 小学生と保護者 離島 (移動バス)

小学生高学年と保護者を対象に献血の重要性と命の大
切さを学んでもらう。

18歳～39歳献血参加者1000名
Ⅲ口,でTと●l協1勁
こよる若年層対
寵事業

継続 1 0代～3 0代対象 4月～3月 県内各市町村
市町村との協働により若年層をターゲットにした
献血イベント。

企業等におけ

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画しているま 回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血協 力企業、団体 15団体 業、団体確保対 継 続 担当者 年度内全期間 県下全域 り代表者)と面会し、献血の必要性を強く訴え協力が得ら
れるようお願いする^

献血サポーター制度50団体
状血協賛企業確
果対策 継続

駅血協力団体の
lB当者

年度内全期間 県下全域
献血協力事業所の担当者に対し、献血サポーター制度に
ついて説明し継続的な献血協力を依頼する。



4複 数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
栞 施 時 期

K具 体的に計画している実
施月を記載すること

回 数 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

メールにより複数回献血クラブの価値を高め
るく会員数を3000名以上>

複数回献血者
確保事業

継続
機数回献血クラブ会

員
毎 月 月2回程度

ガヽキを止め、メール中心にし経費間1減に努める。(様々 な案内を提示し、献血者自らが行きたくなる施
贅を構築する。よって、献血依頼のメールは年1回程度とする)

会■優待イベント実施〈年12回以上)
複数回献血者

確保事業
継続

複数回献血クラブ会

員が主、会員以外も 血液 不足時 不定期

l蔽   「に、拙選会・ハンドマ'テ=ラ奪を実施する。案内については、所内掲示板メールを主とす

献血予約制度の強化(月000名以上) 複数0献 血者
確保事業 全員 毎 日

回ヽの献血予約をいただくことて、献血者の基礎数を確保する.

当センター主催講座の優先案内
(年4回)

複数回献血者
確保事業 継続

複数回献血クラブ会
長が主 会員以外も

可
, 4 7 1 o月 3カ月に1回

当会館2階のホリスティックヘルスプラザ主催の講座の優先参加案内.

栄奏請話、AED講 習会(年1回)
複数回献血者

確保事業
継続

複数回献血クラブ会
員

2 月頃 年1回

=一回、複数回献血クラブ会員の方を対象に蓄

平成24年度の数値目標 事業名

具 体

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している庚 回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

応諾率3 0 %以 上
ハガキによる
400mL献血依頼 継 続 ЮOmL献 血経験者 年度内全期F o l 全献血会場

献血実施会場において過去3年以内に400mL献血履歴のある方を対象にデーターを
抽出し献血協力を呼びかける。

平成24年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための対策

沖縄県赤十字血液センター
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平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 K具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

献血教室35回 以上
職場体験・施設見学10回 以上

国庫補助事業 継続
高校生 ・専門学校

生・大学生
通 年 45回 各学校及び血液センター

果教育長名で全63高等学校へ献血教室実施の文書送付

E依頼する。各高等学校、専門学校、6大学を直接訪問
、́献血教室の実施を依頼する。血液センターでの職場体

幹 施設見学等を積極的に受け入れる。映像素材・パワー

ドイント・等を活用する。

歯等学校献血実施校30校 以」 高等学校献血推進 継続 高校生・教職員 通 年 30回 各高等学校

高等学校校長会で献血実施要請を行う。5月の連体前ま
でに各校を直接訪問し、献血実施を依頼する。実施時期
を分散し実施校を増やすよう調整する。

専門学校献血実施校20校以上

延べ回数30回以上
専門学校献血推進 継続 専門学校生。職員 通 年 30回 各専門学校

献血未実施校へ直接訪間し、献血実施・再開を依頼する。

資料等により、県内の血液確保の厳しい現状を説明する。

2献 血者の年齢層に応した献血推進対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している, 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血教室2回以上、
職場体験・施設見学8回以上

国庫補助事業 継続 小・中学生 通 年 10回 各学校及び血液センター
血液センターでの職場体験・施設見学等を積極的に受け

入れる。」RC加盟校を中心に献血教室実施を依頼する。

央像素材・パワーポイント・小冊子等を活用する。

3企 業等における献血の推進対策

平成2 4年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・零栞内容

新規・継続 対象者 ※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容 (具体的かつ詳細に記載すること)

体眠“力企業団体の復活(,団体以上) 休眠協力企業。
団体の復活

経 続
0云 3年 以上献lll

実施が途絶えて
通 年 5回 各企業 団体 休眠企業・団体へ積極的に訪問し、再開をお願いする。

析規協力企葉 ED体の開拓(10団体以上)
新規協力企業
団体の開編 継 続

献血未実施の企
業・団体

通 年 10回 各企業・団体
賦血未実施企業 団体へ積極的に訪間し、献血実施をお

霞いする。

快回献血協力企業 団体の開拓く0団体以
複数回献血協力企

業団体の開拓
継続

年 1回実施の企

業・団体
通 年 3回 各企業・団体 責極的に複数回献血協力を依頼する。

献血サポーター」ロゴマーク配
布(30団体以上)

国庫補助事業 継続
献血協力
企業・団体

通 年 30EDI 各企業 団体
駄血協力企業・団体へ積極的に訪問し、1献mサ ポ
'-1へ の登銀をお願いする。



複数回献血協力者の確保対策

平成24年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実 施 時 期

※具体的に計画している実
柿 日丼静計オスr″

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

年間 2回 以上協力
(2.300名 目標 )

メールによる協力

依頼
継 続

メール会員
( 3 4 0名)

通 年 1回以上

電子メールによる協力依
槙

夏場と冬場の血液不足時にメールにて協力依頼をし、前年度1
579名 の実績を上回りたい、ラジオ放送でも呼掛けを強化、ま
た献血協力者へ感

・
Jlのつどいのイベントを年に1回以上実施し

新規複数回献血会員(日標840名 )の登録者を増やす、献血も
同時実施。 会 長の方ヘサービス提供の情報配信と同時に献
血協力を依頼。

年間2回以上協力(5.200名目標)
ハガキによる献血

依頼
継続

対象者
15600) 通年

尋遭移動献血場所の前回協力者に

けし 実施協力依輌ハガキを送付

状血実施団体で、再度献血実施する際には、前回転血協力者
へ、ハガキにて、協力依頼。(3ヵ所移動の場合は、可能時間に
協力して頂けるよう全て言己載)

年間2回以上協力(1,700名目標) 電話による献血依剌 継続 全献血者対象 通年 40oml、成分献血できる'

平日、一台平均採血予定本数50本ですが、予定本数に達しな
い日がつづいた場合、献血可能間隔基準をクリアしている献血
普へ、400m!献血協力者を週末の街頭献血へ協力をよびかけ
る。緊急時に備えて成分献血の協力を献血ルームの近隣事業
所の協力者リスト台帳を作成し協力を呼掛ける。
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平成2 4年度の数値 目標
内容 (具体的かつ詳細に記載すること)


